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情報ネットワーク教育のシラバスグラフ

兒玉隆一郎

Syllabus Graph for Computer Networks Education

Ryuichiro KODAMA

Abstract: A lecture for Computer Networks introduces many technical terms, so the students might miss its big picture. This paper proposes
Syllabus Graph for Computer Networks Education, which shows edges between technical keywords so that the students can grab the whole-
part relationship in Computer Networks. The keywords are extracted from the author’s lecture note written for Computer Networks. The
contents of the graph ranges from OSI layers to each layer explanation including articles about network security. The graph was presented in
the real class and favoredly evaluated by the students.

1 はじめに

情報ネットワークは，茨城高専のシラバスに組込まれた情

報系専門向けの一授業である．コンピュータを中心とした通

信技術を学ぶ授業であり，三年生が週 2 単位時間で一年かけ
て学習する．内容は，OSI(Open Systems Interconnection)参照
モデルを基調とし，モデルに対応したプロトコル，管理運用，

そして近年重要性が高まっている情報セキュリティに及び，

幅広い．ここで OSI 参照モデルとは、 国際標準化機構 (ISO:
International Organization for Standardization) により策定され
た、コンピュータに求められる通信機能のことである。

情報ネットワークは他の工学系教科に比べて覚えるべき語彙

が多い．それは通信における課題がプロトコルスタックに分割

され，それぞれほぼ独立に特有の技術で解決されていることも

起因しているであろう．OSIの 7階層に加え LAN(Local Area
Network)，WAN(Wide Area Network)，無線，ストリーミング
など，それぞれ固有の技術テーマが存在する．従って，学生の

中には，覚える語彙が多く，記憶中心の教科として捉える向き

もある．

一方教える側からは，個々の語彙だけでなく技術の大きな流

れも学んで欲しい．例えば，インターネットがこれだけ普及し，

これほどまでに社会的インパクトが大きくなった背景にプロト

コルの標準化があること，イーサネットの発明に貢献した統計

学，今日の暗号資産でも活用される公開鍵技術における代数学

の役割などである．このような知見は通信といった分野を超え

て将来応用して社会課題の解決に利用できるかもしれない．

このような学生と教える側の行き違いを解消することを目的

に，本稿では情報ネットワークにおける技術キーワードの関連

を可視化したシラバスグラフを提案する．一般的に，テーマに

関連した技術キーワードは鈴なりに関連付けすることができ

る．これを可視化することにより全体と部分の関係を学生に提

供することができる．

シラバスは講義の要点をまとめたものである．そこには講義

で現れる主なキーワードも掲載される．本稿のシラバスグラ

フは，講義に現れるテーマやキーワードをノードとし，関連を

エッジとしたグラフであり，本稿の造語である．ノードをエッ

ジに沿って追うことにより，テーマをより詳細化する，あるい

は，その逆にキーワードを包括するようなキーワードにたどり

着くことができる．

教科をグラフにより可視化する試みとして，[1]は，カリキュ
ラムマップを生成する方法を提案している．これは，Wikipedia
から教科の語彙を自然言語処理により抽出して，そこから教科

の関係を描画し，教科設計に役立てている．

また，シラバスに関してグラフを生成した例として，[2] が
ある．これはシラバスからキーワードを抽出し自然言語処理に

よってキーワード間の関連を導き，キーワードをノードに，関

連をエッジに表現したグラフを描いている．この文献では教育

系 (教員免許)化学と理学系化学の違いを明らかにして，教育系
化学の改善を提案している．

キーワードをグラフの形にして，キーワードアクセスに役立

てる例として [3] がある．文献で扱われた YAGO システムは
Wikipediaのキーワードを関連するキーワードとともにグラフ
表示し関連するキーワードを探索することができる．

本稿のシラバスグラフは筆者が作成し授業で使っている講義

ノートからキーワードを抽出して，キーワード間の関連をグラ

フ表現している．その目的は従来よりも豊富な情報量を有する

シラバスを学生に提供することにある．

本稿の構成は以下の通りである．2 章で従来のシラバス，3
章でシラバスグラフの作成手順，4章でシラバスグラフとその
説明，5 章でシラバスグラフを授業で利用した結果の評価，6
章に結言を述べる．

2 情報ネットワークのシラバス

筆者の授業では講義ノートを前期 2冊，後期 2冊用意し電子
配布している．講義ノートにはテーマ毎の技術説明の他，技術

の勘所を問う基礎問題を載せ，問題は板書などで解いて見せて

いる．

本稿で情報ネットワークと呼んでいる講座の正式名称は「情
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報ネットワーク I」である．「情報ネットワーク II」は四年生向
けに行われ通信のプログラミングに焦点を当てている．

同種の授業は高専の他校でも開講されており，公開された高

専のシラバスでその概要を確認することができる．

講座では参考書として [4]と [5]を期初に紹介している．[4]
は Dr. Tanenbaum による著書で通信技術を多面的に統合した
大著であり名著である．技術の進展に合わせ版を重ねて第 5版
となっている．米国の大学で教科書に採用されることがあり，

筆者も米国留学時に利用して重宝した．本稿執筆の時点 (2022
年)で，第 6版 (英語)が発行された模様である．

[4] は英語版原本の日本語訳である．本稿で用いる専門用語
の日本語は [4]を参考にしている．

表 1 情報ネットワーク Iシラバス前期

No テーマ キーワード例

1 Internet 技術の歴史と役割

2 ソフトウェア構成 プロトコル，サービス

3 社会との関係 サービスの事例

4 通信システム アナログとデジタル，

パケット交換と回線交換

5 標準化活動 ISO, Internet標準
6 ネットワークモデル OSIモデル
7 アプリケーション層 ドメイン，メイルとWWW

システム

8 トランスポート層 TCPと UDP，ポートと
ソケット，フロー制御，

輻輳制御

9 ネットワーク層 IPアドレス，
サブネットマスクと IPv6，
ルーテイング，

フラグメンテーション

表 2 情報ネットワーク Iシラバス後期

No テーマ キーワード例

10 データ・リンク層 多重化，誤り制御，

送達確認・再送方式

11 物理層 通信媒体，符号化，

伝送方式

12 LAN LANの概念，MAC副層
LAN間接続方式

13 WAN IP-VPNと
広域イーサネット

14 モバイルネットワーク 無線通信，ユビキタス，

アドホック

15 マルチメデイア 音声・画像の圧縮と

リアルタイム通信方式

16 セキュリテイ 脅威と対策，暗号化，

デジタル署名と認証方式

17 運用と管理 障害管理・性能管理・構成

管理と管理プロセス，

ライフ・サイクル管理と

サービス・レベル管理

18 様々なネットワーク クラウド，センサー

表 1および表 2に，情報ネットワーク Iのシラバス概要を載

せた．キーワード例を付記している．実際のシラバスにはキー

ワードの数はもっと多く掲載しているが，網羅的ではなく，ま

た，関係も明らかではない．

3 シラバスグラフの作成

講義ノートの章立て項立てを木構造にすることができる．木

の枝葉部位には解説文や図が位置付けられるがシラバスグラフ

では文章や図はノードに配置しない．

しかし，講義ノートの解説文には重要なキーワードが含まれ

ているケースがある．そのときは，キーワードを枝葉部位に配

置する．

木の章項の並びは講義の順番すなわちシラバスのテーマ並び

に合わせている．シラバスのテーマの表題は他のノードと区別

ができるような形状 (実際には楕円)で表示される．その周辺に
放射状に講義内容の要点が配置されている．木構造をそのまま

表示すると 1 ノードからの分岐が増えるほど水平方向へ伸び，
場合によっては表示が複数ページに渡る．これを放射状に配置

することによりキーワード間の関係を頁に納まる程度の視野に

まとめることができ，一目で分かるようにしている．

一枚の図に入るテーマの範囲は，面積的にそのテーマの要素

が入り得る限り詰めている．例えば，最初の導入の図は 6テー
マが入っているが，次の図では 2 テーマが入っている．テー
マ内の要素は本来講義ではそれぞれ異なる長さの説明を含むた

め，要素の数とテーマの大きさは比例しない．

テーマ毎にグラフを色分けしているが，特定の色に意味はな

く，単に区分するために色分けしている．

3.1 ソフトツール

シラバスグラフを開発した当初は，講義ノートからグラフを

自動作成することを模索した．しかしグラフの見栄えがかな

り劣っていたため完全自動作成には至っていない．自動化で

役立ったツールにグラフ作成ツール Graphviz[6]がある．この
ツールはキーワード間の関連をテキストで記述するとこれを画

像変換し，二次元上に配置してくれる．配置のスタイルも木構

造や放射状などが用意されている．

本稿のシラバスグラフは Graphviz で大まかにキーワードを
グラフ配置し，これを SVG(Scalable Vector Graphics) に出力
し，Microsoft PowerPoint にて手動で必要に応じて再配置利用
した．

3.2 グラフにおける関係

キーワード間の関係は無向グラフで表示される．無向線で関

係が描かれるが，実際には関係には指向性がある．シラバスフ

ラフを改めて解析すると，この関係には以下のような種類が

ある．

(1) 上位概念と下位概念
(2) 主体とその要素
(3) 課題と対策
(4) 抽象から具体
(5) 歴史的推移
(6) テーマから派生したトピックス
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この関係はグラフに書かれていない．講義を聞いた後であれ

ば，学生はどのような関係かを説明することができるようにな

るであろう．細かな枝葉の線よりも，まずはテーマから放射状

に伸びる線の関係は重要であろう．何故テーマから一連のキー

ワードが伸びているかを説明できることが通信層の理解度に繋

がるであろう．以下の章ではシラバスグラフとともにグラフの

関係について述べる．

4 シラバスグラフ

4.1 導入部

導入部は全 6 テーマから構成され前期前半で学習する．全
テーマは一ページ (図 1) にまとめている．インターネット
(Internet)に始まり，OSI階層に至るまでの講座である．

40 億人を超えるユーザを抱えると言われるインターネット
は何故ここまで成長してきたのか．技術者であれば誰も開発し

た技術が世の中で役立って欲しいと願うであろう．そんな技術

者にとって，技術が世界標準として利用される過程を知ること

は重要である．端的に言えば，インターネット利用拡大の一因

には実用に即した標準技術があった言えるであろう．

標準には一般に de facto と de jure がありそれぞれ得失があ
り，インターネットは de factoの流れを組む面が大きいがその
要素技術としては de jureの方向もある．
開発当初は軍事向けであったインターネットが商用化される

中で旧来の電話システムと統合されるに至る．そして，今日何

か分からないことがあると携帯電話で検索するのが当たり前と

なり，その舞台裏でWWW(World Wide Web)技術が進展して
いったことは特筆すべきであろう．

通信の基本方式についてもこの導入部で概観する．例えば，

クライアント・サーバーモデル/ピア・ツー・ピア通信，コネク
ション形/コネクションレス形，回線交換/パケット交換という
対についてそれぞれの得失を整理ことになる．

インターネットが社会の基幹システムとして利用されつつあ

るが，その公益的側面の在り方に議論が巻き起こっている．そ

の議論は米国で始まったネットワークの中立性に関するもので

ある．表面的には誰もがその主張に賛成するかもしれないが，

中立性を貫徹する規制にまで及ぶと，賛成の立場が揺らぐかも

しれない．授業では，賛成・反対の意見を理解し，考察する．

図 1には，複数テーマを講義順に繋ぐ線を描いている．講義
の順番は身近なインターネットの存在を入口にして，通信ソフ

トの仕組み，利用形態，ハードシステム，標準化，OSI階層で
ある．利用側から作り手側に移行する流れとなる．OSI階層の
各層に分けてこの後，課題とその解が展開される．

4.2 アプリケーション層とトランスポート層

OSI の第 6 層 (プレゼンテーション層) と第 5 層 (セッショ
ン層) 以外をテーマに扱っている．第 6 層，5 層については
TCP/IP に取り分けて実装されていない点，また TCP/IP のア
プリケーション層で必要に応じて組込まれている点から，個別

テーマにしていない．

説明は OSI の上位層から下位層へ向かった順番で行ってい

る．この順番によればユーザーに親和性の強いアプリケーショ

ン層を導入として，その細部実装を辿ることになる．一方，文

献 [4]では，これと逆の説明順番となっている．実装を積上げ
て上位層に向かって利用方法を学ぶことになる．

前者の順番は，導入が分かりやすい分野から入るので入口の

ハードルが低くなるが説明の中でどうしても下位の層の技術を

先取りする場面が出てくる．後者の順番は入口のハードルが高

いが，階段を昇るように層毎に理解を重ねることができる．ど

ちらの順番も得失が存在する．

図 2はアプリケーション層とトランスポート層についてまと
めている．アプリケーション層は最上位層にあり，社会との関

わりが深いWeb(HTTP), Mail(SMTP),動画配信など (ストリー
ミング) のプロトコルを学ぶ．その基礎にはドメイン名があり
DNSが数字によるアドレス (ネットワーク層)を社会的な名称
に置き換えている．Web や Mail などのサービス提供はサー
バ・クライアントの構成を取り，Unix系では伝統的にデーモン
と呼ばれるサーバプログラムがある．セキュリティ強化のため

に今日ではファイル転送や仮想端末は sshd (secure shell

daemon)が使われる．大量なデータの配信に関わると CDNの
課題が出てくる．

アプリケーション層で一番強調されるべきプロトコルは

DNS であろう．URL という言葉も Web のアドレスを示す言
葉として世の中で利用されている．数値ではなくアルファベッ

トによりアドレスが表現され，親和性をもってインターネット

が社会に浸透していった．

トランスポート層は，アドレッシングにポート番号があり著

名なプログラムインタフェースとしてバークレイソケットがあ

る．簡単なサーバおよびクライアントのプログラム (C言語)を
ここで紹介する．トランスポート層の実装である TCP/IPはコ
ネクション形 (TCP) とコネクションレス形 (UDP) を有する．
特にコネクション形の場合，コネクションの確立から解放に至

る状態遷移があるため通信する 2 者間で確実に状態が遷移す
るための手法を学習する．更に，コネクション形において 2者
間での伝送速度調整 (フロー制御)，ネットワークの許容容量を
超えた場合に発生する輻輳について理解を深める．文献 [4]で
は，フロー制御に用いられるスライディングウィンドウをとて

もうまく導出している．ノイズや受信能力に制限のないユート

ピアの世界から，徐々に制限を付けて制御信号 ACKの意義や
再送設計の注意点などを言及しながら，最終形としてスライ

ディングウィンドウを登場させている．このストーリーは巧み

であり複雑なプロトコルの理解を助けている．一方コネクショ

ンレス形の場合は，ストリーミングなど応用分野での役割を強

調する．

トランスポート層では，主に，コネクション形で起きる課題

とその解決としてのプロトコルを見ることになる．具体的に制

御信号がやり取りされるプロトコルとその役割について学ぶ場

面はこの層が一番詳しい．

4.3 ネットワーク層

図 3はネットワーク層に関するグラフである．ネットワーク
層は網目状に結合されたコンピュータ間において，どのように
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図 1 情報ネットワークの導入部
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図 2 アプリケーション層とトランスポート層

目的地までパケットを配送するかが課題となる．そこで届け先

の番地付けであるアドレッシング定義に重点が置かれる．隣地

の番地 (MACアドレス)と公的な番地 (IPアドレス)に分かれ，
両者の関係を構築するための手順 (ARP) が用意される．新た
なコンピュータをネットワークに導入するときアドレスの管理

を容易にする手順 DHCPは今日不可欠となっている．
IP アドレスは world-wide に公的なグローバルアドレスと組

織内だけで利用されるプライベートアドレスに分かれ前者は公

式な登録が必要となる．当初 4 バイト構成であった IP アドレ
ス (IPv4)は近年枯渇してしまい，今日はアドレス長が拡張され

た IPv6が利用されるに至った．枯渇にも関連して，IPv4にお
いてネットワークアドレスを拡張できるようにしたサブネット

マスクは今日ほぼ標準的に用いられた手法である．

ネットワーク層もプロトコルもコネクション形とコネクショ

ンレス形が存在するが TCP/IP の IP は後者であり，インター
ネットの基本コンセプトである分散システムが貫徹されてい

る．一部のコンピュータが機能不全となったときでも，そのコ

ンピュータを迂回するような経路を自動的に見つけるアルゴリ

ズムである動的ルーティングが用意される．このアルゴリズム

を実装する代表的なプロトコルである RIP および OSPF につ
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図 3 ネットワーク層

いて学ぶ．更に大きなネットワークのまとまりとして自律シス

テムがあり代表的なプロトコル BGPを学ぶ．
最後に，ネットワークの品質 (QoS) を規定しそれを維持す
るための方策について学ぶ．遅延，帯域幅，(パケット) 損失，
ジッターといった性能についてアプリケーションへの影響を少

なくする工夫を学ぶ．

ネットワーク層の経路探索手法では，動作を見て確認してい

くことも必要であろう．ループ検出や Dijkstra’s algorithmは机
上でシミュレーションして課題が解決される様子を見る．

4.4 データ・リンク層と物理層

図 4 はデータ・リンク層と物理層をまとめたグラフである．
データ・リンク層はこの層で送られるデータ単位であるフレー

ムの形，誤り検出，誤り訂正について学ぶ．フレームは端的に

言えば 0/1の並びであり，電気や電波など物理媒体内において

フレームを切り出す仕組みが求められる．具体的にはフレーム

の始まりと終りを検出できる仕組み (フレーム化)であり，これ
に関していくつかの手法を学ぶ．

誤り検出の手法では特に CRC を取り上げて，高速な回路が
実現できることやバーストなど典型的な通信誤りに対して検出

能力が高いことなどを学ぶ．誤り訂正の手法では誤り訂正のた

めにビット数をどれだけ付加すればどれだけ訂正できるか，理

論的関係について考察する．その後，今日利用されているリー

ド・ソロモン符号などを俯瞰した上で，特にハミング符号を取

り上げ，具体的に机上動作させ仕組みを理解する．

データ・リンク層では具体的なプロトコル (PPP など) は余
り深入りせず基本的なデータ伝送におけるスループット計算を

演習する．特に受信側からの ACK(Acknowledge) 信号を待っ
て次の送信に移る stop-and-wait方式に対して，ACKを待たな
いスライディングウィンドウ方式がスループット上どの程度優

位であるかを数値で確かめる．このプロトコルはポイントツー

ポイント伝送路を想定したものであり，今日一般的となってい

る Ethernetに代表されるバス伝送路については次の章 LANで
扱う．

バス伝送路やポイントツーポイント伝送路に共通して参照さ

れる技術をこのデータ・リンク層の章で扱う．つまり，フレー

ム化手法，誤り検出・訂正の手法である．

物理層では，通信伝送のモデルであるシャノンの式やナイキ

ストの定理を学び，伝送路にどれだけの情報が詰め込めるか

を理論的な見地で眺める．その後，多様な伝送媒体 (特に有線
と無線の別)とそれぞれの得失を学び，デジタル値 0/1を物理

値に変換する手法としてベースバンド伝送と通過帯域伝送を

学ぶ．その後，伝送路に複数のビット列を多重化する手法につ

いて学ぶ．この層では，伝送媒体の多様性に目を向ける．例え

ば，衛星通信は普段余り接することがないが，災害時の通信，

島国のインフラなどで活用の場があることなどである．

4.5 LANとWAN

図 5は LANとWANをまとめたグラフである．LANではイ
ンターネットの利用拡大を支えた Ethernetの技術を鳥瞰する．
今日コンピュータを有線接続する場合にはほぼ確実に Ethernet
が利用されている．その技術がどのような考え方から生まれ成

長したかを学ぶ．特に，その背景でポワソン分布など統計的な

知見が技術の可能性を開いた側面があり，そこも強調したい．

Ethernetが開発された時期と OSI階層が開発された時期が重
なったことから，Ethernetが提供するバス的な接続形態はデー
タ・リンク層に重なるMAC副層という層に位置付けられる．
テレビ放送など継続的で一方的な通信に活用される多重化技

術 (静的チャネル割当て)は，複数の端末から独立に発生する通
信に利用すると無駄が生まれる．これは待ち行列理論からも支
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図 5 LANとWAN

持される．そこで動的チャネル割当てが期待される．その実現

可能性を示したのがハワイで開発された ALOHA システムで
あり，ポワソン分布を使ったスループット計算により可能性を

示した．通信路に衝突が発生すれば通信できないと考えるのが

普通であろうが，その常識を超越したところに ALOHAシステ
ムの非凡性があるのだろう．

衝突を前提とした通信ではあるが，やはり衝突は起きれば困

りものである．衝突を全く起こさないシステムがあれば，一つ

の理想である．そのようなシステム例としてトークンパッシン

グなどを学ぶ．

ALOHA システムは，衝突をできるだけ回避するシステム
である CSMA/CD に進化する．これがクラシック Ethernet の
基本方式となっている．無線の方式である ALOHA システ
ムが有線の方式に転用されている点も見逃せない．このクラ

シック Ethernetは，スイッチングハブの登場によりスイッチ式
Ethernetに更に進化し，ここに至って衝突の無い通信方式に到
達している．衝突を前提としても確率的に回避できるシステム

からスタートして遂には衝突が無いシステムにまで到達した点

は感慨深い．

一方，無線 LAN の場合には有線と異なって衝突検知が難
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しい．このため CSMA/CA 方式が採用されている．この無線
LAN は年々高速化技術が開発されインターネットの利用拡大
に多いに役立っている．次の章のモバイルネットワークにて更

に具体的プロトコルを学ぶ．

4.6 モバイルネットワークとマルチメディア通信

図 6はモバイルネットワークとマルチメディア通信をまとめ
たグラフである．モバイルネットワークでは，大きく携帯電話

システム，WiFi，WiMAXを扱う．携帯電話システムは有線よ
りもインフラ構築が容易なことから開発途上国においても利用

が拡大している．インターネットの利用者が世界で 40 億人を
超えると言われるがその多くが携帯電話システムに依存してい

ると想像される．また，旧来の電話システム (回線交換)とイン
ターネットシステム (パケット交換)が融合したのが今日の携帯
電話システムである．歴史的に確立されてきた電話システムの

世界が新規参入のインターネットと融合した点はユーザ視点か

ら好ましく，意義深い．限られた資源である電波を有効に利用

できるセルネットワークの考え方も学ぶ．

モバイルネットワークでは更に PAN(Private Area Network)
に属する Bluetoothおよび RFIDについても言及する．両者と
も免許不要な電波帯域である ISM 帯域を使っている．従って
ISM 帯域を使っている WiFi や家電と衝突する可能性があり，
Bluetooth では動的に周波数帯域を選択する適応的周波数ホッ
ピングを導入している．RFIDは，陳列された商品群から発信
されるタグ情報群を衝突回避しながら取得する手法に特徴が

ある．

マルチメディアは文献 [4]では二つ以上の連続メディアと定
義している．連続メディアとは再生にあたって一定の速度で通

信する必要があるようなメディアである．具体的にはビデオ

(動画)とオーディオ及び関連するストリーミングであり本講義
もこの定義に従っている．

ビデオやオーディオのデジタルデータをそのままストリーミ

ングするとかなりの帯域を必要とする．このため圧縮技術が必

須であり，圧縮により場合によってはデータ量を一桁以上に減

少させることが可能となる．圧縮技術についてはハフマン符号

以外に知覚符号化も紹介する．

ストリーミングはアプリケーション層でも扱っているので，

重複は避けてデータ欠損の補足方式やバッファによるジッター

の排除方法について学ぶ．

以上のマルチメディアはデータ量が大きく，その配置方法，

通信路の選択などは CDNの課題として既にアプリケーション
層で学んでいる．ここでは，大量データの中から高速にアクセ

スできるデータをユーザニーズに合わせてキャッシュする方法

において利用できる Zipfの法則を紹介する．

4.7 ネットワークセキュリティ

図 7はネットワークセキュリティについてまとめたグラフで
ある．本項は大きく暗号，署名などセキュリティの仕組み，電

子メールなどにおける応用，社会的課題に分かれる．暗号にお

いては換字式や転置式など旧来方式やワンタイム・パッド方式

を紹介した後，今日利用されている対称鍵暗号および公開鍵暗

号について学ぶ．公開鍵暗号方式は代数学 (フェルマーの小定
理) を基礎にした発明であり今日暗号資産など広く社会で利用
されている重要な技術である．

一般的な秘匿通信のみならず，デジタル署名の実装において

も公開鍵は有効に機能する．デジタル署名に使われるメッセー

ジダイジェストの方式についても述べる．そのように便利な公

開鍵は文字通り公開する必要があるが，公開の方法が不適切で

あると偽の公開鍵により被害が発生する可能性がある．そこ

で，公開鍵の管理方法 (PKI)が社会的に決められている．また，
通信の相手が偽ではないことを確実にするためのプロトコルで

ある認証プロトコルについては，簡単なプロトコルでは偽の相

手が入り込む可能性があることを示す．

アプリケーションとしては電子メール，Web，通信路のセ
キュリティを扱う．PGPでは暗号が国によっては軍事兵器とし
て扱われること，SSL/TLSでは暗号に使用される共通鍵 (対称
鍵) を公開鍵とその証明書を使って渡される仕組み，ファイア
ウォールと DMZによりデータ公開によるリスクを軽減してい
ることなどを学ぶ．

最後にネットワークセキュリティが社会に与える影響につい

て学ぶ．個人情報を守る (プライバシー)ことが必要である一方
で犯罪捜査などで暗号が支障となる場合があること，言論の自

由が検閲などで危惧される中で暗号が利用される可能性，著作

権を保護するための法制強化などがテーマとなる．これらの課

題については，対立軸がある場合にはこれをよく理解し，一般

解ではなく個別の問題に対処する力が求められる．

4.8 運用管理と様々なネットワーク

図 8は運用管理と様々なネットワークについてまとめたグラ
フである．本項については文献 [5]が詳しく，参考にしている．
運用管理はネットワークの品質維持を目的とするが，その骨格

には運用管理の規格，それに基づく監査，ネットワーク高品質

化の設計や指標がある．

運用管理手順を規格化したものとして，ITU-Tおよび OSIに
よるものを説明する．両者は対立するものではなく，前者の視

点が管理アプリケーション，後者の視点が機能であり，両者の

マトリクスで網羅性を求めることが最善となる．

データセンタなど運用管理を業務とする部門では，その手順

が規格に準拠していることを確実にするために第三者機関に監

査 (ISMS)を求めることがある．運用管理の狙いは高信頼化で
あり，そのための設計コンセプト (フォルトトレランスなど)，
その指標 RASIS，冗長化構成，バックアップ手法を学ぶ．
最後に，様々なネットワークで，これまでの章で述べな

かったネットワークで今後も社会的インパクトが強いと想定

される領域を紹介する．その領域として選んだのが，Overlay
Network, Cloud Computing, Storage Network,センサネットワー
クである．

5 評価

本稿で以上説明したシラバスグラフは 1年間の授業が終わっ
た後実際にクラスで紹介して説明した．説明後にアンケートを

取り，4 段階 (1: 分からない，2: やや分からない，3: やや分
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図 6 モバイルネットワークとマルチメディア通信
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図 7 ネットワークセキュリティ

かった，4: よく分かった)で学生に評価してもらった．その結
果は，平均 3.32 点，標準偏差 0.76 であった．出席者 37 名中
28名が回答した．同時にコメントを求めたところ，「資料が見
やすくまとまっていて分かりやすかった」「復習によいまとめ

方」という意見があった．以上の評価は，シラバスグラフが情

報ネットワークの理解を助ける可能性を示している．

6 結言

情報ネットワーク講義の理解を助けるためにシラバスグラフ

を作り授業にて利用した．グラフ構造によって知識の全体と部

分の関係が明らかになり，語彙の多い情報ネットワークの理解

を助ける．

技術的キーワードは個々の単語の解釈だけではなく，単語間

の関係から芋づる式に想起されることが，実際に役立つ知識と

なるであろう．ただし，いきなり関係性を見せられても理解に

は繋がらない．あるまとまりで学習が終わるたびに振り返りと

して利用してもらうと価値が高まるであろう．

学生には，大局を掴むことのできる力を身に付けて欲しい．

一つの単語から関連を辿って他の単語に渡り，その関連を総合

して大きな流れを語り，更にその流れを活用することができ
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図 8 運用管理と新しいネットワーク

る．そんな学生が出てくることを望んで止まない．

また，このような形で講義をオープンにすることにより，他

の講師から講義の進め方の多様性を教示いただけるかもしれ

ない．その違いを共有することができれば，講義の質向上に役

立つかもしれない．本稿読者のご意見をいただければ幸いで

ある．
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情報系分野全般の学習手段として有効な 

最小仕様の LISP 系プログラミング言語の策定と実装 

滝沢 陽三

Minimum Specification and Implementation of LISP-dialect Programming Language 
to Study in Whole Computer Science Subjects 

TAKIZAWA Yozo 

Abstract: The author is describing in this paper about useful specification of LISP-dialect programming language to fit various 

Computer Science subjects and themes in open campus not only for junior high school students but also for working adults 

whose technical area is not Computer Science. Implementation and application examples are also shown to demonstrate how 

useful the specification and frameworks by using the LISP-dialect programming language are.

１．はじめに 

 コンピュータサイエンスとしての情報系分野を学ぶ教育課

程の重要性および需要は年々増しているが，他の工学・数学分野の

知識体系とは異なる要素が多いこともあり，規定の単位数では必要

な理論と実践の学習を行うには足りない状況が続いている．特に，

近年は実践的なデータサイエンス技術を主軸のひとつに置くこと

が求められており，データ解析・分析のための基礎理論と応用にも

相当数の修得単位を割り当てなければならない．計算機理論や離散

数学，データ構造とアルゴリズムといった基礎理論は共通ではある

ものの，あらゆる分野に応用が可能であることから，応用分野に応

じた実践的な技術の学習は増加の一途をたどっている．また，この

ような教育面の需要にも遠隔授業の実施対応が強く求められてき

ており，学習者個人のコンピュータ環境にも配慮した手法の開発が

新規に必要となっている． 

 筆者は，上記の必要とされる様々な学習領域・問題解決のいず

れにも適用可能な教育素材・手法を統合的に開発・運用するた

め，この分野では古くより活用されている，LISP系プログラミン

グ言語処理系の理論と実装技術を採用し，具体的な学習対象と関

連付けた最低限の言語仕様策定と参照実装，一部の学習領域への

試験的な運用を行った．本稿では，採用および仕様策定に至った

経緯と，実装・運用の成果とそれらに対する考察，以上を踏まえ

た今後の課題や展望を報告する． 

２．教育・学習手段としてのLISP 

 本章では，LISP系言語を教育・学習手段における問題解決のた

めの手段として採用した経緯について，歴史的な背景を踏まえて

解説する． 

1 この時点ではラムダ計算の理論は取り込まれず，関数引数の値

２．１ LISP誕生の背景と教育・学習手段との関連 

 LISPは，リスト処理（List Processor）を基礎とすることから

採用された名称である[1]．本来は，プログラムコードと処理対象

のデータを同じリスト構造とすることで，言語処理系自身を自己

解釈・実行できる仕組み（超循環評価器）が構成できることを，

ラムダ計算における関数表現1を併せて用いることで理論的に示す

ための，万能チューリングマシンと等価な数学モデルであった．

しかしその後，他の研究者からの指摘に基づき，超循環評価器を

当時のマシン語で実装したことで，1958年，プログラミング言語

としてのLISPの最初のインタプリタが誕生した．以降，主に記号

処理を扱う研究課題のための手段として広く用いられ，また，

様々な現実問題を解決するための実用的な手段としても活用され

てきた．LISPに関わる言語処理系としての理論・技術は，その後

の動的型付きプログラミング言語の開発と発展に大きく影響を及

ぼしている． 

 上記の経緯から，LISP処理系は，リスト表現の入出力とリスト

構造の操作を扱うプログラムが作成できれば，言語処理の中核で

ある，プログラムコードの抽象構文木（AST，Abstract Syntax 

Tree）の解釈・実行部が容易に実装できるという特徴をもつ．リ

スト構造はあらゆるプログラミング言語で実現可能であり，ま

た，LISPに特化したリスト表現である『S式』の入出力処理は，

典型的かつ最も単純な再帰下降パーサ（構文解析器）である．更

に，プログラムコードをプログラム実行中に書き換えることがで

きることから，プログラムによって構文規則を追加できるといっ

たメタプログラミングも容易である（LISP系ではマクロと呼んで

いる）．このため，超循環評価器を構成できる最低限の仕様を用い

た言語処理系の活用は，大学のプログラミング科目などで長らく

取り入れられてきた[2]．また，実用的なプログラミング言語とし

が評価時に決定されるダイナミックスコープが採用されている．
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ても様々な系統のLISP処理系が誕生し，いくつかの団体によっ

て，Common LispやSchemeといった仕様化も行われている． 

しかし，現在は上述の動的型付きプログラミング言語の発展に

伴い，利用が縮小されているのが現状である．また，システム開

発用のプログラミング言語としては，開発・運用効率を主眼とし

た静的型付き言語が主流である．このため，情報系分野を専門と

するか否かに関わらず，LISPは採用されない傾向にある．別の視

点で捉えれば，この傾向は，言語処理系の構成と活用に関する実

践が教育・開発現場で行われなくなりつつあり，学習時間の制約

もあって，多くが机上の理解に留まるようになっていることを意

味する． 

筆者は，この傾向を逆に活用，すなわち，教育・研究目的に特

化した最低限のLISP仕様を明確にし，広く用いられるようになっ

た様々なプログラミング言語を用いることで，字句・構文解析や

インタプリタ・コンパイラのような言語処理系の実装だけでな

く，基本的なデータ構造とアルゴリズムを応用した実践的なソフ

トウェア開発を，ごく基本的なプログラミング環境のみで，手軽

にかつ短時間で体験できるような仕組みの構成を試みている． 

２．２ LISP仕様と基本データ構造・アルゴリズムとの関連 

ここでは，情報系分野において最低限必要とされるLISPのため

の様々なデータ構造およびアルゴリズムの表現や仕組みを整理す

る．なお，PythonやRubyといった，昨今の動的型付き言語で採用

されている基本データ構造との対比を併せて示している． 

２．２．１ リスト構造の概要と他言語との比較 

LISPにおけるリストは，伝統的には，順序対の性質をもつ『コ

ンスセル』構造を基本としている．このコンスセルを組み合わせ

ることで，再帰的な連結リストを構成するのが通例である．図1

は，コンスセル構造（左図）と連結リスト構造（右図）の例であ

り，矢印はデータ参照を，箱の中の斜め線はデータ参照がないこ

とを示している． 

図１ コンスセルによる連結リスト構造 

例示されているa, b, cはシンボルと呼ばれ，最小単位のデー

タ表現である．なお，シンボルは文字列と異なり，引用符で括ら

ない． このようなリストはコンスセルでしか実装できないわけで

はなく，他の動的型付き言語で採用されている，再帰的な配列構

造でも実現可能である．図２はその例であり，こちらの箱の中の

斜め線は配列の終端を意味している． 

・アトム（シンボルや数値等の最小データ単位）はS式である． 

・aとbがS式ならば(a . b)はS式である． 

図２ 再帰的な配列構造によるリスト 

ピリオドと丸括弧による表現はコンスセル構造に対応しており，

ドット対と呼ばれ，たとえば，図１の右図は下記のように表現さ

れる．なお，『()』はデータ参照がない空リストであり，アトムの

ひとつとされていることが多い（処理系や仕様の定義に依存）． 

(a . ((b . ()) c . ())) 

この表現は，連結リストを構成する箇所が大変わかりにくいこと

から，通常は次の通り，空白区切りの省略記法で表現される． 

(a (b) c) 

この表現は図２と同様の再帰的な配列構造であり，コンスセルの

右側から別のコンスセルか空リストが参照されている限り（すな

わち，アトムが参照されない限り），ソースコードにおける記述に

ついても，再帰的な配列構造を想定して良いことを意味する．た

とえば，多くの言語で用いられている，角括弧とカンマ区切りに

よる表現では，次のように表現できる．ただし，シンボルは文字

列とみなして，引用符を付加している． 

["a", ["b"], "c"] 

LISPにおいてドット対表現が用いられるのは，主に検索キーと値

を組み合わせたものをリスト化した連想リストであるが，検索キ

ーと値を交互に並べた属性リストでも代用は可能である． 

２．２．２ リスト処理と基本的なアルゴリズムとの関連付け 

言語処理系自身を自己解釈・実行するために必要な最低限の機

能として，次の5つの関数が示されている[1]．これらは，LISP処

理系では組込関数としてあらかじめ実装されるのが通例である．

なお，あくまで関数であるので，引数のデータ構造は破壊され

ず，ポインタが繋ぎ替えられたり，ポインタ情報が戻り値として

返されたりすることに注意する． 

・cons(x, y)：xとyのコンスセルを作成して返す

・car(x)：リストxの先頭の要素を返す

・cdr(x)：リストxの先頭の要素を覗いたリストを返す

・atom(x)：xがアトム（空リスト含む）か否かの真偽値を返す

・eq(x, y)：xとyがアトムの時，xとyが等しいか否かの真

偽値を返す（xかyがリストの時は偽を返す）

car，cdrは，本来はコンスセルのそれぞれ左側，右側を指す用

語であり，コンスセルによる連結リスト構造に対する処理に対応

している．上記のcar関数，cdr関数の説明は，どちらかという

と，配列構造を意識した処理とみなすことができる．そのように

捉えた場合，配列構造を意識したconsは次のように言い換える

ことが可能である． 

1 1



・cons(x, y)：リストyの先頭にxを挿入したリストのコピー

を返す 

ただし，結果として得られるデータ構造は，コンスセル構造の場

合とで大きく異なる．オリジナルのconsは引数yのポインタを

新しいコンスセルの右側に繋ぐだけなのに対し，上記のconsは

リストyをコピーしたものである．関数処理として表現されてい

る限り違いはないが，破壊的な処理を併用する場合や，効率的な

メモリ管理が必要とされる場合は注意が必要である． 

３．LISP系言語の仕様策定と実装上の基本設計 

 本章では，前章を踏まえて筆者が策定したLISP系言語の仕様に

ついて，具体的な学習対象および実装方法と関連付けて解説す

る．なお，データ構造とアルゴリズムの仕様は，付録の実装例を

含め，擬似コード相当として，基本的な構文およびデータ構造を

中心としたPython 3の記述を利用し，参照実装を兼ねて示す． 

３．１ 基本関数の定義 

 前章２．２で示した5関数は必ず採用するが，学習対象によっ

ては，四則演算や関連する述語関数および整数処理を追加し，幅

広い数値計算の例を試すことが可能となるようにすることで，ラ

ムダ計算や関数型プログラミングの理解を，言語処理系の実装レ

ベルで深めることが可能となる．数値計算の例として，末尾再帰

型のフィボナッチ数列生成，試し割り法による素数判定，たらい

回し関数による関数型処理のベンチマークテストがある． 

定義例としては，付録のPython 3における記述例を参考にされ

たい．なお，実装の際には，シンボルとしての関数名と，実際の

処理を行う関数との対応付けをあらかじめ行っておく．これは，

関数の引数変数と適用された値の対応付けを含む，変数束縛機構

を実現するために必要な考え方である．このようにしておくと，

たとえば次のPython 3による実行例のように，配列の添字参照に

近い関数適用の処理が可能となる． 

builtins['cons']('a', ['b', 'c']) 

⇒ ['a', 'b', 'c']

builtins['car'](['a', 'b', 'c']) 

⇒ 'a'

builtins['cdr'](['a', 'b', 'c']) 

⇒ ['b', 'c']

なお，Pythonではそれ自身の処理系内部でも変数と値の対応付け

を辞書型で管理しており，学習面での関連付けが可能である． 

３．２ 省略S式の採用と字句・構文解析の実装 

 原則として，ドット対表現のない省略記法のみを採用する．理

由は，多くのプログラミング言語で標準的に備えている，再帰的

な配列構造をそのまま用いることができるためである．このこと

は，たとえば，S式入出力部の実装を行わず，角括弧とカンマ区切

り，文字列による配列表現を用いた超循環評価器の実装を先に行

うことができるといったメリットがある．このような配列表現

は，Web APIなどにおけるデータ交換用フォーマットとして広く用

いられているJSON（JavaScript Object Notation）とも同じであ

り，JSONパーサのライブラリを活用することで，対話的なインタ

プリタを配列構造で実装することも可能となる．字句・構文解析

ではなく，評価器本体の仕組みの理解を優先させたい場合に有効

である． 

 省略S式パーサを作成する際には，丸括弧や空白を区切り記号

として認識して字句（トークン）配列を得る字句解析と，得られ

た字句配列から丸括弧の対応によって再帰的な配列構造を抽象構

文木として得る構文解析の，大きくふたつに分かれる．字句解析

は本来，1文字ずつ読み込みながら，トークンとして認識され次第

構文解析に字句を渡す処理を行うが，これには先読み機構が必要

であり，手順は複雑となる．たとえば，余分な空白や改行を認識

してスキップするには，空白ではない文字まで先行して調べる必

要があり，更に，その文字情報は，次のトークンが求められるま

で保持している必要がある．参考事例としては，付録のPython 3

による実装例における関数定義get_tokenを参照されたい． 

抽象構文木を生成する構文解析部はパーサの中核であるが，再

帰的な丸括弧配列構造に沿って再帰的に解析する再帰下降構文解

析として実装する場合は，比較的単純なアルゴリズムとなる．付

録のPython 3による実装例における関数定義sreadおよびその

関連関数がその実装例である．木構造作成で基本関数consを使

用していることが学習上のポイントであり，基本データ構造と構

文木解析との直接的な関連付けが可能である．なお，メモリ領域

に余裕のない組込系機器では再帰回数が厳しく制限されており，

このままでは通常の記述に対する構文解析は行えない．そのた

め，たとえば，末尾再帰の箇所を単純な繰り返し処理として書き

換えるといった，アルゴリズム上の工夫が必要となる． 

S式の出力は，基本的には上記パーサと同じである．省略S式な

らば，配列構造として要素が並んでいる箇所は単純な繰り返し処

理として実装可能であるため，より単純なアルゴリズムとなる．

付録の実装例におけるswrite関数が相当するが，ここでも定義

済の基本関数であるcar，cdr，atomが使用されていることに注

意されたい． 

３．３ 基本構文の選択 

 基本構文として単一の条件式のみに対応するifおよびquote

を採用する．初期LISPでも採用されているcondは，複数条件

の判定に便利であるが，ifが採用される場合はあくまで便利

（syntax sugar）という観点で用意されていることから，構文

拡張の課題のための余地を残すためにも，今回は割愛する．同様

の理由で，リードマクロとして構文解析時に対応が必要なシング

ルクォーテーションによるquoteも必須とはしていない．ifと

quoteの定義例は，付録のPython 3による実装例おける

if_syntax，quote_syntaxにそれぞれ対応している．

 ラムダ式については，ラムダ計算に関する研究成果をそのまま

利用可能な，Lisp-1のレキシカルスコープ（クロージャ）を採
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用する．Lisp-1とは，ラムダ式も数値やquoteされた記号と同

じ同じ値とみなし，関数実行に特別な構文を要しないスタイルで

ある2．レキシカルスコープとは，ラムダ式の変数に適用される値

が，プログラムコードで記載した通りに行われることが想定され

る仕組みで，ラムダ式が実際に評価される時に参照できる値を適

用するダイナミックスコープと異なる．レキシカルスコープを実

現するには，ラムダ式ごとに，その記述が登場した際の変数と値

の対応付けを保持する変数束縛機構のための領域を設ける必要が

ある．この領域を含むラムダ式はクロージャと呼ばれている． 

次は，ラムダ式の記述が登場した際にクロージャを作成する

Python 3のコード例である．ラムダ式が登場した時点の，変数

と値の対応付けであるeを，リスト結合相当の処理によって取り

込んでいる． 

def lambda_syntax(s, e): 

    return s + [e] 

この処理によって，ラムダ式が記述として登場した際には，次の

構造をもったクロージャが生成されることとなる． 

(lambda (x) (car (cdr x)) 保存した変数束縛領域)

ラムダ式または基本関数名がリストの先頭に置かれ，引数の値を

とって実行（関数適用）される際には，次の手順をとる． 

・リスト先頭の記述を評価器本体で評価することで，上記のクロ

ージャか，前節の基本関数処理本体が得られる． 

・適用される引数の値それぞれについて，評価器本体を呼び出し

て評価する． 

・関数が基本関数ならば引数の値を適用し実行した結果を返す．

クロージャならば，ラムダ式の変数と引数の値をセットにした

対応付けを新たに作り，それをクロージャに含まれる変数束縛

領域と融合，その結果を用いて，クロージャ内の処理関数本体

を評価器本体による評価を行う． 

この仕組みにより，たとえば，ラムダ計算で理論的に示されてい

る，関数定義に名前を付けなくとも再帰処理が実装可能な，自己

駆動型のラムダ式である不動点コンビネータが定義・利用可能と

なる．筆者の用意するサンプルコードでは，再帰表現として主に

Uコンビネータを採用している．

３．４ 超循環評価器の構成 

 以下に，前節までの仕様に基づく，インタプリタ実装のための

評価器関数evの手順をPython 3のコードによって示す．付録の

実装例（ダイナミックスコープ採用）とは若干異なることに注意

されたい． 

def ev(s, e): 

    if atom(s): 

if s in builtins: 

 return builtins[s] 

else: 

2 Common LispやEmacs Lispといった，伝統的なスタイルを継承

しているLISP系言語はLisp-2と呼ばれ，同じ名前（変数）に，値

 return e[s] 

    elif car(s) == 'quote': 

return quote_syntax(s) 

    elif car(s) == 'if': 

return if_syntax(s, e) 

    elif car(s) == 'lambda': 

return lambda_syntax(s, e) 

    else: 

return apply_function(s, e) 

上記の定義のうち，LISPコードsがアトム（シンボル）だった時

には，基本関数の他に，現時点で値が対応付けられている変数が

ある場合があり，その検索も行う必要があることに注意する． 

３．５ 策定仕様に基づく実装 

 前節までの仕様に基づく実装が行われれば，今回の言語仕様の

LISPコードが実行可能である．例として，次のコードを追加する

ことによって，簡単な対話モード（REPL，Read-Eval-Print 

Loop）を備えた簡易LISPインタプリタとして機能する． 

while True: 

    tokens, tp = [], 0 

    print('S> ', end='') 

    s = input().rstrip() 

    if s == 'exit': 

break 

    else: 

slex(s) 

swrite(ev(sread(), {})) 

print() 

次は，リスト構造の結合，リスト構造の要素の逆順の処理を行う

LISPコードの実行例である．読みやすさのため，不要な空白や改

行をスキップする機能を利用している． 

S> ((lambda (x) (car (cdr x))) (quote (a b c)))

b 

S> (((lambda (u) (u u))

(lambda (u)

(lambda (a b) 

(if (eq a (quote ())) b 

(cons (car a) 

((u u) (cdr a) b)))))) 

(quote (a b c)) (quote (x y z))) 

(a b c x y z) 

S> (((lambda (u) (u u))

(lambda (u)

(lambda (a b) 

(if (eq a (quote ())) b 

((u u) (cdr a) 

(cons (car a) b)))))) 

(quote (a b c d e)) (quote ())) 

(e d c b a) 

S> exit

とラムダ式をそれぞれひとつずつ割り当てることができる．この

ため，ラムダ式を実行したい場合は，funcallなどの特別な構文

が必要となる． 

1 3



なお，本章の仕様・定義を参照することで，あらゆるプログラミ

ング言語によるインタプリタ実装が可能となる．たとえば，C言

語による実装を考察すると，staticに大域宣言した配列を組み

合わせたconsの記述例が考えられる．この場合，ノード，ペア

構造，文字列の各配列で構成されたコンスセル構造であり，『(a

(b) c)』のデータ構造を図式化すると図３ようになる．点線の箱

がノードを示しており，矢印は添字による配列要素の参照であ

る．文字列配列の添字は負の値でノードに格納されることで，参

照しているのがコンスセルなのか文字列なのかを，基本関数atom

が判別できるようにしている． 

図３ 配列を組み合わせたコンスセル構造の実装例 

記憶領域の観点で無駄が多い実装であり，LISPコードが不動点コ

ンビネータなどの再帰処理によって複雑になれば，配列領域を即

座に使い切ってしまう可能性が高い実装方法である（ガーベジコ

レクションの実装が必要）．しかし，構造体やポインタを活用した

実装ではなく，単純な配列操作のみで実装していることから，

cons以外の他の基本関数の実装はとてもシンプルになる．一方

で，実用的なLISP処理系の実装には向いていない方法となるが，

たとえば，C言語の基本的な言語機能のみを活用している，情報系

とは別の専門分野の者が，体験用として試作するための手法とし

ては相応に有効と考えられる． 

４．具体的な実装例および活用例 

 本章では，前章の言語仕様に基づき，様々な目的で行った実

装・試用結果の一部を紹介する． 

４．１ PureLISP.sh 

POSIX仕様のシェルスクリプトのみで実装した例である．目的

は，Scheme3を用いた演習を含む講義科目の遠隔授業が急遽必須と

なった際に，受講学生が各自のPCに手順書だけでSchemeインタ

プリタをインストールするのが困難となった事態が多数発生した

ため，より導入しやすい，講義冒頭で活用することを想定した簡

3 Lisp-1およびレキシカルスコープを採用した最初のLISP系

言語仕様．本稿の言語仕様策定で最も参考にしているLISP方言

だが，eqではなくeq?，atomではなくpair?など，他の系統の

易LISP処理系を開発することである．一定の目的を達成した他，

制約の大きいPOSIX仕様のシェルスクリプトによる実装は，一部

の開発コミュニティにて大きく注目された．なお，超循環評価器

を構成できる最小限のLISP言語仕様を『Pure LISP（純LISP）』と

呼ぶことがあり，処理系の名称はそこからとられている． 
POSIX仕様のシェルスクリプトによる実装上の問題としては，

次の事柄が挙げられる． 
・配列構造が（bashと異なり）存在しないため，環境変数名に対

してevalによってナンバリングを付加することで，擬似的な配

列処理を実装した．たとえば，cons，car，cdr，atomの実装

は次の通りである． 

cons () { 

  eval CAR$CNUM=$1 

  eval CDR$CNUM=$2 

  CONSR=${CNUM}.conscell 

  CNUM=$((CNUM+1)) 

} 

car () { eval CARR="¥$CAR${1%%.*}"; } 

cdr () { eval CDRR="¥$CDR${1%%.*}"; } 

atom () { 

  case "$1" in (*.conscell) ATOMR=nil ;; (*) 

  ATOMR=t ;; esac 

} 

・サブシェル起動による関数呼出は非実用的な処理速度となった

ことから，関数処理の戻り値についても大域変数経由とした．

しかし，局所変数を用いることができないことから，評価器を

始めとした再帰関数が機能しなくなった．このため，擬似的な

配列処理を用いたスタックを実装し，再帰呼び出し相当の前後

にローカル変数相当の値をスタックにPUSH/POPすることで再帰

処理を維持することができた．スタックの実装例は次の通り． 

stackpush () { 

  eval STACK$STACKNUM=$1 

  STACKNUM=$((STACKNUM+1)) 

} 

stackpop () 

{ 

  STACKNUM=$((STACKNUM-1)) 

  eval STACKPOPR="¥$STACK$STACKNUM" 

} 

言語仕様としては，前章の基本関数・構文に加え，次の追加・修

正を行っている． 

・Scheme処理系の代替を想定したため，ifではなくcondを条

件分岐構文として採用

・大域環境および簡易REPLを設定し，変数に値を定義するdef

構文を導入 

・疑似的な数値演算を利用できるよう，リストの要素数を整数値

として出力するlengthを導入

LISP系言語と比較して，予約語や構文の面で，よりわかりやすく

することを併せて特徴としている．また，標準組込関数の規模も

相対的に小さく，学術目的や組込用としての活用が目立つ．
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・メタプログラミング実装のためmacro構文を導入

最後のmacro構文は実装の面では容易であり，macro構文で定

義したS式処理を評価した結果を続けて評価する仕組みを導入す

ることで実現可能である．これにより，letなどの，LISP系言

語ではお馴染みの構文を定義することが可能となった． 

 この実装を用いて様々な試用を行ったが，当初の『Scheme処

理系の代替』という目的を達成した後は，上記の関数・マクロ定

義機能は，実用的なLISP処理系との差別化を困難とした．特

に，関数型プログラミングや超循環評価器の性質を学ぶための手

段として，大域環境とはいえ破壊的な処理が可能な本処理系は，

実装方針と利用目的の変化との間に矛盾が起きるようになった．

一方で，言語処理系実装には利用できないと思われてきたPOSIX

仕様のシェルスクリプトでも十分な実装が可能であることが示さ

れたことから，あらゆるプログラミング言語でLISP処理系の実

装が可能であることの見通しができたことは大きい． 

なお，PureLISP.shと同じ仕様の処理系は，C言語と

JavaScriptでも実装されている．特に後者は，HTMLフォーム

入力経由のWebブラウザでもオフラインで利用できることから，

本来の目的を更に達成できたことに加え，公開講座の遠隔実施に

も活用できており，プログラミング言語学習や言語処理系に関す

る理解をより深めるための学習効果があったことを付記する． 

４．２ fpLISP

前節のPureLISP.shの反省点を踏まえて作成されている簡易LISP
処理系シリーズである．『fp』は関数型プログラミング（functional 
programming）から取られた名称であり，大域環境がない代わりに

数値演算関数を充実させ，ラムダ計算を始めとした関数型プログ

ラミングパラダイムの活用を中心に据えている．PureLISP.sh以上

に，あらゆるコンピュータ環境で手軽に利用できることを想定し

ているため，本稿執筆時点で6つのプログラミング言語（POSIX
シェル，C言語，JavaScript，Scheme，Common Lisp，fpLISP自

身による超循環評価器）で実装している．なお，リスト処理関数

を除いたサブセット仕様では，更に6つのプログラミング言語

（Python，Ruby，Prolog，Julia言語，Lua，Go言語）による追加実

装が行われている． 
 前述の通り，fpLISPは関数型プログラミングの理解を深める

ことを最大の目的としていることから，数値演算を中心とした利

用例が多い．まず，大域環境のないレキシカルスコープのラムダ

式を採用しているため，再帰処理は不動点コンビネータが標準か

つ唯一の実現方法であり，その理解が必須となる．次に，整数の

みとはいえ，四則演算や一部の述語が利用できることから，

Map，Foldといった定番の高階関数だけでなく，Unfoldや遅延

ストリームといったジェネレータ型の定義や利用が併せて可能で

ある．ここでは，逆畳み込み関数Unfoldを用いた，十進数から

二進数に変換するLISPコードおよび出力結果の例である．

((lambda (dec2binlist unfold) 

   ((lambda x x) 

    (dec2binlist 8 unfold) 

    (dec2binlist 15 unfold) 

    (dec2binlist 16 unfold))) 

 (lambda (n unfold) 

   ((lambda x x) n 

(unfold (lambda (x) 

(if (eq x 0) nil 

   (cons (% x 2) (/ x 2)))) n))) 

 (lambda a 

   ((lambda (f seed i) 

(((lambda (u) (u u)) (lambda (u) 

(lambda (e r) 

 (if (eq e nil) r 

    ((u u) (f (cdr e)) 

(cons (car e) r)))))) 

(f seed) (if (eq i nil) nil (car i)))) 

    (car a) (car (cdr a)) (cdr (cdr a))))) 

【出力結果】 

((8 (1 0 0 0)) (15 (1 1 1 1)) (16 (1 0 0 0 0))) 

実装済の処理系自体が，関数型プログラミングの基礎を学ぶ手段

として有効であることに加え，仕様自体がとても小さく，あらゆ

るプログラミング言語で容易に実装可能であること，既に上記の

ようなサンプルコードが存在することなどから，木構造データの

構築・応用，字句・構文解析の実装，言語処理系の設計・分担開

発，最新のプログラミング言語の修得など，データ構造とアルゴ

リズムやソフトウェア開発手法のための演習課題が複数設定可能

である． 

４．３ btLISP（blSECD，bl-comp.scm）

LISP系言語に特化した仮想マシンと，本稿で定義した言語仕様

と互換のSchemeサブセットによって書かれたセルフコンパイル可

能なコンパイラで構成された，ブートストラップ問題（ブートス

トラッピング）を実践的な形で理解するためのLISP処理系であ

る．併せて，仮想マシンを様々な環境（小型マイクロコンピュー

タボードを含む）で稼働するよう移植・実装することでLISPコー

ドが実行可能となり，仮想マシン方式の言語処理系実装の学習・

理解を深めるためにも活用できる．なお，『bt』はブートストラッ

プ（bootstrap）よりとられている． 
４．３．１ コンパイラ実装におけるブートストラップ問題 
 あるプログラミング言語のコンパイラが，そのプログラミング

言語自身の仕様で記述されている時，そのソースコードの最初の

コンパイルをどのようにすれば良いか，という問題である．自身

の言語仕様でコンパイラを作成すること自体は珍しいことではな

く，C言語や Javaといった，現在主流のプログラミング言語のコ

ンパイラは，概ね自身の言語仕様で記述されている．また， 
Pythonなどのスクリプト言語処理系の多くは，専用の仮想マシン

を内蔵した中間言語方式をとっており，その中間コードを生成す

るコンパイラが自身の言語仕様で記述されていることがある．こ

のような体系としている理由は，主に次の３点である． 
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・原始的な命令体系のみのマシン語や仮想マシン中間コードで直

接コンパイラを記述するのは，理論的には可能だが，実質的に

は不可能に近い． 
・他のプログラミング言語で開発した場合，開発に用いたそのプ

ログラミング言語の処理系が存在しなければ開発・保守を続け

ることができず，望ましくない依存性が発生する． 
・自身の言語仕様で言語処理系が記述・実行できることが，言語

仕様として正当かつ有用なものであることを示すわかりやすい

手段である． 
図４は，自身の言語仕様で書かれたコンパイラをコンパイルす

る，セルフコンパイルの関係を示したものである．コンパイラの

ソースコードと実行コードが同じバージョンの言語仕様の場合，

既にあるコンパイラ実行コードによってコンパイラのソースコー

ドをコンパイルして生成されたコンパイラ実行コードは，コンパ

イルに用いたコンパイラ実行コードと同じでなければならない． 

図４ セルフコンパイルの関係 

以上の体系を前提とした時，新しい言語仕様や既存言語の新しい

バージョンを策定し，その言語仕様でコンパイラのソースコード

を作成・改良した時，もしくは，あるプログラミング言語のコン

パイラがソースコードだけ入手できるという時，そのコンパイラ

のソースコードをどのようにすれば手元のコンピュータ環境でコ

ンパイル・実行できるようになるか，というのがブートストラッ

プ問題の詳細である．なお，手元のコンピュータ環境には，新し

く開発された新しい命令体系をもつコンピュータハードウェアや

仮想マシンを含む． 

この問題は，『鶏が先か，卵が先か』という哲学的・形而上学的

な問題に相当し，情報系分野やプログラミングを専門としない者

にも強い関心を引かれる．しかし，技術的な解決手段は単純であ

り，コンパイラのソースコードを手元のコンピュータ環境でコン

パイルできるコンパイラを『なんらかの方法で用意して一度だけ

実行』することである．この『なんらかの方法で用意』する方法

としては次のようなものがある． 

A1. 新しい言語仕様のコンパイラを，手元のコンピュータ環境で

動く既存の異なる言語仕様で新しく作成する．最もオーソド

ックスな方法であるが [3]，既存の言語仕様にはマシン語や仮

想マシンの中間コードが含まれ，前述の実質的に不可能な場

合があることに加え，一度だけ実行が必要な状況においては

コストパフォーマンスが非常に悪い． 

A2. 新しい言語仕様のコンパイラのソースコードを，新しい言語

仕様のサブセットでセルフコンパイル不可のフルセット仕様

コンパイラとして書き直し，そのサブセット仕様のソースコ

ードのみをコンパイルできる小さなコンパイラを，既存の異

なる言語仕様で作成する．小さなコンパイラによってフルセ

ット仕様のコンパイラ実行コードが得られるため，そのコン

パイラ実行コードを用いて，本来のフルセット仕様の新しい

言語仕様のコンパイラのソースコードをコンパイルすること

で，最初の正式なコンパイラ実行コードが得られる．  

A3. 新しい言語仕様のコンパイラのソースコードを逐次解釈する

インタプリタを用意し，そのインタプリタで新しい言語仕様

のコンパイラのソースコードを実行，新しい言語仕様のコン

パイラのソースコード自身を入力とすることで，最初のコン

パイラ実行コードが得られる．インタプリタが主流のプログ

ラミング言語の場合，コンパイラの方がプログラムとして記

述することが容易であることがあり，このような方法が可能

となる． 

４．３．２ セルフコンパイラbl-comp.scmの構成と活用 

 bl-comp.scmは，本稿で示した最小言語仕様で次節の仮想マ

シンの中間コードを生成するコンパイラのソースコードを，既存

のLISP系言語仕様であるSchemeで書き直したものである． 

本稿の言語仕様とSchemeは，Lisp-1のレキシカルスコープを

もつ同じLISP系言語ということもあり，構文の面では全く同じで

あるが，２．２の基本5関数のうち次の2つが，字句表現または

機能について異なる． 

・eq ⇒ eq?

字句表現の違いのみ 

・atom ⇒ pair?

atomはアトム（シンボル）か否かの判定なのに対し，pair?は

ペア構造（リスト）か否かを判定 

後者はプログラム構成を大幅に変更する必要があるが，前者につ

いては，ソースコードの解釈箇所で字句表現を修正するだけで済

む．なお，上記2点の修正の他に，セルフコンパイルを可能とす

るため，S式入出力関数であるreadとwriteの使用が想定され

ている． 

最終的に得られたソースコードは，読みやすさのためのコメン

トや空行を除くと，約2000文字40行程度である．LISP系言語に

おけるコンパイラはメタプログラミング応用の一種であり，ソー

スコード自身がLISPの基本データ構造であるリスト構造で表現さ

れていることから，他の系統のプログラミング言語と比較して，

セルフコンパイラの作成が容易であるといえる． 

 btLISPの配布セットは，セルフコンパイラであるbl-

comp.scmと，生成される中間コードを逐次解釈する，次節の仮

想マシンのみで構成している．すなわち，なんらかの方法で，

bl-comp.scm自身をコンパイルする必要がある．このことを前

提に，次のような様々な活用が考えられる． 

・なんらかの方法でScheme処理系を用意・セルフコンパイルさ

せ，前節A3の構成関係と手順を理解する演習課題．Scheme処
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理系はどのようなものでも良いため，たとえば，Webで利用可

能なPlaygroundでコンパイルさせることが可能である．

・本稿の言語仕様のSchemeサブセット版を逐次解釈・実行する

インタプリタを作成させ，最初のセルフコンパイルを試みる演

習課題．前章で解説したインタプリタ実装応用のひとつである

が，前節のfpLISP実装の応用課題のひとつとして扱うことも

可能である． 

・仮想マシンの中間コードによる，セルフコンパイラbl-

comp.scmの書き換え演習．実際の書き換えは大変厳しいた

め，次節の仮想マシンの仕組みをより理解するための補助的な

試みに留まることが想定される． 

４．３．３ 仮想マシンblSECDの仕様と活用 

 bt-comp.scmの生成コードを逐次解釈する仮想マシンは，主

にレキシカルスコープ方式のLISP系プログラミング言語で必要

な，クロージャ処理を扱う制御命令やや基本リスト処理機能を備

えた，スタックマシンの一種である．1980年代前半に開発された

LISPコンパイラのLispKit Lisp[4]のターゲットマシンとしての開

発が著名だが，発案は1960年代前半までさかのぼり，ラムダ計算

に基づく処理を扱う抽象機械として提案されている．制御命令で

扱うスタックやレジスタはリスト構造が想定されており，作業領

域のS，変数環境のE，命令コード列のC，一時保管のEで構成さ

れていることから，SECDマシンと通称される．本稿の仮想マシン

の名称もそこからとられている． 

 本稿で実装したSECDマシン（blSECDと呼称）は，大域環境の

ない仮想マシンとして大幅に簡略化されされており，クロージャ

管理も引数をひとつのみとることが想定されている．LISPコード

上のラムダ式は複数の引数に対応していることから，コンパイラ

であるbl-comp.scmにて，複数引数表現をカリー化する処理を

行っている．カリー化とは，クロージャを戻り値とすることで，

複数の引数をとる関数を，ひとつの引数をとる関数のみで構成す

ることであるが，blSECDでは，基本リスト処理機能をもつ関数

もカリー化されている．これらの制約を前提に，制御命令は次の8

つで構成されている． 

・ldv：クロージャの引数値をEからSにPUSHする．

・ldf：クロージャの記述をCからSにPUSHする．

・ldc：定数をCからSにPUSHする．

・app：Sから基本関数やクロージャを取り出し実行する．

・rtn：クロージャ実行から復帰する．

・btf：Cから条件分岐コードを取り出し分岐処理を行う．

・jtf：分岐処理から復帰する．

・stp：仮想マシンを停止する．

実装はPythonとC言語で行っており，どちらを利用してもLISP

コンパイラが生成した中間コードを同等に実行する．LISPコード

と生成中間コードの例は次の通りである． 

(write (cdr (read (current-input-port)))) 

↓ 

(ldc () ldc read app ldc cdr app ldc write app stp) 

仮想マシンblSECDの活用については，前節のコンパイラとの

併用によるブートストラッピング演習課題に加え，様々なプログ

ラミング言語を用いた様々なコンピュータ環境への移植によっ

て，仮想マシンの概念と仕組みに関する理解をより深めることが

可能である．一例として，教育向けマイコンボードBBC 

micro:bit[5]にblSECDを移植した結果を紹介する．BBC 

micro:bitは，イギリス放送協会BBCが主導する教育財団が開発し

た低価格（本体のみ2,500弱）なマイコンボードで，手のひらサ

イズの低消費電力（乾電池2本で動作可能）を特徴とする．開発

用プログラミング言語としては，Scratchに似たビジュアルプログ

ラミング言語の他，PythonとJavaScriptが利用可能である．この

うち，OS機能を含むMicroPython[6]の仕様に従ってPython版

blSECDを移植したところ，bl-comp.scm自身をコンパイルし

た中間コードによってLISPコンパイラとして稼働し，別のファイ

ルに記載されたサンプルのLISPコードを更にコンパイルして実行

することができるようになった．図５は，リストの要素を逆順に

するLISPコードを実行している様子であり，逆順にするリスト構

造は，更に別のファイルに記載されたS式として自動的に読み込

んでいる． 

図５ micro:bit上でのLISPコードのコンパイル・実行の様子 

MicroPythonへのPython版blSECDの移植にあたって最も注意す

べきことは，メモリ領域が極めて少ないため，再帰回数の上限が

25回のみであることである（PC版Pythonの再帰回数の上限は

デフォルトで1000回）．データ構造もプログラム処理も再帰的で

あるLISP系言語では致命的な制約であるが，仮想マシン自体は

スタック処理を中心としていることから，S式入出力部の末尾再

帰処理を単純な反復処理に書き換えたりすることで稼働に至っ

た．また，現時点ではS式入出力をファイル読み込みとLED表示

で行っており，USB経由のコンソール入出力に対応させることが

課題として残っている． 

４．３ letLISP

言語処理系そのものをLISP入門用として用いると共に，LISP
処理系実装の入門用としても活用することを想定して，筆者が策

定した仕様および実装例である．named-letと呼ばれる再帰処

理記述を中心に据えた，Scheme仕様の純LISP指向サブセットと

して捉えることが可能だが（したがって，ソースコードはScheme
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仕様の言語処理系でも実行可能），簡易実装の都合から，３．３で

言及したダイナミックスコープを採用している．具体的には，レ

キシカルスコープのlambda構文を変更し，記述として登場した

時点ではなく，関数適用の時点の環境変数を用いて評価する方法

とした．レキシカルスコープのlambda構文と区別するため，実

装例では内部の構文名称をfnとしている．実装例は付録を参照さ

れたい．ここでは，本処理系の特徴を示すため，『let』構文の定

義のみを再掲する． 
def let_syntax(s, e): 

    vs, rs, v = [], [], s[2] 

    while v: 

vs += [car(v)[0]] 

rs += [car(v)[1]] 

v = cdr(v) 

    r = [['fn', [s[1]], [s[1]] + rs], 

['fn', vs, s[3]]] 

    return ev(r, e) 

let構文は次の通り，ダイナミックスコープのラムダ式相当で

ある『fn』構文へのコードの書き換えであり，事実上のメタプロ

グラミング（マクロ展開）を行っている．レキシカルスコープの

ラムダ式がこの書き換えで動作しないのは，本体で自身（名称）

を参照しようとしても未定義となるためである． 

(let 名称 ((変数1 値1) (変数2 値2) ...) 本体)

⇒((fn (名称) (名称 値1 値2 ...))

(fn (変数1 変数2 ...) 本体))

次は，named-letを用いてフィボナッチ数列を求めている例で

ある． 

S> (let fibonacci ((n 21) (a 0) (b 1))

(if (< n 0) '()

(cons a (fibonacci (- n 1) 

b 

(+ a b))))) 

(0 1 1 2 3 5 8 13 21 34 55 89 144 233 377 610 987 

1597 2584 4181 6765 10946) 

実装例では，簡易スクリプト言語処理系を意識してREPLは組み

込んでいないが（ソースコードファイルの読込・実行を主に想

定），ここでは，LISP入門用を意識した，第３章の記述例と同様

のREPL実装を用いている．また，Scheme仕様に沿った整数演算

も組込関数として想定されている．更に，quoteの簡易表現とし

てのシングルクォーテーションにも対応している．仕様の概要は

次の通りである． 

・基本構文：named-let，if，quote（’で代用可能）

・組込関数：cons，car，cdr，eq?，pair?，+，-，*，

quotient，remainder，=，read，write

実装例における整数演算については，シンボル（文字列）として

の整数表現を認識し，演算のたびに整数変換し，演算後に再び文

字列に変換してノードに格納する，という手法をとっている．非

常に効率の悪い方法だが，実装はとても簡単となり，シンボルと

リスト構造の二種類のみを区別できれば実装可能である．次は，C

言語を用いた簡易のコンスセル実装例である．約13KBの符号な

し16ビット整数配列を静的宣言し，この配列のみで，コンスセル

およびシンボルとしての文字列を格納している． 

typedef u_int16_t node_t; 

#define CB 127 

#define NMAX 65048 

node_t node[NMAX], nnum = 1; 

node_t cons(node_t a, node_t d) { 

  node_t r = nnum; 

  node[nnum++] = a; node[nnum++] = d; 

  return r + CB; 

} 

#define NIL 0 

node_t ssym(const char *s) { 

  node_t r = nnum; 

  for (int i = 0; s[i] != '¥0'; i++) 

    node[nnum++] = (node_t)s[i]; 

  node[nnum++] = NIL; 

  return r + CB; 

} 

LISP入門用としての使用など，ごく基本的なLISPコードのみの実

行であれば，上記の実装で十分であるが，ガーベジコレクション

を想定していないため，たらい回し関数など，膨大な演算やリス

トを扱う場合は，ノードの格納領域を相応に増やす必要がある．

教育現場における活用手段としては，基本的な簡易実装演習の

他，LISPコードに対する使用ノードの見積りを行う課題や，ガー

ベジコレクションの参照実装などに用いる研究テーマが考えられ

る． 

５．今後の課題・展望 

 本稿では，情報系分野全般の学習手段として有効な最小仕様の

LISP系プログラミング言語の策定と実装について報告すると共

に，いくつかの適用事例について紹介した．課題として，実際の

講義・演習科目で更に取り入れていくと共に，受講学生の難易度

に沿った補足素材の作成が残されている．また，小中学生対象の

公開講座でも有用であることが判明していることから，組込機器

への応用を中心とした，社会人対象の体験講座や技術協力にも取

り入れていくことを検討している． 
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【付録】 

Python 3の基本表現を用いた『letLISP』実装例 

◯動作確認環境 

・オペレーティングシステム：Windows 10 Professional

・Pythonのバージョン：3.10.0 

・使用コンソール：コマンドプロンプト 

◯実行例 

◯実装記述例 

#### 
#### letLISP-REPL.py: 
#### A Pure LISP Interpreter 
#### with dynamic-scope named-let 
#### in pseudocode-style Python 3 
#### 
#### (C) 2022 TAKIZAWA Yozo 
#### This code is licensed under CC0, 
#### Creative Commons 0 as Public Domain 
#### 

from sys import argv, stdin, exit 

# 基本的なリスト処理 
def cons(x, y): 
    return [x] + y 
def car(x): 
    return x[0] 
def cdr(x): 
    return x[1:] 
def null(x): 
    return x == [] 
def pair(x): 
    r = isinstance(x, list) 
    return r and not null(x) 
def atom(x): 
    r = isinstance(x, str) 
    return r or null(x) 
def eq(x, y): 
    if atom(x) and atom(y): 

   return x == y 
    else: 

   return False 
def intp(x): 
    try: 

r = int(x) 
   return True 

    except ValueError: 
return False 

# 先読みを用いたトークン読込 
LH = False 
def put_c1(x): 
    global LH 
    LH = x 
def get_c1(f): 
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    if not LH: 
try: 
   return f.read(1) 

except EOFError: 
pass 

    else: 
lh = LH 
put_c1(False) 
return lh 

def tstring(t): 
return ''.join(t) 

def skip_spaces(f): 
    c = get_c1(f); 
    while c in ' \t\n\r': 

c = get_c1(f) 
    put_c1(c) 
def get_token(f): 
    c = get_c1(f) 
    t = [] 
    while True: 

if c in ' \t\n\r': 
if not t: 

skip_spaces(f); 
c = get_c1(f) 

else: 
   return tstring(t) 

elif c == '(' or c == "'": 
skip_spaces(f) 

   return c 
elif c == ')': 

if not t: 
return c 

else: 
put_c1(c) 
return tstring(t) 

else: 
t += [c] 
c = get_c1(f) 

# 省略S式のための再帰下降構文解析 
def srlist(f): 
    t = get_token(f) 
    if   t == ')': 

   return [] 
    elif t == '(': 

h = srlist(f) 
   return cons(h, srlist(f)) 

    elif t == "'": 

h = cons('quote', [sread(f)]) 
return cons(h, srlist(f)) 

    else: 
   return cons(t, srlist(f)) 

def sread(f): 
    t = get_token(f) 
    if t == '(': 

   return srlist(f) 
    if t == "'": 

return cons('quote', [sread(f)]) 
    else: 

return t 

# 省略S式の表示 
def output(x): 
    print(x, end='', flush=True) 
def swlist(x): 
    swrite(car(x)) 
    if not null(cdr(x)): 

output(' ') 
   swlist(cdr(x)) 

def swrite(s): 
    if pair(s): 

output('(') 
swlist(s) 
output(')') 

    elif null(s): 
output('()') 

    else: 
output(s) 

# 基本的なリスト処理以外の組込関数 
def add(x, y): 
    return str(int(x) + int(y)) 
def sub(x, y): 
    return str(int(x) - int(y)) 
def mul(x, y): 
    return str(int(x) * int(y)) 
def quo(x, y): 
    return str(int(x) // int(y)) 
def rem(x, y): 
    return str(int(x) % int(y)) 
def eqn(x, y): 
    return int(x) == int(y) 
def lt(x, y): 
    return int(x) < int(y) 
def sread_std(): 
    return sread(stdin) 
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# 大域変数束縛環境における組込関数の定義 
G = {'cons' : cons, 

'car' : car, 
'cdr' : cdr, 
'pair?' : pair, 
'eq?' : eq, 
'+' : add, 
'-' : sub, 
'*' : mul, 
'quotient' : quo, 
'remainder': rem, 
'<' : lt, 
'='   : eqn, 
'read' : sread_std, 
'write' : swrite} 

# 基本構文 
def quote_syntax(s, e): 
    return s[1] 
def if_syntax(s, e): 
    if ev(s[1], e): 

return ev(s[2], e) 
    else: 

   return ev(s[3], e) 
def let_syntax(s, e): 
    vs, rs, v = [], [], s[2] 
    while v: 

vs += [car(v)[0]] 
rs += [car(v)[1]] 
v = cdr(v) 

    r = [['fn', [s[1]], [s[1]] + rs], 
   ['fn', vs, s[3]]] 

    return ev(r, e) 

# 関数適用 
def apply_function(s, e): 
    f = ev(car(s), e) 
    a = [] 
    s = cdr(s) 
    while s: 

a += [ev(car(s), e)] 
   s = cdr(s) 

    if callable(f): 
return f(*a) 

    else: 
va = dict(zip(f[1], a)) 
e1 = {**e, **va} 
return ev(f[2], e1) 

# 評価器 
def ev(s, e): 
    if atom(s): 

if intp(s): 
   return s 

elif s in G: 
return G[s] 

else: 
   return e[s] 

    elif car(s) == 'quote': 
   return quote_syntax(s, e) 

    elif car(s) == 'if': 
   return if_syntax(s, e) 

    elif car(s) == 'fn': 
   return s 

    elif car(s) == 'let': 
   return let_syntax(s, e) 

    elif car(s) == 'exit': 
exit() 

    else: 
return apply_function(s, e) 

# 簡易REPLおよびソースコードファイル読込 
if len(argv) < 2: 
    while True: 

output('S> ') 
s = sread(stdin) 
swrite(ev(s, {})) 
print() 

else: 
    with open(argv[1]) as f: 

s = sread(f) 
ev(s, {}) 
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駱
賓
王
の
獄
中
詩
賦
に
つ
い
て

加
藤

文
彬

は
じ
め
に

『
文
選
』
に
は
計
七
編
の
上
書
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
鄒
衍
「
獄
中
上
書
自
明
」
、

江
淹
「
詣
建
平
王
上
書
」
は
、
獄
中
に
あ
っ
て
上
書
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
漢
書
』
鄒
衍
傳
は
「
陽
客
游
以
讒
見
禽
、
恐
死
而
負
絫
。
乃
從
獄
中
上
書
曰
（

陽

客
游

【
鄒
衍
】

し
て
讒
を
以
て
禽
に
せ
ら
れ
、
死
し
て

絫

を
負
う
こ
と
を
恐
る
。
乃
ち
獄
中
從
り
書
を

上

わ
ざ
わ
い

た
て
ま
つ

り
て
曰
く
）
」
の
後
に
「
獄
中
上
書
自
明
」
を
引
き
、
『
梁
書
』
江
淹
傳
は
「
宋
建
平
王
景
素
、

好
士
。
淹
隨
景
素
在
南
兗
州
。
廣
陵
令
郭
彥
文
得
罪
、
辭
連
淹
、
繫
州
獄
。
淹
獄
中
上
書
曰
（
宋

の
建
平
王
景
素
、
士
を
好
む
。
淹
は
景
素
に
隨
い
て
南
兗
州
に
在
り
。
廣
陵
の
令
郭
彥
文
の
罪

を
得
る
や
、
辭
淹
に
連
な
り
、
州
獄
に
繫
が
る
。
淹
は
獄
中
よ
り
書
を
上
り
て
曰
く
）
」
と
し
て

「
詣
建
平
王
上
書
」
を
引
く
。
い
ず
れ
の
上
書
も
、
内
容
は
自
ら
の
冤
罪
を
訴
え
る
こ
と
に
主

眼
が
置
か
れ
て
お
り
、
『
漢
書
』
は
上
書
を
引
い
た
後
に
、
「
書
奏
孝
王
、
孝
王
立
出
之
、
卒
爲

上
客
（
書
孝
王
に
奏
さ
れ
、
孝
王
立
ち
ど
こ
ろ
に
之
を
出
だ
し
、
卒
に
上
客
と
爲
す
）
」
と
し
、

『
梁
書
』
も
「
景
素
覽
書
、
即
日
出
之
（
景
素
書
を
覽
て
、
即
日
之
を
出
だ
す
）
」
と
す
る
様
に
、

両
者
は
こ
の
書
に
よ
っ
て
放
免
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

獄
中
で
自
ら
の
潔
白
を
訴
え
る
詩
・
賦
・
文
は
、
後
代
で
も
屡
々
見
え
る
。
例
え
ば
李
白
「
送

張
秀
才
謁
高
中
丞
」
は
、
そ
の
序
で
「
余
時
繫
尋
陽
獄
中
（
余
時
に
尋
陽
の
獄
中
に
繫
が
る
）
」

と
す
る
様
に
、
至
徳
二
（
七
五
七
）
年
に
永
王
璘
の
軍
が
丹
陽
で
敗
れ
、
逃
亡
す
る
際
に
投
獄

さ
れ
た
時
の
も
の
で
あ
る
。
他
に
も
李
白
は
、
「
在
潯
陽
非
所
寄
內
」
詩
や
、
宰
相
の
崔
渙
に
自

ら
の
無
実
を
訴
え
る
「
獄
中
上
崔
相
渙
」
詩
、「
繫
尋
陽
上
崔
相
渙
」
三
首
、「
上
崔
相
百
憂
章
」

等
も
残
し
て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
獄
中
で
潔
白
を
訴
え
る
詩
は
、
劉
長
卿
「
罪
所
留
繫
寄

張
十
四
」
詩
、「
罪
所
上
御
史
惟
則
」
等
、
多
数
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

右
に
挙
げ
た
「
上
」
「
送
」
「
寄
」
等
は
、
い
ず
れ
も
獄
に
つ
な
が
れ
た
自
己
の
潔
白
を
、
他、

者
に
訴
え
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
浅
見
洋
二
氏
が
「
中
国
の
罪

、
、

人
の
文
学
史
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
「
無
罪
」
で
あ
り
な
が
ら
「
讒
」
に
よ
っ
て
罪
に
問

わ
れ
た
者
の
潔
白
さ
を
訴
え
た
作
品
が
重
要
な
系
譜
を
形
作
っ
て
い
る*1

」
と
言
及
す
る
通
り
、

獄
中
作
品
の
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
と
言
え
る
。

た
だ
そ
の
一
方
で
、
獄
中
に
あ
っ
て
自
ら
の
潔
白
を
訴
え
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
な

い
―
―
潔
白
を
訴
え
か
け
る
他
者
が
、
そ
の
表
現
に
於
い
て
前
提
と
さ
れ
て
い
な
い
―
―
、
あ

く
ま
で
も
獄
中
の
自
己
が
如
何
な
る
存
在
で
あ
る
の
か
を
、
自
身
の
内
側
に
突
き
詰
め
て
い
く

な
か
で
浮
き
彫
り
に
せ
ん
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
表
現
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
が
本
稿

で
中
心
的
に
取
り
上
げ
る
駱
賓
王
「
螢
火
賦
」
で
あ
り
、
他
者
に
向
け
た
表
現
と
の
違
い
は
何

処
に
あ
る
か
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
節
以
降
、「
螢
火
賦
」
周
辺
の
獄
中
作
品
群
を
取
り
上
げ
、
個
々
の
構
造
を
見
て
い
き
た
い
。

Ⅰ

初
唐
期
、
多
く
の
文
人
が
武
則
天
へ
の
諫
言
を
行
っ
た
こ
と
で
投
獄
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で

中
心
的
に
取
り
上
げ
る
初
唐
四
傑
の
駱
賓
王
は
儀
鳳
三
（
六
七
八
）
年
に
、
同
じ
く
四
傑
の
盧

照
鄰
も
理
由
、
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
投
獄
の
憂
き
目
に
遭
っ
て
い
る
。
ま
た
、
陳
子
昂

も
武
則
天
へ
の
諫
言
が
原
因
と
な
り
延
載
元
（
六
九
四
）
年
に
投
獄
さ
れ
て
い
る
。
陳
子
昂
の

獄
中
作
品
は
残
っ
て
は
い
な
い
が
、
駱
賓
王
・
盧
照
鄰
の
獄
中
詩
賦
は
残
存
し
て
い
る
。

先
ず
盧
照
鄰
「
獄
中
學
騷
體
」
詩
を
挙
げ
る
。
先
述
の
通
り
、
盧
照
鄰
が
投
獄
さ
れ
た
経
緯

は
史
書
等
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
獄
中
で
「
騒
體
」
が
選
び
取
ら
れ
た
理
由
を

考
え
て
み
た
い
。
彼
は
病
に
臥
し
た
晩
年
に
も
、
「
五
悲
」
「
釋
疾
文
」
等
、
楚
辞
の
文
体
を
選

択
す
る
の
で
あ
る
が*2

、
こ
こ
に
ど
の
様
な
共
通
項
が
見
い
だ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

彼
の
文
学
観
に
つ
い
て
は
、
「
南
陽
公
集
序
」
に
明
ら
か
で
あ
り*3

、
古
川
末
喜
氏
が
「
盧
照
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鄰
の
文
学
史
観
は
漢
、
魏
晋
を
評
価
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
部
分
的
な
が
ら
、
南
朝
と
く
に
齋
、

梁
の
文
人
た
ち
を
も
評
価
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
点
、
漢
魏
晋
よ
り
南
朝
ま
で

を
全
面
的
に
否
定
し
た
楊
炯
、
王
勃
の
文
学
史
観
と
く
ら
べ
て
極
め
て
対
照
的
で
あ
る*4

」
と
言

及
す
る
通
り
、
盧
照
鄰
は
他
の
四
傑
と
比
べ
、
当
時
の
宮
廷
文
壇
に
も
概
ね
好
意
的
で
あ
っ
た
。

そ
れ
故
、
そ
の
実
作
に
於
い
て
も
齋
梁
詩
を
彷
彿
と
さ
せ
る
唯
美
的
な
も
の
も
少
な
く
な
い
。

同
様
の
傾
向
は
他
の
四
傑
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
高
木
重
俊
氏
の
言
及
す
る
通
り
、

任
官
に
対
す
る
打
算
的
な
一
面
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う*5

。
し
か
し
、
獄
に
つ
な

が
れ
た
時
、
病
で
死
を
覚
悟
し
た
時
、
ど
ち
ら
も
そ
の
意
欲
的
な
志
向
が
消
失
し
た
際
に
、
騒

體
が
積
極
的
に
選
び
取
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
は
、「
其
貧
亦
可
想
見
。
蓋
文
士
之
極
坎
坷
者
。
故
平
生
所
作
、

大
抵
歡
寡
愁
殷
、
有
騷
人
之
遺
響
、
亦
遭
遇
使
之
然
也
（
其
の
貧
亦
た
想
見
す
べ
し
。
蓋
し
文

士
の
坎
坷
を
極
む
る
者
な
り
。
故
に
平
生
の
作
す
所
、
大
抵
歡
寡
く
愁
殷
く
、
騷
人
の
遺
響
有

お
お

る
は
、
亦
た
遭
遇
之
を
し
て
然
ら
し
む
る
な
り
）
」
と
し
、
何
易
展
『
初
唐
四
傑
詩
賦
研
究
』
は

こ
れ
を
引
い
た
上
で
、
「
所
謂
“
騒
人
之
风
”
或
“
騷
人
之
遺
響
”
、
其
表
現
之
一
正
是
楚
騒
的

“
悲
怨
”
抒
发
。
这
种
帯
憤
郁
的
悲
怨
、
在
盧
照
鄰
賦
中
随
処
可
見
（
「
騒
人
之
風
」
「
騒
人
之

遺
響
」
、
そ
の
表
現
の
第
一
の
特
色
は
、
楚
辞
的
な
「
悲
怨
」
の
発
現
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
憤

り
を
伴
っ
た
悲
怨
は
、
盧
照
鄰
の
賦
の
随
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
）
」
と
述
べ
る
。
こ
の
様
な

悲
哀
が
「
五
悲
」
「
釋
疾
文
」
の
み
な
ら
ず
、
「
獄
中
學
騷
體
」
詩
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
り
、
獄
に
繋
が
れ
た
自
ら
と
屈
原
と
の
比
擬
、
そ
し
て
宮
廷
文
壇
に
迎
合
し
た
表
現
で
は
語

る
こ
と
の
で
き
な
い
「
悲
怨
」
を
描
き
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
こ
で
騒
體
を
方
法
と
し

て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う

〈
盧
照
鄰
「
獄
中
學
騷
體
」〉

夫
何
秋
夜
之
無
情
兮

夫
れ
何
ぞ
秋
夜
の
無
情
た
る

皎
晶
悠
悠
而
太
長

皎
晶

悠
悠
と
し
て
太
だ
長
し

圓
戶
杳
其
幽
邃
兮

圓
戶

杳
と
し
て
其
れ
幽
邃
た
り

愁
人
披
此
嚴
霜

愁
人

此
の
嚴
霜
を
披
る

見
河
漢
之
西
落

河
漢
の
西
に
落
つ
る
を
見

聞
鴻
雁
之
南
翔

鴻
雁
の
南
に
翔
る
を
聞
く

山
有
桂
兮
桂
有
芳

山
に
桂
有
り
桂
に
芳
有
り

心
思
君
兮
君
不
將

心
君
を
思
え
ど
も
君
將
け
ず

た
す

憂
與
憂
兮
相
積

憂
は
憂
と
相
い
積
も
り

歡
與
歡
兮
兩
忘

歡
は
歡
と
兩
つ
な
が
ら
に
忘
る

当
該
詩
で
は
先
ず
、
秋
月
の
悠
々
た
る
様
が
語
ら
れ
、
そ
れ
と
対
比
さ
れ
て
「
圓
戶
（
牢
獄
）
」

に
在
る
語
り
手
の
姿
が
詠
出
さ
れ
て
い
る
。
雄
大
な
景
色
の
中
で
自
在
に
そ
の
本
性
を
発
揮
す

る
「
皎
晶
（
月
）
」
、
「
河
漢
（
天
の
川
）
」
、
「
鴻
雁
」
と
、
獄
中
の
不
自
由
な
「
愁
人
」
た
る
自

己
と
が
対
比
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
づ
く
「
山
有
桂
兮
桂
有
芳
、
心
思
君
兮
君
不
將
」
は
、「
越
人
歌
」
の
「
山
有
木
兮
木
有
枝
、

心
悦
君
兮
君
不
知
（
山
に
木
有
り
木
に
枝
有
り
、
心
君
を
悦
べ
ど
も
君
は
知
ら
ず
）
」
を
踏
ま
え

て
い
る
と
考
え
て
よ
い*6

。
盧
照
鄰
「
獄
中
學
騷
體
」
で
は
、
前
句
を
「
山
有
桂
兮
桂
有
芳
」
と

、

、

、

し
て
、
『
楚
辞
』「
招
隱
士
」
を
踏
ま
え
た
表
現
に
変
え*7

、
獄
中
の
自
己
の
高
潔
さ
を
述
べ
る
。

後
句
も
「
心
思
君
兮
君
不
將
」
と
し
て
、
そ
の
様
な
高
潔
な
自
己
を
救
援
し
て
く
れ
る
「
君
」

、

、

の
来
訪
が
望
む
べ
く
も
な
い
こ
と
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
換
韻
さ
れ
た
後

に
も
再
度
語
ら
れ
て
い
る
。

〈
盧
照
鄰
「
獄
中
學
騷
體
」
〉

風
嫋
嫋
兮
木
紛
紛

風
は
嫋
嫋
と
し
て
木
は
紛
紛
た
り

凋
綠
葉
兮
吹
白
雲

綠
葉
を
凋
ま
せ
て
白
雲
を
吹
く

寸
步
千
里
兮
不
相
聞

寸
步
千
里
相
い
聞
こ
え
ず

思
公
子
兮
日
將
曛

公
子
を
思
う
に
日
將
に
曛
れ
な
ん
と
す

く

林
已
暮
兮
鳥
群
飛

林
已
に
暮
れ
鳥
群
れ
て
飛
ぶ
も

重
門
掩
兮
人
徑
稀

重
門
は
掩
さ
れ
て
人
徑
稀
な
り

萬
族
皆
有
所
托
兮

萬
族

皆
托
す
所
有
れ
ど
も

蹇
獨
淹
留
而
不
歸

蹇
獨
り
淹
留
し
て
歸
ら
ず

あ
あ

こ
こ
で
も
「
寸
步
千
里
兮
不
相
聞
、
思
公
子
兮
日
將
曛
」
と
し
て
、
「
心
思
君
兮
君
不
將
」
と

同
様
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
自
ら
は
潔
白
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
訴
え
る
他
者
が
い
な
、
、

い
と
い
う
こ
と
、
繰
り
返
さ
れ
る
こ
の
嘆
き
こ
そ
が
当
該
詩
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い

、る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
点
、
他
者
に
向
け
ら
れ
た
「
送
」
「
寄
」
詩
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。
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自
己
の
潔
白
を
訴
え
か
け
る
他
者
存
在
が
い
な
い
こ
と
が
確
認
せ
ら
れ
た
時
、
本
稿
で
問
題

と
す
る
、
自
ら
へ
と
向
か
う
詩
的
空
間
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
末
四
句
で
語
ら
れ
て
い
る
の

は
、
獄
中
で
た
た
ず
む
孤
独
な
自
己
の
姿
で
あ
る
。

「
林
已
暮
兮
鳥
群
飛
」
は
、
陶
淵
明
「
飲
酒
」
詩
其
五
「
山
氣
日
夕
佳
、
飛
鳥
相
與
還
（
山

氣
日
夕
に
佳
く
、
飛
鳥
相
い
與
に
還
る
）
」
、
其
七
「
日
入
羣
動
息
、
歸
鳥
趨
林
鳴
（
日
入
り
て

羣
動
息
み
、
歸
鳥
林
に
趨
き
て
鳴
く
）」
等
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

盧
照
鄰
詩
で
は
、
こ
の
様
な
淵
明
的
空
間
が
、
獄
外
の
景
色
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に

注
目
し
た
い
。
獄
に
つ
な
が
れ
た
自
己
は
「
重
門
掩
兮
人
徑
稀
」
と
し
て
外
界
と
完
全
に
断
絶

さ
れ
た
空
間
に
在
る
。

つ
づ
く
「
萬
族
皆
有
所
托
兮
」
も
、
陶
淵
明
詩
を
典
拠
と
す
る
。

〈
陶
淵
明
「
詠
貧
士
」
其
一
〉

萬
族
各
有
託

萬
族

各
お
の
託
す
る
有
る
も

孤
雲
獨
無
依

孤
雲

獨
り
依
る
無
し

獄
の
外
に
は
陶
淵
明
的
時
空
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
託
す
も
の
を
有
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら

ず
、
こ
こ
で
も
獄
中
に
い
る
自
己
は
そ
の
様
な
時
空
か
ら
完
全
に
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。
獄
外

（
淵
明
的
時
空
）
と
対
比
の
中
で
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
、
救
援
し
て
く
れ
る
他
者
が
い
な
い
自

己
が
、「
獨
」
り
「
淹
留
」
す
る
絶
対
的
な
孤
独
を
抱
く
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
本
稿
の
目
的
は
、
獄
中
で
制
作
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
「
贈
」
「
寄
」
等

の
他
者
を
意
識
し
た
も
の
と
、
自
ら
に
向
か
っ
て
の
み
語
ら
れ
た
も
の
と
で
、
ど
の
様
な
表
現

上
の
違
い
が
生
ず
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
寄
」
等
は
明
ら
か
に
他
者
を
意
識
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
表
現
に
於
い
て
は
自
ら
の
潔
白
・
高
潔
さ
を
訴
え
か
け
る
こ
と
が
目
的

の
第
一
と
な
っ
て
い
る
の
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
盧
照
鄰
「
獄
中
學
騷
體
」
詩

は
、
そ
の
様
な
他
者
を
持
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
「
君
不
將
」
「
不
相
聞
」
「
獨
」
と
執
拗
に
繰
り

返
さ
れ
る
、
自
己
の
潔
白
を
信
じ
る
者
が
ど
こ
に
も
い
な
い
と
い
う
全
方
位
的
な
孤
独
こ
そ
が
、

、
、
、
、

、
、
、
、
、

当
該
詩
の
主
軸
で
あ
る
。

当
該
詩
は
、
獄
中
の
自
己
を
見
つ
め
る
と
こ
ろ
で
閉
じ
て
い
る
が
、
こ
の
獄
中
の
自
己
を
鋭

く
見
つ
め
る
視
座
―
―
こ
れ
は
潔
白
を
訴
え
る
他
者
存
在
が
な
い
こ
と
の
確
認
の
先
に
獲
得
せ

ら
る
る
が
―
―
こ
そ
が
、
次
節
で
挙
げ
る
駱
賓
王
の
獄
中
作
品
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
の
で

あ
る
。

Ⅱ

さ
て
、
前
節
で
述
べ
た
様
に
盧
照
鄰
「
獄
中
學
騷
體
」
は
、
自
己
の
潔
白
を
訴
え
る
こ
と
よ

り
も
、
全
方
位
的
な
孤
独
を
抱
く
自
己
を
見
つ
め
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
た
が
、
こ
の
様

な
獄
中
作
品
は
多
く
は
な
い
。
こ
れ
は
獄
中
に
あ
っ
て
は
「
上
」
「
送
」
「
寄
」
等
が
多
く
制
作

さ
れ
る
こ
と
に
起
因
す
る
。

本
節
で
取
り
上
げ
る
駱
賓
王
も
投
獄
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
両
『
唐
書
』
は

言
及
し
て
い
な
い*8

。
郗
雲
卿
「
駱
賓
王
文
集
序
」
は
、
「
仕
至
侍
御
史
。
後
以
天
后
即
位
、
頻

貢
章
疏
諷
諫
、
因
斯
得
罪
、
貶
授
臨
海
丞
（
仕
え
て
侍
御
史
に
至
る
。
後
に
天
后
の
即
位
す
る

を
以
て
、
頻
り
に
章
疏
を

貢

り
て
諷
諫
し
、
斯
に
因
り
て
罪
を
得
、
貶
せ
ら
れ
て
臨
海
丞
を

た
て
ま
つ

授
か
る
）
」
と
す
る
。
ま
た
、
陳
熙
晋
「
續
補
唐
書
駱
侍
御
傳
」
は
よ
り
詳
細
に
「
儀
鳳
三
年
、

以
薦
遷
侍
御
史
。
時
高
宗
不
君
、
政
由
武
氏
。
賓
王
數
上
章
疏
諷
諫
、
爲
当
時
所
忌
。
誣
以
贓
、

下
獄
久
縶
。
尚
未
昭
雪
、
作
螢
火
賦
以
自
廣
（
儀
鳳
三
年
、
薦
を
以
て
侍
御
史
に
遷
る
。
時
に

高
宗
は
君
な
ら
ず
し
て
、
政
は
武
氏
に
由
る
。
賓
王
數
し
ば
章
疏
を
上
り
て
諷
諫
し
、
当
時
の

忌
む
所
と
爲
る
。
贓
を
以
て
誣
い
ら
れ
、
下
獄
し
て
久
し
く
縶
え
ら
る
。
尚
お
未
だ
昭
雪
せ
ざ

し

と
ら

り
て
、
螢
火
賦
を
作
り
て
以
て
自
ら
廣
く
す
）
」
と
述
べ
て
お
り
、
彼
の
投
獄
が
儀
鳳
三
（
六
七

八
）
年
で
あ
り
、
皇
后
の
身
で
あ
り
な
が
ら
も
政
を
執
り
行
っ
て
い
た
武
則
天
に
対
す
る
諷
諫

が
投
獄
の
原
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
制
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
の
が
、
「
幽
縶
書
情
通
簡
知
己
」
詩
で
あ
る
。
こ
こ
で
駱

賓
王
は
、
知
己
に
対
し
て
自
己
の
潔
白
を
述
べ
て
い
る
。

〈
駱
賓
王
「
幽
縶
書
情
通
簡
知
己*9

」
〉

絶
縑
非
易
辨

縑
を
絶
つ
は
辨
じ
易
き
に
非
ず

疑
璧
果
難
裁

璧
を
疑
う
は
果
し
て
裁
し
難
し

揆
拙
慚
周
道

拙
を
揆
り
て
周
道
に
慚
じ

端
憂
滯
夏
臺

端
憂
し
て
夏
臺
に
滯
る
。

こ

…
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自
憫
秦
冤
痛

自
ら
憫
む

秦
冤
の
痛
み
を

誰
憐
楚
奏
哀

誰
か
憐
れ
ま
ん

楚
奏
の
哀
し
き
を

漢
陽
窮
鳥
客

漢
陽
の
窮
鳥
の
客
な
れ
ど
も

梁
甫
卧
龍
才

梁
甫
の
卧
龍
の
才
あ
り

有
氣
還
衝
斗

氣
有
り
て
還
た
斗
を
衝
く
も

無
時
㑹
鑿
坏

時
と
し
て
㑹
ず
坏
を
鑿
つ
こ
と
無
し

莫
言
韓
長
孺

言
う
莫
か
れ

韓
長
孺
の

長
作
不
然
灰

長
し
え
に
然
え
ざ
る
の
灰
と
作
す
と

も

「
絶
縑
」
「
疑
璧
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、
漢
の
薛
宣
と
張
儀
の
故
事
を
踏
ま
え*10

、
嫌
疑
を
晴
ら
す

術
の
な
い
こ
と
を
述
べ
、
つ
づ
く
「
周
道
」
は
文
王
が
、
「
夏
臺
」
は
湯
王
が
そ
れ
ぞ
れ
投
獄
さ

れ
た
こ
と
を
言
う
。
い
ず
れ
も
獄
中
に
あ
る
自
ら
が
潔
白
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
投
獄
さ
れ
て

い
る
憤
り
を
ぶ
つ
け
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

「
秦
冤
」
は
、
秦
の
獄
が
あ
っ
た
場
所
か
ら
肝
臓
に
似
た
蟲
が
出
た
故
事
を
、
「
楚
奏
」
は
、

晋
に
囚
わ
れ
た
鍾
儀
が
故
郷
の
楚
の
楽
を
奏
し
た
故
事
を
踏
ま
え
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
「
誰、

憐
」
と
あ
る
通
り
、
自
己
を
理
解
し
て
く
れ
る
他
者
が
い
な
い
こ
と
が
詠
わ
れ
て
は
い
る
。
し

か
し
、
そ
れ
が
中
心
的
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

つ
づ
い
て
、
今
現
在
の
自
ら
は
獄
に
繋
が
れ
な
が
ら
文
章
を
つ
づ
っ
て
い
た
「
窮
鳥
客
」
と

同
じ
で
あ
る
が
、
諸
葛
亮
と
同
様
の
「
臥
龍
才
」
が
あ
る
と
い
う
自
負
も
語
ら
れ
た
後
、
牢
獄

の
地
下
に
埋
ま
っ
て
い
た
名
剣
の
故
事
を
用
い*11

、
経
世
の
才
が
あ
り
な
が
ら
も
獄
中
に
埋
も

れ
て
い
る
自
己
を
述
べ
つ
つ
、
牢
獄
か
ら
出
ら
れ
る
（
「
鑿
坏
」
）
時
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。

潔
白
に
も
拘
わ
ら
ず
投
獄
さ
れ
た
こ
と
へ
の
憤
り
、
そ
し
て
そ
の
様
な
状
況
に
あ
っ
て
も
（
そ

の
様
な
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
の
）
失
わ
れ
な
い
自
負
、
こ
れ
を
知
己
に
向
け
て
語
る
こ
と
、

そ
れ
が
本
詩
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
「
誰
憐
」
は
盧
照
鄰
「
獄
中
學
騷
體
」
の
如
く
、
自
ら
に

痛
々
し
く
迫
っ
て
い
く
表
現
で
は
な
い
。
投
獄
さ
れ
て
も
失
わ
な
い
自
負
を
引
き
ず
り
出
す
為

の
要
素
と
し
て
し
か
機
能
し
て
い
な
い
。

終
聯
は
、
韓
長
孺
が
投
獄
さ
れ
た
際
に
「
死
灰
獨
不
復
然
乎
（
死
灰
獨
り
復
た
然
え
ざ
ら
ん

や
）
」
と
自
若
た
る
態
度
を
取
っ
た
こ
と
を
典
拠
と
し*12

、
投
獄
さ
れ
た
自
ら
を
韓
長
孺
に
託
し
、

未
だ
自
負
と
気
概
と
を
失
っ
て
い
な
い
こ
と
―
―
こ
れ
は
獄
中
の
自
己
を
救
援
す
る
者
が
い
な

い
こ
と
を
反
発
の
材
料
と
し
な
が
ら
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
―
―
を
表
明
し
て
い
る
。
自

ら
が
韓
長
孺
と
重
ね
合
わ
さ
れ
、
そ
こ
で
獲
得
さ
れ
た
自
負
が
知
己
へ
と
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
様
に
「
幽
縶
書
情
通
簡
知
己
」
は
、
自
己
の
潔
白
と
、
投
獄
さ
れ
て
も
失
わ
れ
て
い

な
い
自
負
と
気
概
と
を
、
知
己
に
向
け
て
示
す
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

、
、
、
、
、
、

内
容
的
に
は
獄
中
作
品
の
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
こ
れ
と
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
の
が
「
在
獄
詠
蟬
」
で
あ
る
。
そ
の
序
で
「
貽
諸
知

己
（
諸
を
知
己
に
貽
る
）
」
と
す
る
様
に
、
こ
れ
も
知
己
に
向
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た

だ
し
先
に
見
た
「
幽
縶
書
情
通
簡
知
己
」
と
は
異
な
り
、
自
己
の
気
概
を
知
己
に
示
す
こ
と
に

主
眼
は
置
か
れ
て
い
な
い
。

〈
駱
賓
王
「
在
獄
詠
蟬
」
序
〉

余
禁
所
禁
垣
西
、
是
法
廳
事
也
。
有
古
槐
數
株
焉
。
雖
生
意
可
知
、
同
殷
仲
文
之
古
樹
、
而

聽
訟
斯
在
、
即
周
召
伯
之
甘
棠
。
每
至
夕
照
低
陰
、
秋
蟬
疏
引
。
發
聲
幽
息
、
有
切
嘗
聞
。
豈

人
心
異
於
曩
時
、
將
蟲
響
悲
於
前
聽
。
嗟
乎
、
聲
以
動
容
、
德
以
象
賢
。
故
潔
其
身
也
、
稟
君

子
達
人
之
高
行
、
蛻
其
皮
也
、
有
仙
都
羽
化
之
靈
姿
。
候
時
而
來
、
順
陰
陽
之
數
、
應
節
爲
變
、

審
藏
用
之
機
。
有
目
斯
開
、
不
以
道
昏
而
昧
其
視
。
有
翼
自
薄
、
不
以
俗
厚
而
易
其
真
。
吟
喬

樹
之
微
風
、
韻
資
天
縱
、
飲
高
秋
之
墜
露
、
清
畏
人
知
。･

･
･

（
余
が
禁
所
は
禁
垣
の
西
に
し
て
、
是
れ
法
廳
事
な
り
。
古
槐
數
株
有
り
。
生
意
知
る
べ
き

こ
と
、
殷
仲
文
の
古
樹
に
同
じ
と
雖
も
、
而
も
訟
を
聽
く
こ
と
斯
に
在
る
は
、
即
ち
周
の
召
伯

の
甘
棠
な
り
。
夕
照
陰
に
低
る
る
に
至
る
每
に
、
秋
蟬
疏
引
す
。
發
聲
幽
息
に
し
て
、
嘗
て
聞

た

き
き
し
よ
り
も
切
な
る
有
り
。
豈
に
人
心
の
曩
時
に
異
な
る
か
、
將
た
蟲
響
の
前
聽
よ
り
も
悲

し
き
か
。
嗟
乎
、
聲
は
以
て
容
を
動
か
し
、
德
は
以
て
賢
に
象
る
。
故
に
其
の
身
を
潔
く
し
て

に

は
、
君
子
達
人
の
高
行
を
稟
け
、
其
の
皮
を
蛻
す
る
や
、
仙
都
羽
化
の
靈
姿
有
り
。
時
を
候
ち

う

て
來
る
は
、
陰
陽
の
數
に
順
い
、
節
に
應
じ
て
變
を
爲
す
は
、
藏
用
の
機
を
審
か
に
す
。
目
有

り
て
斯
に
開
き
、
道
の
昏
き
を
以
て
其
の
視
を
昧
く
せ
ず
。
翼
有
り
て
自
ら
薄
く
、
俗
の
厚
き

を
以
て
其
の
真
を
易
え
ず
。
喬
樹
の
微
風
に
吟
じ
て
、
韻
は
天
縱
を
資
と
し
、
高
秋
の
墜
露
を

飲
み
て
、
清
は
人
の
知
る
を
畏
る
。･

･
･

）

「
在
獄
詠
蟬
」
序
で
は
先
ず
、
獄
中
か
ら
聞
こ
え
た
「
秋
蟬
」
の
声
か
ら
、
そ
れ
が
持
つ
高

潔
さ
が
語
ら
れ
て
い
る
。
蟬
を
高
潔
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
は
、
曹
植
「
蟬
賦
」
に
既
に
見

え
る
。
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〈
曹
植
「
蟬
賦
」
〉

惟
夫
蟬
之
清
素
兮
、
潜
厥
類
乎
太
陰
。
在
盛
陽
之
仲
夏
兮
、
始
遊
豫
乎
芳
林
。
實
澹
泊
而
寡

慾
兮
、
獨
怡
樂
而
長
吟
。
聲
皦
皦
而
彌
厲
兮
、
似
貞
士
之
介
心
。

（
惟
れ
夫
れ
蟬
の
清
素
な
る
、
厥
の
類
を
太
陰
に
潜
ま
す
。
盛
陽
の
仲
夏
に
在
り
て
、
始
め

て
芳
林
に
遊
豫
す
。
實
に
澹
泊
に
し
て
慾
寡
な
く
、
獨
り
怡
樂
し
て
長
吟
す
。
聲
は
皦
皦
と
し

て
彌
い
よ
厲
し
く
、
貞
士
の
介
心
に
似
た
り
）

こ
こ
で
は
「
貞
士
之
介
心
」
と
し
て
蝉
の
高
潔
さ
が
示
さ
れ
、
か
つ
そ
の
蝉
は
「
黃
雀
」
「
蟷

螂
」
「
草
蟲
」
、
「
狡
童
」
に
よ
っ
て
常
に
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る*13

。
そ
の
場
面
で
は
、
「
懼
草

蟲
之
襲
予
（
草
蟲
の
予
を
襲
う
を
懼
る
）
」
、
「
恐
余
身
之
驚
駭
兮
（
余
が
身
の
驚
駭
せ
ら
る
る
を

恐
れ
）
」
、
「
運
微
黏
而
我
纒
（
微
黏
を
運
せ
て
我
を
纒
う
）
」
と
し
て
、
蝉
の
姿
が
「
予
」
「
余
」

「
我
」
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
着
眼
し
た
い
。

川
合
康
三
氏
が
「
（
曹
植
「
蟬
賦
」
）
以
後
の
蟬
の
賦
、
な
い
し
蟬
を
唱
っ
た
詩
に
お
い
て
も
、

蟬
に
己
れ
の
姿
を
寓
し
た
場
合
に
は
、
た
だ
に
高
潔
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
高
潔
で
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
虐
げ
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
敗
者
の
悲
哀
、
嗟
嘆
が
必
ず
伴
う
。
士
大
夫
た
ち

は
蟬
の
清
ら
か
で
あ
り
つ
つ
弱
々
し
い
そ
の
姿
に
、
己
れ
を
投
影
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
慰
撫
を
得
た
の
で
あ
ろ
う*14

」
と
指
摘
す
る
通
り
、
曹
植
賦
に
於
い
て
高
潔
な
蝉
と
自
ら
は

一
体
化
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

駱
賓
王
「
在
獄
詠
蟬
」
も
、
曹
植
賦
と
同
様
に
高
潔
な
蝉
と
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
く
営

み
は
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
「
我
」
「
吾
」
と
し
て
即
座
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
は
な

く
、
少
し
の
屈
折
が
あ
る
。

〈
駱
賓
王
「
在
獄
詠
蟬
」
序
〉

僕
失
路
艱
虞
、
遭
時
徽
纆
。
不
哀
傷
而
自
怨
、
未
搖
落
而
先
衰
。
聞
蟪
蛄
之
流
聲
、
悟
平
反

之
已
奏
。
見
螳
螂
之
抱
影
、
怯
危
機
之
未
安
。
感
而
綴
詩
、
貽
諸
知
己
。
庶
情
沿
物
應
、
哀
弱

羽
之
飄
零
、
道
寄
人
知
、
憫
餘
聲
之
寂
寞
。
非
謂
文
墨
、
取
代
幽
憂
云
爾
。

（
僕
路
を
失
い
て
艱
虞
し
、
時
に
徽
纆
に
遭
う
。
哀
傷
せ
ず
し
て
自
ら
怨
み
、
未
だ
搖
落
せ

ず
し
て
先
づ
衰
う
。
蟪
蛄
の
聲
を
流
す
を
聞
き
て
は
、
平
反
の
已
に
奏
せ
ら
れ
し
を
悟
る
。
螳

螂
の
影
を
抱
く
を
見
て
は
、
危
機
の
未
だ
安
ら
か
な
ら
ざ
る
に
怯
ゆ
。
感
じ
て
詩
を
綴
り
、
諸

を
知
己
に
貽
る
。
庶
わ
く
は
情
物
に
沿
い
て
應
じ
、
弱
羽
の
飄
零
を
哀
し
み
、
道
人
に
寄
せ
て

知
り
、
餘
聲
の
寂
寞
を
憫
れ
ま
ん
こ
と
を
。
文
墨
と
謂
う
に
非
ず
、
幽
憂
に
代
わ
る
に
取
れ
と
爾し

か

云
う
）

蝉
の
も
つ
高
潔
さ
が
多
角
的
に
語
ら
れ
た
後
の
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
蝉
と
対
照
的
な
「
失

路
」
し
た
獄
中
の
自
ら
の
姿
が
「
僕
」
と
し
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

「
聞
蟪
蛄
之
流
聲
、
悟
平
反
之
已
奏
」
は
、
蝉
の
声
を
「
聞
」
く
と
す
る
以
上
、
語
り
手
は

蝉
を
客
観
的
に
捉
え
る
存
在
と
し
て
出
現
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
主
体
「
僕
」
と
客
体
「
蟬
」

と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
曹
植
賦
で
も
描
か
れ
て
い
た
「
蟷
螂
」
に
よ
っ
て

脅
か
さ
れ
る
蝉
を
「
見
」
た
そ
の
瞬
間
、
蝉
と
「
徽
纆
」
の
我
が
身
と
は
渾
然
一
体
と
な
る
。

蝉
の
高
潔
さ
を
語
る
そ
の
過
程
で
自
ら
と
蝉
と
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
蟷

螂
の
影
と
い
う
危
機
―
―
マ
イ
ナ
ス
の
契
機
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
一
気
に
蝉
と
獄
中
の
自

己
が
一
体
化
し
、
そ
の
高
潔
さ
が
自
ら
の
も
の
と
し
て
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
語
ら
れ

る
「
弱
羽
之
飄
零
」
「
餘
聲
之
寂
寞
」
は
、
直
接
的
に
は
蝉
の
飄
零
・
寂
寞
で
あ
る
が
、
蝉
に
重

ね
合
わ
さ
れ
た
獄
中
の
自
己
の
も
の
で
も
あ
り
、
蝉
（
＝
自
己
）
に
対
す
る
哀
憫
を
願
う
こ
と

で
序
は
締
め
く
く
ら
れ
る
。

〈
駱
賓
王
「
在
獄
詠
蟬
」
詩
〉

西
陸
蟬
聲
唱

西
陸

蟬
聲
唱
え

南
冠
客
思
深

南
冠

客
思
深
し

不
堪
玄
鬢
影

堪
え
ず

玄
鬢
の
影
の

來
對
白
頭
吟

來
り
て
白
頭
に
對
し
て
吟
ず
る
に

露
重
飛
難
進

露
重
く
し
て

飛
べ
ど
も
進
み
難
く

風
多
響
易
沈

風
多
く
し
て

響
沈
み
易
し

無
人
信
高
潔

人
の
高
潔
を
信
ず
る
も
の
無
し

誰
爲
表
予
心

誰
が
爲
に
予
が
心
を
表
さ
ん

詩
に
於
い
て
も
、
主
体
と
客
体
（
蝉
）
と
の
関
係
が
複
雑
に
行
き
来
す
る
。
前
掲
川
合
論
文

は
こ
れ
を
表
裏
の
問
題
と
し
て
捉
え
た
上
で
、
詳
細
な
論
証
を
行
っ
て
い
る
。

本
稿
で
着
目
し
た
い
の
は
終
聯
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
在
獄
詠
蟬
」
詩
は
、
「
貽
諸
知
己
」
こ
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と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
本
詩
も
知
己
と
い
う
他
者
に
向
け
て
、

自
ら
の
高
潔
さ
・
潔
白
を
示
す
こ
と
が
目
的
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
、
と
考
え
て
よ
い
。
そ
し

、
、

て
そ
れ
は
マ
イ
ナ
ス
の
契
機
に
よ
る
蟬
と
の
主
客
一
体
の
末
に
獲
得
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
詩
の
終
聯
は
「
無
人
信
高
潔
、
誰
爲
表
予
心
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
語
ら

、
、

、
、

れ
て
い
る
の
は
、
自
己
を
理
解
す
る
も
の
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
鬱
屈
し
た
「
予
心
」

、
、
、

を
表
す
対
象
を
持
た
な
い
こ
と
へ
の
嘆
き
で
あ
る*15

。

、
、
、
、

蝉
と
一
体
化
す
る
こ
と
で
、
高
潔
な
自
己
は
獲
得
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
信
じ
て
く
れ

る
他
者
、
救
援
し
て
く
れ
る
他
者
は
何
処
に
も
い
な
い
。
こ
の
孤
独
が
語
ら
れ
た
所
で
本
詩
は

閉
じ
る
。

自
己
を
理
解
す
る
他
者
が
い
な
い
こ
と
は
、
「
憲
臺
出
縶
寒
夜
有
懷
」
詩
に
於
い
て
も
語
ら
れ

て
い
る
。

〈
駱
賓
王
「
憲
臺
出
縶
寒
夜
有
懷
」
詩
〉

獨
坐
懷
明
發

獨
り
坐
し

明
發
を
懷
く

長
謡
苦
未
安

長
謡
し
て

未
だ
安
ん
ぜ
ざ
る
に
苦
し
む

自
應
迷
北
叟

自
ら
應
に
北
叟
に
迷
う
べ
し

誰
肯
問
南
冠

誰
か
肯
え
て
南
冠
を
問
わ
ん

生
死
交
情
異

生
死

交
情
異
な
る

殷
憂
歳
序
闌

殷
憂

歳
序

闌

な
り

た
け
な
わ

空
餘
朝
夕
鳥

空
し
く
餘
る
朝
夕
の
鳥

相
伴
夜
啼
寒

相
い
伴
い
て
夜
寒
き
に
啼
く

「
南
冠
」
は
鍾
儀
の
故
事
を
踏
ま
え
、
囚
人
を
指
す
。
前
掲
「
在
獄
詠
蟬
」
詩
で
も
「
南
冠

客
思
深
」
と
し
て
詠
わ
れ
、
獄
中
の
自
己
の
表
象
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
本
詩

で
は
「
南
冠
」
た
る
自
己
を
理
解
す
る
も
の
は
な
く
、
だ
か
ら
こ
そ
初
句
「
獨
坐
」
が
こ
こ
で

痛
々
し
く
捉
え
な
お
さ
れ
る
。
「
獨
坐
」
し
「
殷
憂
」
す
る
語
り
手
の
理
解
者
は
ど
こ
に
も
い
な

い
。
相
伴
う
「
朝
夕
鳥
」
の
姿
に
よ
っ
て
孤
独
な
自
己
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
憂
い
が
更
に
深

ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

獄
中
の
自
己
を
根
本
的
に
理
解
し
て
く
れ
る
他
者
存
在
は
何
処
に
も
な
い
。
さ
れ
ば
、
そ
の

気
概
・
高
潔
さ
・
憤
り
を
外
へ
向
け
て
語
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
為
だ

け
に
語
る
空
間
が
自
ず
と
要
請
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
蝉
や
蛍
が
、
孤
独
な
自
ら
を
託
す
も
の
と

し
て
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Ⅲ

本
節
で
は
「
螢
火
賦
」
を
取
り
上
げ
る
が
、
当
該
賦
に
つ
い
て
は
既
に
高
木
重
俊
氏
が
論
究

し
て
い
る*16

。
本
稿
は
高
木
氏
の
論
考
を
踏
ま
え
つ
つ
、
先
に
見
た
「
幽
縶
書
情
通
簡
知
己
」「
在

獄
詠
蟬
」
と
の
構
造
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

そ
の
際
に
着
目
し
た
い
の
は
、「
螢
火
賦
」
の
最
後
の
一
文
で
あ
る
。

儻
餘
光
之
可
照

儻
し
餘
光
の
照
ら
す
べ
く
ん
ば

も

庶
寒
灰
之
重
然

寒
灰
の
重
ね
て
然
ゆ
る
を

庶

わ
ん

こ
い
ね
が

こ
こ
で
も
韓
長
孺
の
「
死
灰
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
こ
の
典
拠
は
、
先
に
見
た
「
幽
縶
書
情

通
簡
知
己
」
の
終
聯
に
於
い
て
も
「
莫
言
韓
長
孺
、
長
作
不
然
灰
」
と
使
用
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
「
疇
昔
篇
」
に
於
い
て
も
獄
中
に
在
っ
た
時
を
回
想
し
て
、「
冶
長
非
罪
曾
縲
絏
、
長
孺
然
灰

也
經
溺
（
冶
長
罪
に
非
ず
し
て
曾
て
縲
絏
せ
ら
れ
、
長
孺
灰
を
然
や
し
也
た
溺
を
經
る
）
」
と
す

る
こ
と
か
ら
し
て
、
獄
中
の
自
ら
を
託
す
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

さ
て
、
「
幽
縶
書
情
通
簡
知
己
」
詩
と
「
螢
火
賦
」
と
、
ど
ち
ら
も
獄
中
の
自
己
を
韓
長
孺
に

託
し
て
語
る
と
い
う
点
に
於
い
て
、
帰
着
す
る
結
論
に
大
差
は
な
い
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、

前
者
が
「
知
己
」
を
存
分
に
意
識
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
螢
火
賦
」
は
そ
れ

と
は
異
な
る
構
造
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
「
螢
火
賦
」
序
文
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

〈
駱
賓
王
「
螢
火
賦
」
序
〉

余
猥
以
明
時
、
久
遭
幽
縶
。
見
一
葉
之
已
落
、
知
四
運
之
將
終
。
悽
然
客
之
爲
心
乎
。
悲
哉

秋
之
爲
氣
也
。
光
陰
無
㡬
、
時
事
如
何
。
太
塊
是
勞
生
之
機
、
小
智
非
周
身
之
務
。
嗟
乎
、
綈

袍
匪
舊
、
白
頭
如
新
。
誰
明
公
冶
之
非
、
孰
辨
臧
倉
之
愬
。
是
用
中
宵
而
作
、
達
旦
不
暝
。
覩

茲
流
螢
之
自
明
、
哀
此
覆
盆
之
難
照
。
夫
類
同
而
心
異
者
、
龍
蹲
歸
而
宋
樹
伐
。
質
殊
而
聲
合
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者
、
魚
形
出
而
呉
石
鳴
。
苟
有
會
於
精
靈
、
夫
何
患
於
異
類
。
況
乘
時
而
變
、
含
氣
而
生
。
雖

造
化
之
萬
殊
亦
昆
蟲
之
一
物
、
應
節
不
愆
、
信
也
。
與
物
不
競
、
仁
也
。
逢
昏
不
昧
、
智
也
。

避
日
不
明
、
義
也
。
臨
危
不
懼
、
勇
也
。
事
沿
情
而
動
興
、
理
因
物
而
多
懷
。
感
而
賦
之
、
聊

以
自
廣
云
爾
。

（
余
猥
り
に
明
時
を
以
て
、
久
し
く
幽
縶
に
遭
う
。
一
葉
の
已
に
落
つ
る
を
見
、
四
運
の
將

に
終
わ
ら
ん
と
す
る
を
知
る
。
悽
然
た
り
客
の
心
爲
る
や
。
悲
し
い
か
な
秋
の
氣
爲
る
や
。
光

陰
㡬
も
無
く
、
時
事
如
何
せ
ん
。
太
塊
は
是
れ
勞
生
の
機
な
る
も
、
小
智
は
周
身
の
務
め
に
非

ず
。
嗟
乎
、
綈
袍
は
舊
に
匪
ず
、
白
頭
は
新
た
な
る
が
如
し
。
誰
か
公
冶
の
非
を
明
ら
か
に
し
、

あ

あ

孰
か
臧
倉
の
愬
を
辨
ぜ
ん
。
是
を
用
て
中
宵
に
し
て
作
き
、
旦
に
達
す
れ
ど
も
暝
ら
ず
。
茲
の

お

ね
む

流
螢
の
自
ら
明
る
き
を
覩
、
此
の
覆
盆
の
照
ら
し
難
き
を
哀
し
む
。
夫
れ
類
は
同
じ
う
す
れ
ど

も
心
異
な
る
者
に
、
龍
蹲
歸
し
て
宋
樹
伐
た
る
あ
り
。
質
殊
な
れ
ど
聲
合
す
る
者
に
、
魚
形
出

で
て
呉
石
鳴
ら
し
む
あ
り
。
苟
し
く
も
精
靈
に
會
す
る
こ
と
有
ら
ば
、
夫
れ
何
ぞ
異
類
な
る
を
患う

れ

え
ん
や
。
況
ん
や
時
に
乘
じ
て
變
じ
、
氣
を
含
み
て
生
ず
る
を
や
。
造
化
の
萬
殊
に
し
て
亦
た

昆
蟲
の
一
物
な
り
と
雖
も
、
節
に
應
じ
て
愆
わ
ざ
る
は
、
信
な
り
。
物
と
競
わ
ざ
る
は
、
仁
な

た
が

り
。
昏
に
逢
え
ど
も
昧
か
ら
ざ
る
は
、
智
な
り
。
日
を
避
け
て
明
ら
か
な
ら
ざ
る
は
、
義
な
り
。

危
に
臨
み
て
懼
れ
ざ
る
は
、
勇
な
り
。
事
は
情
に
沿
い
て
興
を
動
か
し
、
理
は
物
に
因
り
て
懷

を
多
く
す
。
感
じ
て
之
を
賦
し
、
聊
以
て
自
ら
廣
く
す
と
爾
云
う
）

し
か

こ
の
序
文
中
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
「
嗟
乎
綈
袍
匪
舊
、
白
頭
如
新
。
誰
明
公
冶
之

非
、
孰
辨
臧
倉
之
愬
」
の
箇
所
で
あ
る
。

「
綈
袍
匪
舊
、
白
首
如
新
」
に
つ
い
て
は
、
前
句
は
須
賈
が
范
睢
に
自
分
の
綈
袍
を
贈
っ
た

事
を
踏
ま
え
、
後
句
は
鄒
衍
が
「
獄
中
上
梁
王
書
」
で
も
「
語
曰
、
有
白
頭
如
新
、
傾
蓋
如
故

（
語
に
曰
く
、
白
頭
は
新
の
如
く
有
る
も
、
傾
蓋
は
故
の
如
し
）
」
と
し
て
引
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
投
獄
さ
れ
た
こ
と
で
旧
友
が
自
ら
の
も
と
を
去
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
新
知
も

未
だ
心
を
許
せ
る
関
係
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

つ
づ
く
「
公
冶
之
非
」
は
、
公
冶
長
が
無
実
の
罪
で
入
獄
し
た
こ
と
を
指
す
。
公
冶
長
は
鳥

語
を
解
し
た
こ
と
で
放
免
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
獄
中
詩
文
の
一
つ
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
度
々
出

現
し
て
い
る*17

。
ま
た
「
臧
倉
之
愬
」
は
、
孟
子
の
母
の
葬
儀
へ
行
く
こ
と
を
止
め
た
臧
倉
の

故
事
を
踏
ま
え
る
。
前
掲
高
木
論
文
が
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
「
駱
賓
王
は
公
冶
長
と
臧
倉
と

に
託
し
て
、
自
分
の
理
解
者
が
い
な
い
こ
と
、
自
分
の
本
心
が
正
当
に
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
を

訴
え
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
通
り
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
「
誰
明
」
「
孰
辨
」
と
繰
り
返
さ

、

、

れ
る
、
自
己
を
理
解
す
る
他
者
が
い
な
い
と
い
う
嘆
き
で
あ
る
―
―
こ
れ
は
前
文
「
綈
袍
匪
舊
、

白
首
如
新
」
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

当
該
賦
は
、「
幽
縶
書
情
通
簡
知
己
」
詩
の
如
く
獄
中
で
も
失
わ
れ
な
い
自
負
を
他
者
に
訴
え

る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
「
在
獄
詠
蟬
」
の
終
聯
で
「
無
人
信
高
潔
、
誰
爲
表
予
心
」
と
し
て

語
ら
れ
た
、
そ
し
て
「
憲
臺
出
縶
寒
夜
有
懷
」
詩
の
「
誰
肯
問
南
冠
」
と
同
様
の
、
訴
え
か
け

る
他
者
を
持
た
な
い
と
い
う
孤
独
を
基
核
と
し
て
い
る
―
―
そ
れ
は
つ
ま
り
自
ら
の
為
に
語
る

詩
的
空
間
と
し
て
成
立
し
て
い
る
―
―
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
「
幽
縶
書
情
通
簡
知
己
」
と
「
螢
火
賦
」
の
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
。
同
じ
韓
長
孺

の
「
死
灰
」
の
典
拠
へ
と
帰
着
し
て
い
て
も
、
他
者
に
向
け
た
も
の
と
、
自
ら
の
為
だ
け
に
語

る
も
の
と
で
、
そ
の
内
実
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
「
螢
火
賦
」
は
、
自
己
を
理
解
す
る
他
者
が
い
な
い
を
繰
り
返
し
確
認
し
た
後
、「
流
螢
」

の
明
る
さ
へ
フ
ォ
ー
カ
ス
が
合
う
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
す
ぐ
さ
ま
蛍
の
描
写
へ
と
移
行
す
る
の

で
は
な
く
、
「
覩
茲
流
螢
之
自
明
、
哀
此
覆
盆
之
難
照
」
と
し
て
、
蛍
の
「
自
明
」
な
様
と
対
比

さ
れ
た
、
「
覆
盆
」
の
我
が
身
を
焦
点
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
同
様
の
構
造
は
「
在

獄
詠
蟬
」
序
に
も
見
え
て
い
た
が
、
最
終
的
に
自
己
と
蝉
と
は
同
一
化
さ
れ
て
い
た
。「
螢
火
賦
」

も
こ
の
後
、
「
類
同
而
心
異
」
→
「
質
殊
而
聲
合
」
→
「
何
患
於
異
類
」
と
段
階
的
に
、
自
己
の

比
擬
す
べ
き
対
象
と
し
て
蛍
を
設
定
し
て
い
き
、
「
信
」
「
仁
」
「
智
」
「
義
」
「
勇
」
と
い
う
高
潔

さ
を
措
定
す
る
と
こ
ろ
で
序
文
は
締
め
く
く
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
要
素
は
本
文
で
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
く
。
「
照
灼
兮
若
湛
盧
之
夜
飛
、
的
爍
兮
像
招

揺
之
夕
爛
。
與
庭
燎
而
相
炫
、
然
重
陰
於
已
昏
。
共
爝
火
而
齊
息
、
避
太
陽
於
始
旦
（
照
灼
と

し
て
湛
盧
の
夜
飛
ぶ
が
若
く
、
的
爍
と
し
て
招
揺
の
夕
に
爛
ら
か
な
る
が
像
し
。
庭
燎
と
與
に

あ
き

ご
と

相
い

炫

き
、
重
陰
を
已
に
昏
き
な
る
に
然
や
す
。
爝
火
と
共
に
齊
し
く
息
み
、
太
陽
を
始
旦

か
が
や

に
避
く
）
」
が
「
信
（
應
節
不
愆
）
」
と
、
「
爾
其
光
不
周
物
、
明
足
自
資
。
偶
仙
鼠
而
伺
夜
、
謝

飛
蛾
之
赴
熺
（
爾
れ
其
の
光
は
物
に
周
ね
か
ら
ず
、
明
は
自
ら
資
る
に
足
る
の
み
。
仙
鼠
の
夜

を
伺
う
に
偶
い
、
飛
蛾
の
熺
に
赴
く
に
謝
す
）
」
が
「
仁
（
與
物
不
競
）
」
と
対
応
す
る
。
そ
の

後
も
蛍
の
「
智
」
「
義
」
「
勇
」
の
内
容
が
仔
細
に
述
べ
ら
れ
る*18

。

高
木
氏
は
以
後
の
記
述
か
ら
、
「
や
が
て
賦
は
、
螢
の
こ
の
よ
う
な
生
き
方
へ
の
称
賛
的
叙
述

か
ら
、
そ
れ
と
は
対
比
的
な
自
己
の
悲
劇
的
な
自
己
の
記
述
へ
と
急
転
回
し
」
た
後
、
「
駱
賓
王

の
連
想
は
暗
く
重
く
徘
徊
し
、
さ
ら
に
螢
の
灯
と
結
び
つ
い
て
、
恨
み
の
鬼
火
へ
と
移
行
」
し
、
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更
に
「
駱
賓
王
の
心
は
、
ま
す
ま
す
螢
と
一
体
化
す
る
」
構
造
を
読
み
解
く
。
確
か
に
、
蛍
と

対
照
的
な
自
己
が
描
か
れ
て
は
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
最
終
的
に
「
螢
と
一
体
化
」
へ
と

向
か
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
在
獄
詠
蟬
」
や
「
幽
縶
書
情
通
簡
知
己
」
と
比
較
し
た
時
、

異
な
っ
た
読
み
の
可
能
性
を
提
示
す
る
こ
と
も
で
き
る
、
と
筆
者
は
考
え
る
。

〈
駱
賓
王
「
螢
火
賦
」
〉

彼
翾
飛
之
弱
質
、
尚
矯
翼
之
凌
空
。
何
微
生
之
多
躓
、
獨
宛
頸
以
觸
籠
。
異
璧
光
之
照
廡
、

同
劍
影
之
埋
豐
。
覬
道
迷
而
可
復
、
庶
鑒
幽
而
或
通
。
覽
年
華
而
自
照
、
顧
形
影
以
相
弔
。
感

秋
夕
以
殷
憂
、
戁
宵
行
以
熠
燿
。
熠
燿
飛
兮
絶
復
連
、
殷
憂
積
兮
明
自
煎
。
見
流
光
之
不
息
、

愴
驚
魂
之
屢
遷
。
如
過
隙
兮
已
矣
、
同
奔
電
兮
忽
焉
。
儻
餘
光
之
可
照
、
庶
寒
灰
之
重
然
。

（
彼
の
翾
飛
の
弱
質
、
尚
お
翼
を
矯
げ
て
空
を
凌
ぐ
。
何
ぞ
微
生
の
躓
く
こ
と
多
き
、
獨
り

あ

頸
を
宛
げ
て
以
て
籠
に
觸
る
。
璧
光
の
廡
を
照
ら
す
と
異
な
る
も
、
劍
影
の
豐
に
埋
ま
る
に
同

ま

じ
。
道
に
迷
い
て
復
る
べ
き
を
覬
み
、
幽
を
鑒
し
て
或
い
は
通
ず
こ
と
を
庶
う
。
年
華
を
覽
て

か
え

の
ぞ

て
ら

自
ら
照
ら
し
、
形
影
を
顧
み
て
以
て
相
い
弔
う
。
秋
夕
に
感
じ
て
以
て
殷
憂
し
、
宵
行
以
て
熠

燿
た
る
に
戁
づ
。
熠
燿
と
し
て
飛
び
て
絶
え
て
復
た
連
な
り
、
殷
憂
積
も
り
て
明
ら
か
に
自
ら

は

煎
ず
。
流
光
の
息
ま
ざ
る
を
見
、
驚
魂
の
屢
し
ば
遷
る
を
愴
む
。
隙
を
過
ぐ
る
が
如
く
し
て
已

み
、
奔
電
に
同
じ
く
忽
焉
た
り
。
儻
し
餘
光
の
照
ら
す
べ
く
ん
ば
、
寒
灰
の
重
ね
て
然
ゆ
る
を

庶
わ
ん
）

蛍
は
「
弱
質
」
で
は
あ
る
が
、
高
潔
さ
を
以
て
「
凌
空
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
方

で
自
己
は
、「
多
躓
」
で
あ
り
「
獨
」
り
獄
中
に
い
る
。
序
で
の
、
蛍
の
「
自
明
」
と
「
覆
盆
」

の
我
が
身
と
の
対
比
が
再
び
こ
こ
で
出
現
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
蛍
の
高
潔
さ
を
詳
細
に
措

定
し
て
い
く
中
で
、
却
っ
て
そ
う
な
れ
な
い
自
己
が
強
烈
に
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

当
該
賦
で
は
、
蛍
の
持
つ
高
潔
さ
が
過
剰
な
ま
で
に
語
ら
れ
て
い
た
。
「
在
獄
詠
蟬
」
に
於
い

て
も
、
蝉
の
高
潔
さ
が
示
さ
れ
て
は
い
た
が
、
そ
れ
は
高
潔
故
に
危
機
に
晒
さ
れ
る
と
い
う
点

に
よ
っ
て
獄
中
の
自
ら
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
蛍
は
そ
の
様
な
危
機
に
晒
さ
れ

る
（
獄
中
の
自
己
と
重
ね
合
わ
す
こ
と
が
で
き
る
）
と
し
て
出
現
し
て
は
い
な
い
。

前
掲
高
木
論
文
の
み
な
ら
ず
、
黄
清
泉
『
新
譯
駱
賓
王
文
集
』
（
三
民
書
局
、
二
〇
〇
三
）
も

蛍
に
「
作
者
自
我
形
象
的
寫
照
」
と
「
自
我
美
徳
的
弘
揚
」
を
読
む
。
し
か
し
な
が
ら
、
蛍
に

か
く
あ
り
た
い
自
己
を
重
ね
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
高
潔
故
の
不
遇
と
い
う
共
通
の
媒
介
を
持

、
、
、
、
、
、

た
な
い
以
上
、「
在
獄
詠
蟬
」
で
行
わ
れ
て
い
た
様
な
獄
中
の
自
己
と
の
比
擬
は
達
成
し
得
な
い
。

、
、
、

序
の
、
蛍
を
段
階
的
に
比
擬
の
対
象
と
し
て
い
く
営
み
は
、
そ
の
高
潔
さ
を
詳
細
に
述
べ
る
こ

と
で
瓦
解
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
以
降
の
記
述
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
獄
中
に
埋
も
れ
て
い
た
名
剣

の
故
事
は
、
「
幽
縶
書
情
通
簡
知
己
」
に
於
い
て
「
有
氣
還
衝
斗
」
と
し
て
自
ら
の
も
の
と
し
て

、
、

強
固
に
獲
得
さ
れ
て
い
た
が
、「
螢
火
賦
」
で
は
、
無
価
の
宝
と
し
て
評
さ
れ
た
「
璧
光
之
照
廡
」

程
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
と
い
う
こ
と
わ
り
つ
き
で
語
ら
れ
て
い
る
。

蛍
の
様
に
な
れ
な
い
獄
中
の
自
己
、
そ
れ
が
蛍
の
光
に
「
戁
」
じ
る
形
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
は
「
幽
縶
書
情
通
簡
知
己
」
「
在
獄
詠
蟬
」
の
如
き
自
負
は
決
し
て
獲
得
さ
れ
な
い
。

前
述
し
た
通
り
、
当
該
賦
は
韓
長
孺
の
故
事
を
踏
ま
え
て
終
わ
る
。
「
幽
縶
書
情
通
簡
知
己
」

と
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
改
め
て
両
者
の
該
当
部
分
を
引
用
す
る
。

〈
「
幽
縶
書
情
通
簡
知
己
」
〉

莫
言
韓
長
孺

言
う
莫
か
れ

韓
長
孺
の

長
作
不
然
灰

長
し
え
に
然
え
ざ
る
の
灰
と
作
す
と

〈
「
螢
火
賦
」
〉

儻
餘
光
之
可
照

儻
し
餘
光
の
照
ら
す
べ
く
ん
ば

庶
寒
灰
之
重
然

寒
灰
の
重
ね
て
然
ゆ
る
を
庶
わ
ん

前
者
は
、
知
己
に
語
る
中
で
「
卧
龍
才
」
「
有
氣
還
衝
斗
」
と
次
々
に
自
負
が
獲
得
さ
れ
て
い

き
、
最
終
的
に
自
ら
は
韓
長
孺
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
―
―
獄
中
の
自
己
が
韓
長
孺
に
置
き
換
え

ら
れ
、
そ
の
立
場
か
ら
獄
中
で
の
気
概
が
示
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
「
螢
火
賦
」
で
は
「
儻
」

「
庶
」
と
し
て
、
あ
く
ま
で
か
く
あ
り
た
い
と
い
う
僅
か
な
希
望
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
。
蛍
の
高
潔
さ
か
ら
逆
説
的
に
措
定
さ
れ
た
、
か
く
あ
り
え
な
い
獄
中
の
自
己
が
確
認

さ
れ
た
時
、
当
然
な
が
ら
韓
長
孺
た
る
自
己
も
、
「
庶
」
う
対
象
と
し
て
し
か
語
れ
な
い
の
で
あ

る
。「

螢
火
賦
」
は
、
そ
う
な
れ
な
い
自
己
を
見
つ
め
る
逆
説
的
な
媒
介
と
し
て
高
潔
な
蛍
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
「
在
獄
詠
蟬
」
と
の
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
。
こ
の
様
に
獄
中
の
自

己
を
措
定
し
て
い
く
為
に
は
、
自
ら
の
為
だ
け
に
語
る
空
間
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
「
螢
火
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賦
」
は
明
ら
か
に
他
の
獄
中
作
品
と
は
異
な
る
構
造
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
駱
賓
王
の
獄
中
作
品
「
幽
縶
書
情
通
簡
知
己
」
「
在
獄
詠
蟬
」
「
螢
火
賦
」
を
取
り

上
げ
、
そ
の
構
造
上
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
た
。

「
幽
縶
書
情
通
簡
知
己
」
「
在
獄
詠
蟬
」
は
、
ど
ち
ら
も
知
己
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

獄
中
の
自
ら
は
韓
長
孺
や
蝉
と
強
く
結
び
つ
き
、
そ
こ
で
自
負
・
高
潔
さ
が
獲
得
さ
れ
て
い
た
。

一
方
で
「
螢
火
賦
」
は
、
自
ら
の
為
だ
け
に
語
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
蛍
を
逆
説
的
な
媒
介

と
し
な
が
ら
獄
中
の
自
己
を
凝
視
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
自
負
の
獲
得
も
、
蛍
と

の
同
一
化
も
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

彼
は
、
蛍
を
異
な
る
角
度
か
ら
詠
じ
た
こ
と
も
あ
る
。
「
秋
晨
同
淄
州
毛
司
馬
秋
九
詠
」
中
の

「
秋
螢
」
で
は
「
玉
虬
分
靜
夜
、
金
螢
照
晩
凉
。
含
輝
疑
泛
月
、
帯
火
怯
凌
霜
。
散
彩
縈
虚
牖
、

飄
花
繞
洞
房
（
玉
虬
靜
夜
を
分
け
、
金
螢
晩
凉
を
照
ら
す
。
輝
を
含
み
て
は
月
を
泛
べ
る
か
と

疑
い
、
火
を
帶
び
て
は
霜
を
凌
ぐ
か
と
怯
ゆ
。
散
彩
虚
牖
に

縈

り
、
飄
花
洞
房
を
繞
る
）
」
と

ま
つ
わ

述
べ
、
宮
体
詩
を
彷
彿
と
さ
せ
る
表
現
で
蛍
の
美
し
さ
を
写
し
取
っ
て
い
る
。
が
し
か
し
、
獄

中
の
駱
賓
王
が
必
要
と
し
た
の
は
、
蛍
の
高
潔
な
側
面
の
み
で
あ
っ
た
。
詠
物
の
対
象
と
し
て

煌
び
や
か
に
表
現
す
る
方
法
を
捨
て
去
る
こ
と
で
、
高
潔
で
は
あ
り
え
な
い
自
己
を
凝
視
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

*1

浅
見
洋
二
「
韓
愈
『
拘
幽
操
』
に
つ
い
て
―
―
罪
人
の
文
学
史
・
初
探
」
（
東
英
寿
編
『
唐

宋
八
大
家
の
諸
相
』
花
書
院
、
二
〇
二
〇
に
所
収
）

*2

楚
辞
の
文
体
を
用
い
な
が
ら
、
自
己
否
定
・
自
己
肯
定
に
よ
っ
て
自
ら
を
鋭
く
抉
り
出
し
て

い
る
。
拙
稿
「
盧
照
隣
『
五
悲
』
『
釈
疾
文
』
考
」
（
『
中
国
文
化
』
七
十
八
号
、
二
〇
二
〇
）
参

照
。

*3

自
獲
麟
絶
筆
、
一
千
三
四
百
年
。
游
・
夏
之
門
、
時
有
荀
卿
・
孟
子
。
屈
・
宋
之
後
、
直
至

賈
誼
・
相
如
。
兩
班
叙
事
、
得
邱
明
之
風
骨
、
二
陸
裁
詩
、
含
公
幹
之
奇
偉
。
鄴
中
新
體
、
共

許
音
韻
天
成
、
江
左
諸
人
、
咸
好
瓌
姿
艶
發
。
精
博
・
爽
麗
、
顔
延
之
急
病
於
江
・
鮑
之
間
。

疎
散
・
風
流
、
謝
宣
城
緩
步
於
江
・
劉
之
上
。
北
方
重
濁
、
獨
盧
黄
門
往
往
髙
飛
、
南
國
輕
清
、

惟
庾
中
丞
時
時
不
墜
（
獲
麟
絶
筆
自
り
、
一
千
三
四
百
年
。
游
・
夏
の
門
、
時
に
荀
卿
・
孟
子

有
り
。
屈
・
宋
の
後
、
直
ち
に
賈
誼
・
相
如
に
至
る
。
兩
班
の
叙
事
は
、
邱
明
の
風
骨
を
得
、

二
陸
の
裁
詩
は
、
公
幹
の
奇
偉
を
含
む
。
鄴
中
の
新
體
は
、
共
に
音
韻
の
天
成
を
許
し
、
江
左

の
諸
人
は
、
咸
な
瓌
姿
の
艶
發
を
好
む
。
精
博
・
爽
麗
な
る
こ
と
、
顔
延
之
は
病
を
江
・
鮑
の

間
に
急
に
す
。
疎
散
・
風
流
な
る
こ
と
、
謝
宣
城
は
步
を
江
・
劉
の
上
に
緩
く
す
。
北
方
の
重

濁
、
獨
り
盧
黄
門
の
み
往
往
に
髙
飛
し
、
南
國
の
輕
清
、
惟
だ
庾
中
丞
の
み
時
時
に
墜
ち
ず
）
。

*4

古
川
末
喜
「
初
唐
四
傑
の
文
学
思
想
」
（
『
中
国
文
学
論
集
』
八
、
一
九
七
九
）

*5

高
木
重
俊
『
初
唐
文
学
論
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
五
）「
駱
賓
王
の
生
涯
と
文
学
」
に
於
い

て
、
「
齋
梁
の
耽
美
的
伝
統
を
最
も
濃
厚
に
受
け
継
い
だ
の
は
駱
賓
王
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

彼
の
こ
の
よ
う
な
表
現
態
度
は
、
「
詠
鵝
」
の
詩
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
天
生
の
資
質
に
よ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
し
か
し
同
時
に
、
そ
れ
は
ま
た
頼
る
べ
き
係
累
も
な
く
、
単
身
京

師
に
上
っ
て
み
ず
か
ら
の
栄
達
の
足
が
か
り
を
つ
か
も
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
、
不
可
欠
な
も

の
で
あ
っ
た
」
と
言
及
し
て
い
る
。

*6

『
説
苑
』
善
説
に
拠
れ
ば
「
越
人
歌
」
は
、
楚
の
鄂
君
子
が
船
に
乗
っ
た
際
、
楫
取
の
越
人

が
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。

今
夕
何
夕
兮

今
夕

何
の
夕
べ
ぞ

搴
中
洲
流

中
洲
に
搴
り
て
流
る

今
日
何
日
兮

今
日

何
の
日
ぞ

得
與
王
子
同
舟

王
子
と
舟
を
同
じ
く
す
る
を
得
た
り

蒙
羞
被
好
兮

羞
を
蒙
り
好
を
被
れ
ど
も

不
訾
詬
恥

詬
恥
を
訾
わ
ず

お
も

心
幾
頑
而
不
絶
兮

心
幾
ど
頑
と
し
て
絶
え
ず

得
知
王
子

王
子
を
知
る
こ
と
を
得
た
り

山
有
木
兮
木
有
枝

山
に
木
有
り
木
に
枝
有
り

心
悦
君
兮
君
不
知

心
君
を
悦
べ
ど
も
君
は
知
ら
ず

*7

『
楚
辞
』
「
招
隱
士
」
に
「
桂
樹
叢
生
兮
山
之
幽
（
桂
樹
は
山
の
幽
に
叢
生
す
）
」
と
あ
り
、
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そ
の
王
逸
注
は
「
桂
樹
芬
香
以
興
屈
原
之
忠
貞
也
（
桂
樹
芬
香
は
以
て
屈
原
の
忠
貞
を
興
す
な

り
）」
と
す
る
。

*8

例
え
ば
『
舊
唐
書
』
駱
賓
王
傳
は
「
高
宗
末
、
爲
長
安
主
簿
。
坐
贓
、
左
遷
臨
海
丞
、
怏
怏

失
志
、
棄
官
而
去
（
高
宗
の
末
、
長
安
の
主
簿
と
爲
る
。
贓
と
坐
し
、
臨
海
の
丞
に
左
遷
せ
ら

れ
、
怏
怏
と
し
て
志
を
失
い
、
官
を
棄
て
て
去
る
）」
と
す
る
の
み
で
あ
る
。

*9

本
稿
で
引
用
す
る
駱
賓
王
詩
文
は
、
陳
熙
晋
箋
注
『
駱
臨
海
集
箋
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
五
）
に
拠
っ
た
。

*10

そ
れ
ぞ
れ
の
典
拠
は
陳
熙
晋
が
詳
細
に
言
及
し
て
い
る
。「
幽
縶
書
情
通
簡
知
己
」
詩
と
「
螢

火
賦
」
に
共
通
し
て
用
い
ら
れ
、
本
稿
の
読
み
の
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
「
衝
斗
」
「
死
灰
」

の
典
拠
の
み
、
注11

・12
で
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

*11

『
晉
書
』
張
華
傳

初
、
吳
之
未
滅
也
、
斗
牛
之
間
常
有
紫
氣
、
道
術
者
皆
以
吳
方
強
盛
、
未
可
圖
也
、
惟
華
以

爲
不
然
。
及
吳
平
之
後
、
紫
氣
愈
明
。
華
聞
豫
章
人
雷
煥
妙
達
緯
象
、
乃
要
煥
宿
、
屏
人
曰
「
可

共
尋
天
文
、
知
將
來
吉
凶
」
。
因
登
樓
仰
觀
。
煥
曰
「
僕
察
之
久
矣
、
惟
斗
牛
之
間
頗
有
異
氣
」
。

華
曰
、
「
是
何
祥
也
」
。
煥
曰
、「
寶
劍
之
精
、
上
徹
於
天
耳
」
。
華
曰
、
「
君
言
得
之
。
吾
少
時
有

相
者
言
。
吾
年
出
六
十
、
位
登
三
事
、
當
得
寶
劍
佩
之
。
斯
言
豈
效
與
」
。
因
問
曰
、「
在
何
郡
」
。

煥
曰
、
「
在
豫
章
豐
城
」
。
華
曰
、
「
欲
屈
君
爲
宰
、
密
共
尋
之
、
可
乎
」
。
煥
許
之
。
華
大
喜
、

即
補
煥
爲
豐
城
令
。
煥
到
縣
、
掘
獄
屋
基
、
入
地
四
丈
餘
、
得
一
石
函
。
光
氣
非
常
、
中
有
雙

劍
。
並
刻
題
、
一
曰
龍
泉
、
一
曰
太
阿
。
其
夕
、
斗
牛
間
氣
不
復
見
焉
。
煥
以
南
昌
西
山
北
巖

下
土
以
拭
劍
、
光
芒
艷
發
。
大
盆
盛
水
、
置
劍
其
上
、
視
之
者
精
芒
炫
目
。
遣
使
送
一
劍
并
土

與
華
、
留
一
自
佩
。

（
初
め
、
吳
の
未
だ
滅
せ
ざ
る
や
、
斗
牛
の
間
に
常
に
紫
氣
有
り
て
、
道
術
の
者
皆
吳
の
方

に
強
盛
な
る
と
以
て
し
、
未
だ
圖
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
と
す
る
も
、
惟
だ
華
の
み
以
て
然
ら
ざ

る
と
爲
す
。
吳
平
ら
ぐ
の
後
に
及
び
、
紫
氣
愈
い
よ
明
ら
か
な
り
。
華
豫
章
人
雷
煥
の
緯
象
に

妙
達
な
る
を
聞
き
、
乃
ち
煥
を
要
え
て
宿
ら
し
め
、
人
を

屏

け
て
曰
く
「
共
に
天
文
を
尋
ね
、

む
か

し
り
ぞ

將
に
吉
凶
の
來
た
ら
ん
と
す
る
を
知
る
べ
し
」
と
。
因
り
て
樓
に
登
り
て
仰
ぎ
觀
る
。
煥
曰
く

「
僕
之
を
察
す
こ
と
久
し
、
惟
れ
斗
牛
の
間
に
頗
る
異
氣
有
り
」
と
。
華
曰
く
、
「
是
れ
何
れ
の

祥
な
る
や
」
と
。
煥
曰
く
、
「
寶
劍
の
精
の
、
天
に
上
り
徹
る
の
み
」
と
。
華
曰
く
、
「
君
の
言

之
を
得
た
り
。
吾
少
時
に
相
者
の
言
有
り
。
吾
が
年
六
十
を
出
で
、
位
三
事
に
登
り
、
當
に
寶

劍
の
之
を
佩
ぶ
を
得
る
べ
し
と
。
斯
の
言
豈
に
效
さ
ん
や
」
と
。
因
り
て
問
い
て
曰
く
、「
何
こ

い
た

の
郡
に
在
り
や
」
と
。
煥
曰
く
、
「
豫
章
の
豐
城
に
在
り
」
と
。
華
曰
く
、
「
君
に
屈
し
て
宰
と

爲
し
、
密
か
に
共
に
之
を
尋
ね
ん
と
欲
す
は
、
可
な
る
か
」
と
。
煥
之
を
許
す
。
華
大
い
に
喜

び
、
即
ち
煥
を
補
い
豐
城
令
と
爲
す
。
煥
縣
に
到
り
、
獄
屋
の
基
を
掘
る
に
、
地
に
入
る
こ
と

四
丈
餘
、
一
石
の
函
を
得
る
。
光
氣
非
常
に
し
て
、
中
に
雙
劍
有
り
。
並
び
に
題
を
刻
む
あ
り
、

一
に
曰
く
龍
泉
、
一
に
曰
く
太
阿
。
其
の
夕
、
斗
牛
の
間
の
氣
復
た
見
え
ず
。
煥
以
て
南
昌
西

山
北
巖
の
下
の
土
以
て
劍
を
拭
う
に
、
光
芒
艷
發
た
り
。
大
盆
も
て
水
を
盛
り
、
劍
を
其
の
上

に
置
く
に
、
之
を
視
る
者
精
芒
目
を
炫
ま
す
。
使
を
遣
わ
し
て
一
劍
并
び
に
土
を
送
り
華
に
與

え
、
一
を
留
め
て
自
ら
佩
ぶ
）

*12

『
史
記
』
韓
長
孺
傳

其
後
、
安
國
坐
法
抵
罪
。
蒙
獄
吏
田
甲
辱
安
國
。
安
國
曰
、「
死
灰
獨
不
復
然
乎
」
。
田
甲
曰
、

「
然
即
溺
之
」
。
居
無
何
、
梁
內
史
缺
、
漢
使
使
者
拜
安
國
爲
梁
内
史
。
起
徒
中
爲
二
千
石
。

（
其
の
後
、
安

國
法
を
坐
し
て
罪
に
抵
る
。
蒙
の
獄
吏
田
甲
安
國
を
辱
し
む
。
安
國
曰
く
、

【
韓
長
孺
】

「
死
灰
獨
り
復
た
然
え
ざ
ら
ん
や
」
と
。
田
甲
曰
く
、「
然
ら
ば
即
ち
之
に
溺
せ
ん
」
と
。
居
る

こ
と
無
何
に
し
て
、
梁
の
内
史
缺
け
、
漢
使
者
を
使
わ
し
て
安
國
に
拜
け
て
梁
の
內
史
と
爲
す
。

徒
の
中
よ
り
起
こ
り
二
千
石
と
爲
る
）

*13

曹
植
「
蟬
賦
」

内
含
和
而
弗
食
兮
、
與
衆
物
而
無
求
。
棲
髙
枝
而
仰
首
兮
、
漱
朝
露
之
清
流
、
隱
柔
桑
之
稠

葉
兮
、
快
閒
居
而
遁
暑
。
苦
黃
雀
之
作
害
兮
、
患
蟷
螂
之
勁
斧
。
冀
飄
翔
而
遠
托
兮
、
毒
蜘
蛛

之
網
罟
。
欲
降
身
而
卑
竄
兮
、
懼
草
蟲
之
襲
予
。
免
衆
難
而
弗
獲
兮
、
遥
遷
集
乎
宮
宇
。
依
名

果
之
茂
陰
兮
、
托
脩
幹
以
静
處
。
有
翩
翩
之
狡
童
兮
、
步
容
與
於
園
圃
。
體
離
朱
之
聦
視
兮
、

姿
才
捷
於
獮
猿
。
條
罔
葉
而
不
挽
兮
、
樹
無
幹
而
不
縁
。
翳
輕
驅
而
奮
進
兮
、
跪
側
足
以
自
閑
。

恐
余
身
之
驚
駭
兮
、
精
曾
睨
而
目
連
。
持
柔
竿
之
冉
冉
兮
、
運
微
黏
而
我
纒
。
欲
翻
飛
而
逾
滯

兮
、
知
性
命
之
長
捐
。
委
厥
體
於
庖
夫
、
熾
炎
炭
而
就
燔
。
秋
霜
紛
以
宵
下
、
晨
風
冽
其
過
庭
。

氣
憯
怛
而
薄
軀
、
足
攀
木
而
失
莖
。
吟
嘶
啞
以
沮
敗
、
狀
枯
槁
以
喪
形
。
亂
曰
、
詩
歎
鳴
蜩
、

聲
嘒
嘒
兮
。
盛
陽
則
來
、
大
陰
逝
兮
。
皎
皎
貞
素
、
侔
夷
節
兮
。
帝
臣
是
戴
、
尚
其
潔
兮
。

（
内
に
和
を
含
み
て
食
う
こ
と
弗
く
、
衆
物
と
與
に
し
て
求
む
る
無
し
。
髙
枝
に
棲
み
て
首

を
仰
げ
、
朝
露
の
清
流
に
漱
ぎ
、
柔
桑
の
稠
葉
に
隱
れ
、
閒
居
を
快
し
と
し
て
暑
を
遁
る
。
黃

雀
の
害
を
作
す
に
苦
し
み
、
蟷
螂
の
勁
斧
に
患
う
。
飄
と
し
て
翔
け
て
遠
く
托
せ
ん
こ
と
を
冀

う
も
、
蜘
蛛
の
網
罟
に

毒

わ
る
、
身
を
降
し
て
卑
き
に
竄
れ
ん
と
欲
す
る
も
、
草
蟲
の
予
を

そ
こ
な

襲
う
を
懼
る
。
衆
難
を
免
れ
て
獲
ら
れ
る
こ
と
弗
く
、
遥
か
に
遷
り
て
宮
宇
に
集
ん
ず
。
名
果

や
す
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の
茂
陰
に
依
り
、
脩
幹
に
托
し
て
以
て
静
か
に
處
る
。
翩
翩
の
狡
童
有
り
て
、
步
み
て
園
圃
に

容
與
た
り
。
離
朱
の
聦
視
を
體
し
、
姿
才
は
獮
猿
よ
り
も
捷
し
。
條
は
葉
と
し
て
挽
か
ざ
る
は
罔な

く
、
樹
は
幹
と
し
て
縁
ら
ざ
る
は
無
し
。
翳
に
輕
驅
し
て
奮
進
し
、
跪
き
て
足
を
側
て
以
て
自

ら
閑
ぎ
る
。
余
が
身
の
驚
駭
せ
ら
る
る
を
恐
れ
、
曾
睆
を
精
に
し
て
目
連
ぶ
。
柔
竿
の
冉
冉
た

さ
え

お
よ

る
を
持
ち
、
微
黏
を
運
せ
て
我
を
纒
う
。
翻
飛
せ
ん
と
欲
す
る
も
逾
い
よ
滯
り
、
性
命
の
長
く

捐
て
ら
れ
ん
こ
と
を
知
る
。
厥
の
體
を
庖
夫
に
委
ね
、
炎
炭
を
熾
ん
に
し
て
燔
に
就
く
。
秋
霜

さ
か

紛
と
し
て
以
て
宵
に
下
り
、
晨
風
冽
と
し
て
其
れ
庭
を
過
ぐ
。
氣
は
憯
怛
と
し
て
軀
に
薄
り
、

足
は
木
に
攀
じ
て
莖
を
失
う
。
吟
は
嘶
啞
し
て
以
て
沮
敗
し
、
狀
は
枯
槁
し
て
以
て
形
を
喪
う
。

亂
に
曰
く
、
詩
に
鳴
蜩
を
歎
じ
て
、
聲
は
嘒
嘒
た
り
。
盛
陽
則
ち
來
た
れ
ば
、
大
陰
に
逝
け
り
。

皎
皎
た
る
貞
素
は
、
夷
の
節
に
侔
し
。
帝
臣
是
れ
戴
き
、
其
の
潔
を
尚
す
）

ひ
と

*14

川
合
康
三
「
蟬
の
詩
に
見
る
詩
の
轉
變
」
（
『
中
国
文
學
報
』
五
十
七
、
一
九
九
八
）

*15

終
聯
の
訓
読
、
前
掲
川
合
論
文
を
は
じ
め
「
人
の
高
潔
を
信
ず
る
も
の
無
し
、
誰
が
爲
に

予
が
心
を
表
さ
ん
」
と
読
む
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
本
稿
も
そ
れ
に
従
っ
た
。
た
だ
し
、
序

の
「
貽
諸
知
己
」
と
い
う
側
面
を
よ
り
強
調
す
る
な
ら
ば
、
「
人
の
高
潔
を
信
ず
る
も
の
無
く
ん
、
、

ば
」
と
訓
じ
、
知
己
だ
け
は
自
己
の
幽
憂
を
理
解
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
意
と
す
る
こ
と
も
可

、能
で
あ
る
。

*16

高
木
重
俊
「
駱
賓
王
『
螢
火
賦
』
に
つ
い
て
」
（
『
函
館
大
学
論
究
』
一
輯
、
一
九
六
五
）

*17

〈
沈
佺
期
「
同
獄
者
歎
獄
中
無
燕
」
〉

何
許
乘
春
燕

何
許
の
春
に
乘
ず
る
燕
ぞ

多
知
辨
夏
臺

多
知
に
し
て

夏
臺
を
辨
ず

三
時
欲
併
盡

三
時

併
せ
て
盡
き
ん
と
欲
す
る
も

雙
影
未
嘗
來

雙
影

未
だ
嘗
て
來
た
ら
ず

食
蕊
嫌
叢
棘

蕊
を
食
め
ば
叢
棘
を
嫌
い

銜
泥
怯
死
灰

泥
を
銜
め
ば
死
灰
に
怯
ゆ

不
如
黃
雀
語

如
か
ず
黃
雀
の
語
の

能
雪
冶
長
猜

能
く
冶
長
の
猜
を
雪
ぐ
に

*18

「
類
君
子
之
有
道
、
入
暗
室
而
不
欺
。
同
至
人
之
無
迹
、
懷
明
義
以
應
時
（
君
子
の
道
有
る

に
類
て
、
暗
室
に
入
り
て
欺
か
ず
。
至
人
の
迹
無
き
と
同
じ
く
、
明
義
を
懷
き
て
以
て
時
に
應

に

ず
）
」
が
「
智
（
逢
昏
不
昧
）
」
と
、
「
處
幽
不
昧
、
居
照
斯
晦
。
隨
隱
顯
而
動
息
、
候
昏
明
而
進

退
（
幽
に
處
り
て
も
昧
か
ら
ず
、
照
に
居
り
て
斯
ち
晦
し
。
隱
顯
に
隨
い
て
動
息
し
、
昏
明
を

お

候
ち
て
進
退
す
）
」
が
「
義
（
避
日
不
明
）」
と
、
「
委
性
命
兮
幽
玄
、
任
物
理
兮
推
遷
。
化
腐
木

而
含
彩
、
集
枯
草
而
藏
煙
。
不
貪
熱
以
苟
進
、
毎
和
光
而
曲
全
。
豈
如
鎔
金
而
自
爍
、
寧
學
膏

火
之
相
煎
（
性
命
を
幽
玄
に
委
ね
、
物
理
を
推
遷
に
任
す
。
腐
木
を
化
し
て
彩
を
含
み
、
枯
草

を
集
め
て
煙
を
藏
す
。
熱
を

貪

ら
ず
し
て
以
て
苟
か
進
み
、
毎
に
光
を
和
し
て
曲
全
す
。
豈

む
さ
ぼ

に
鎔
金
の
自
ら
鑠
く
が
如
く
せ
ん
、
寧
ぞ
膏
火
の
相
い
煎
ず
る
に
學
ば
ん
や
）
」
が
「
勇
（
臨
危

不
懼
）」
と
対
応
す
る
。

本
稿
は
科
研
費
（
若
手
研
究19K

13093

）
の
助
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

3 2



　
一
．
は
じ
め
に 

　
敗
戦
の
年
で
あ
る
１
９
４
５
年
（
昭
和
２
０
年
）
４
月
２
日
、
太
宰
は
三
鷹
の
自
宅
で
空
襲
に

遭
い
、
田
中
英
光
、
小
山
清
と
と
も
に
防
空
壕
で
生
き
埋
め
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
疎
開

　
１

先
の
甲
府
も
空
襲
の
標
的
と
な
り
、
７
月
６
日
の
空
襲
で
妻
の
実
家
も
全
焼
、
幼
子
と
共
に
焼
け

　
２

出
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ま
さ
に
こ
の
甲
府
空
襲
時
に
命
か
ら
が
ら
原
稿
を
持
ち
出
し
た
と
い
う

小
説
『
お
伽
草
紙
』
の
「
前
書
き
」
か
ら
は
、
そ
の
緊
張
感
は
微
塵
も
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。 

　
３

警
報
く
ら
い
で
は
立
ち
上
ら
ぬ
の
だ
が
、
高
射
砲
が
鳴
り
出
す
と
、
仕
事
を
や
め
て
、
五
歳

の
女
の
子
に
防
空
頭
巾
を
か
ぶ
せ
、
こ
れ
を
抱
き
か
か
え
て
防
空
壕
に
は
い
る
。
既
に
、
母

は
二
歳
の
男
の
子
を
背
負
っ
て
壕
の
奥
に
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
。 

「
母
」
に
壕
の
狭
さ
を
指
摘
さ
れ
曖
昧
な
返
事
を
し
、
壕
を
出
よ
う
と
む
ず
か
る
娘
を
あ
や
す
た

め
に
絵
本
を
読
ん
で
聞
か
せ
る
「
父
」
。
そ
の
「
父
」
の
胸
中
に
は
「
お
の
ず
か
ら
別
個
の
物
語

が
醞
醸
せ
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
「
瘤
取
り
」
「
浦
島
さ
ん
」
「
カ
チ
カ
チ
山
」
「
舌
切
雀
」

の
四
つ
の
話
が
語
ら
れ
る
、
と
い
う
の
が
『
お
伽
草
紙
』
の
構
成
で
あ
る
。 

　
な
ぜ
危
機
感
が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
の
か
。
空
襲
警
報
「
く
ら
い
」
で
は
執
筆
作
業
を
中
断
し

な
い
、
す
な
わ
ち
、
警
報
は
あ
く
ま
で
警
報
で
、
直
接
的
な
被
害
に
繋
が
る
可
能
性
は
極
め
て
稀

薄
で
あ
る
、
と
い
う
「
父
」
の
空
襲
へ
の
認
識
が
示
さ
れ
る
と
共
に
、
こ
の
場
面
で
聞
こ
え
て
く

る
の
は
「
高
射
砲
」
の
射
撃
音
と
「
ラ
ジ
オ
の
防
空
情
報
」
の
み
、
す
な
わ
ち
日
本
側
の
組
織
的

防
空
体
制
が
機
能
し
て
い
る
証
左
の
み
が
描
か
れ
、
飛
来
す
る
爆
撃
機
の
音
も
、
投
下
さ
れ
る
爆

弾
の
風
切
り
音
も
、
ま
し
て
や
着
弾
し
た
際
の
破
裂
音
な
ど
「
壕
」
の
中
に
は
聞
こ
え
て
こ
な

い
。
太
宰
は
、
空
襲
を
軽
視
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

　
本
稿
で
は
「
空
襲
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
戦
中
・
戦
後
の
太
宰
作
品
を
再
読
す
る
。 

　
二
．
空
襲
の
歴
史 

　
ま
ず
、
空
襲
の
歴
史
的
な
位
置
付
け
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 

　
Ｈ
．
Ｇ
．
ウ
ェ
ル
ズ
は
そ
の
著
作
『
世
界
史
概
観
』
に
お
い
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
現
れ

た
空
襲
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

　
４

空
襲
は
す
べ
て
の
新
方
法
中
の
も
っ
と
も
革
命
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
戦
争
を
平
面

的
な
も
の
か
ら
立
体
的
な
も
の
と
し
た
。
従
来
の
人
類
史
上
で
は
、
戦
争
は
軍
隊
が
行
進
し

て
出
会
っ
た
と
こ
ろ
で
の
み
お
こ
な
わ
れ
た
。
し
か
し
い
ま
や
、
戦
争
は
ど
こ
で
で
も
お
こ

な
わ
れ
た
。
ま
ず
ツ
ェ
ペ
リ
ン
（
ド
イ
ツ
飛
行
船
）
が
、
つ
い
で
は
爆
撃
機
が
、
戦
線
の
上

を
越
え
て
背
後
の
ま
す
ま
す
広
大
な
非
戦
闘
地
域
に
戦
争
を
運
ん
で
い
っ
た
。
古
来
文
明
国

の
戦
争
で
守
ら
れ
て
い
た
、
非
戦
闘
員
と
戦
闘
員
と
の
区
別
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。 

　
第
一
次
世
界
大
戦
の
当
初
は
偵
察
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
た
航
空
機
の
利
用
は
、
そ
の
性
能
向

上
に
伴
い
武
器
弾
薬
の
搭
載
が
可
能
に
な
り
、
つ
い
に
は
「
空
襲
」
が
発
明
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

戦
闘
の
様
相
が
様
変
わ
り
し
た
と
い
う
軍
事
的
な
革
新
で
も
あ
る
が
、
何
よ
り
、
戦
闘
地
域
／
非

戦
闘
地
域
、
戦
闘
員
／
非
戦
闘
員
の
区
別
が
曖
昧
に
な
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
最
も
恐
ろ
し
い
副
作

用
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ウ
ェ
ル
ズ
は
同
書
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
続
く
、
１
９
３
０
年
代
の
欧

州
の
戦
乱
を
次
の
よ
う
に
書
く
。 

　
５

イ
タ
リ
ア
は
エ
チ
オ
ピ
ア
で
ま
さ
し
く
征
服
戦
争
を
は
じ
め
た
。
焼
夷
弾
と
ガ
ス
を
容
赦
な

く
使
っ
て
、
一
九
三
六
年
五
月
、
こ
れ
は
成
功
を
お
さ
め
た
。 

ス
ペ
イ
ン
人
は
マ
ド
リ
ッ
ド
政
府
側
に
は
せ
参
じ
、
二
年
に
わ
た
り
半
島
に
は
凄
惨
な
戦
争

が
た
け
り
狂
い
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
と
は
ま
す
ま
す
公
然
と
戦
争
に
参
加
し
た
。
侵
略
軍

に
よ
っ
て
各
都
市
は
仮
借
な
い
ま
で
に
爆
撃
を
受
け
、
こ
の
新
し
い
形
の
戦
争
で
は
ま
っ
た

く
前
例
を
み
な
い
ほ
ど
の
数
に
の
ぼ
る
婦
女
子
が
殺
さ
れ
た
。 

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
ジ
ア
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
日
本
軍
は
早
く
も
満
洲
事
変
に
お
い
て
、
都
市

へ
の
空
襲
を
敢
行
し
て
い
る
。
１
９
３
１
年
（
昭
和
６
年
）
１
０
月
、
奉
天
省
南
西
の
錦
州
へ
の

　
６

爆
撃
は
、
関
東
軍
参
謀
、
石
原
莞
爾
の
独
断
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
多
く
の
市
民
も
巻
き
添
え
と
な

　
７

り
死
傷
、
反
日
感
情
の
悪
化
と
国
際
同
盟
加
盟
国
か
ら
の
非
難
を
招
き
、
日
本
の
国
際
的
孤
立
が

加
速
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
後
の
日
中
戦
争
で
も
、
日
本
軍
に
よ
る
重
慶
へ
の
無
差
別
爆
撃

は
、
１
９
４
１
年
ま
で
の
間
に
２
０
０
回
を
超
え
た
と
さ
れ
る
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
端

　
８

緒
、
真
珠
湾
攻
撃
も
、
航
空
戦
力
に
よ
る
艦
艇
、
地
上
目
標
へ
の
奇
襲
攻
撃
で
あ
る
。
こ
の
時
代

に
台
頭
し
た
日
独
伊
の
三
国
同
盟
と
は
、
空
襲
と
い
う
無
差
別
攻
撃
を
躊
躇
な
く
取
り
入
れ
た
、 

　
太
宰
治
と
空
襲 

平
澤
　
順
治
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野
蛮
国
同
盟
だ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
か
。 

　
以
上
は
空
襲
の
加
害
者
と
し
て
の
日
本
の
歴
史
で
あ
る
。
空
襲
の
被
害
者
と
し
て
は
ど
う
か
。

日
本
が
実
質
的
な
空
襲
被
害
に
遭
う
の
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
も
後
半
に
な
っ
て
か
ら
だ
が
、

そ
の
脅
威
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
１
９
３
３
年
（
昭
和
８
年
）
８
月
に
は
関
東
防
空
演
習　

９

の
実
施
、
１
９
３
７
年
（
昭
和
１
２
年
）
４
月
５
日
に
は
防
空
法
が
公
布
さ
れ
る
。 

１
０

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
空
襲
に
つ
い
て
広
く
国
民
に
も
正
し
い
知
識
と
組
織
的
な
対
応
を
啓

蒙
し
よ
う
と
す
る
言
説
が
多
く
み
ら
れ
た
（
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
類
似
す
る
も
の
を
感
じ

る
）
。
一
例
と
し
て
、
関
東
防
空
演
習
の
３
ヶ
月
前
に
発
行
さ
れ
た
『
科
学
戦
争
』
を
挙
げ
る
。

１
１

こ
の
本
の
著
者
、
小
山
勝
清
は
柳
田
國
男
に
師
事
し
た
小
説
家
で
あ
る
。
第
６
章
「
空
中
戦
争
」

の
一
文
を
引
く
。 

１
２

　
わ
が
国
民
は
、
長
い
間
空
軍
に
対
し
て
冷
た
ん
、
無
識
で
あ
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
満
州
事

変
上
海
事
変
に
お
い
て
、
皇
国
空
軍
の
武
勲
を
目
の
あ
た
り
に
伝
え
聞
い
て
、
愕
然
と
し

て
、
そ
の
偉
力
に
目
ざ
め
、
国
民
の
航
空
思
想
は
、
急
速
度
に
深
ま
っ
た
。
し
か
し
幸
か
不

幸
か
国
民
は
空
襲
の
痛
快
を
知
っ
て
、
未
だ
空
襲
の
恐
怖
を
知
ら
な
い
。 

　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
終
わ
り
ま
で
、
日
本
で
は
陸
海
軍
が
そ
れ
ぞ
れ
に
航
空
隊
を
持
つ
編

成
を
取
り
、
空
軍
と
し
て
独
立
さ
せ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
空
軍
と
い
う
語
を
拘
泥
な
く
使
用

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
小
山
が
軍
事
の
専
門
家
で
は
な
い
こ
と
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

小
山
が
専
門
家
で
無
い
か
ら
こ
そ
、
当
時
の
国
民
が
戦
争
、
特
に
空
襲
に
つ
い
て
何
を
知
ろ
う
と

し
て
い
た
か
、
空
襲
リ
テ
ラ
シ
ー
の
内
実
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
同
じ
第
６
章
に
小
山
は

「
ど
う
し
て
帝
都
の
空
襲
を
防
ぐ
か
」
の
一
節
を
設
け
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 

１
３

万
一
、
日
米
が
戦
端
を
開
い
た
と
し
て
も
、
日
本
海
軍
は
大
平
洋
を
渡
っ
て
行
く
と
い
う
作

マ
マ

戦
は
と
ら
な
い
。
従
っ
て
、
わ
が
空
軍
も
、
米
大
陸
を
空
襲
し
よ
う
と
し
な
い
。 

　
が
、
そ
の
反
対
に
、
米
海
軍
が
、
大
平
洋
を
押
し
渡
り
、
サ
ラ
ト
ガ
な
ど
と
い
う
巨
大
な

マ
マ

飛
行
母
艦
に
飛
行
機
を
積
み
込
ん
で
、
わ
が
帝
都
空
襲
を
決
行
す
る
と
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。 

　
現
代
の
視
点
か
ら
歴
史
を
遡
っ
て
見
れ
ば
、
予
言
の
書
に
も
思
え
て
し
ま
う
内
容
だ
が
、
１
９

３
３
年
（
昭
和
８
年
）
の
段
階
で
す
で
に
本
土
空
襲
の
可
能
性
が
明
文
化
さ
れ
て
い
た
の
は
興
味

深
い
。
本
書
に
は
陸
軍
中
将
が
序
文
を
寄
せ
て
お
り
、
ま
た
１
９
３
６
年
（
昭
和
１
１
年
）
に
は

ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
子
供
向
け
に
書
き
直
さ
れ
た
『
少
年
科
学
未
来
戦
』
が
、
１
９
４
０
年
（
昭
和

１
４

１
５
年
）
に
は
國
民
書
院
か
ら
同
じ
『
科
学
戦
争
』
の
タ
イ
ト
ル
で
再
度
発
行
さ
れ
て
い
る
。
１
５

け
っ
し
て
、
発
禁
に
な
っ
た
書
物
で
も
、
埋
没
し
忘
れ
去
ら
れ
た
書
物
で
も
無
い
。
「
サ
ラ
ト

ガ
」
は
勿
論
実
在
し
た
ア
メ
リ
カ
の
空
母
の
名
前
で
、
１
９
３
５
年
（
昭
和
１
０
年
）
朝
日
新
聞

社
編
『
太
平
洋
の
空
中
争
覇
』
と
い
う
本
に
は
、
甲
板
上
に
複
葉
機
を
満
載
し
た
サ
ラ
ト
ガ
の
写

真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

１
６

　
で
は
、
空
襲
へ
の
認
識
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
開
戦
時
に
は
変
化
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

２
つ
目
の
例
と
し
て
、
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ
た
「
獨
逸
に
於
け
る
空
襲
と
防
空
」
と
い
う
講
演
を

挙
げ
る
。
開
戦
直
後
の
１
９
４
２
年
（
昭
和
１
７
年
）
１
月
３
１
日
、
電
気
学
会
及
び
照
明
学
会

両
支
部
連
合
講
演
会
に
招
待
さ
れ
た
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
建
築
学
教
室
・
濱
田
稔
博
士
か
ら
の

講
演
で
あ
り
、
同
年
６
月
号
の
電
気
学
会
誌
に
速
記
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
を
引
く
。 

１
７

私
は
昨
年
の
一
月
ベ
ル
リ
ン
に
著
き
ま
し
て
、
八
月
の
初
め
迄
主
と
し
て
独
伊
に
滞
在
し
彼

の
地
の
空
襲
と
防
空
を
視
察
し
て
居
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
今
日
は
大
体
独
逸
が
ど
ん
な
空
襲

を
受
け
て
居
る
か
、
又
そ
れ
を
ど
う
云
う
風
に
防
い
で
居
る
か
と
云
う
こ
と
を
お
話
し
申
上

げ
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
昨
今
我
が
国
で
は
大
東
亜
戦
争
の
最
中
に
あ
り
な
が
ら
、

一
向
空
襲
の
気
配
も
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
濱
田
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
空
襲
に
つ
い
て
「
要
は
結
局
都
市
が
焼
け
な
い
煉
瓦
造
家
屋
か
ら
出

来
て
居
る
」
こ
と
を
被
害
の
少
な
い
理
由
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
ま
た
「
昨
年
の
６
月
の
終
わ
り

迄
に
ベ
ル
リ
ン
に
落
ち
ま
し
た
焼
夷
弾
の
数
は
７
，
４
９
２
、
爆
弾
は
９
３
７
発
で
あ
り
ま
し

て
、
焼
夷
弾
の
方
が
数
か
ら
申
し
ま
す
な
ら
ば
約
７
〜
８
倍
」
と
具
体
的
な
数
字
を
挙
げ
、
焼
夷

弾
の
使
用
頻
度
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

　
一
方
で
日
本
に
つ
い
て
、
そ
の
時
点
で
は
傍
線
の
通
り
「
空
襲
の
気
配
も
な
い
」
と
し
な
が
ら

も
、
「
唯
遺
憾
な
の
は
都
市
が
非
常
に
貧
弱
で
あ
る
。
急
燃
性
の
都
市
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
点

が
洵
に
心
許
せ
な
い
」
と
の
危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。
濱
田
の
専
門
分
野
で
あ
る
と
い
う

マ
マ

こ
と
は
勿
論
だ
が
、
密
集
し
た
木
造
住
居
と
い
う
日
本
の
文
化
が
空
襲
に
対
し
脆
弱
で
あ
る
こ
と

が
、
早
期
に
認
識
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
当
時
の
言
説
の
い
く
つ
か
を
確
認
し
て
み
る
と
、
都
市
爆
撃
を
行
っ
た
加
害
側
の

視
点
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
は
い
る
が
、
戦
争
に
お
け
る
「
空
襲
」
の
有
効
性
と
、
日
本
も
そ
の
被

害
を
受
け
る
側
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機
意
識
は
、
広
く
国
民
に
共
有
さ
れ
て
い
た
と

言
え
る
。 

　
本
稿
で
は
太
宰
治
と
い
う
一
作
家
と
空
襲
に
つ
い
て
観
察
し
て
い
く
た
め
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

戦
争
に
お
け
る
日
本
の
空
襲
被
害
に
つ
い
て
の
記
述
が
主
と
な
る
が
、
日
本
は
満
州
事
変
、
日
中
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戦
争
か
ら
積
極
的
に
空
襲
を
採
り
入
れ
て
お
り
、
ウ
ェ
ル
ズ
の
言
う
「
古
来
文
明
国
の
戦
争
で
守

ら
れ
て
い
た
」
戦
闘
員
／
非
戦
闘
員
を
区
別
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
早
期
に
破
っ
た
国
の
一
つ
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
忘
れ
ず
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

　
三
．
『
十
二
月
八
日
』
　
ー 

太
宰
と
開
戦 

　
１
９
４
１
年
（
昭
和
１
６
年
）
１
２
月
８
日
、
日
本
時
間
の
午
前
２
時
、
日
本
陸
軍
は
英
領
マ

レ
ー
半
島
、
コ
タ
バ
ル
上
陸
。
同
、
午
前
３
時
、
日
本
海
軍
は
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
攻
撃
。
宣
戦
布
告

１
８

の
遅
れ
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
こ
の
日
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
開
始
さ
れ
た
。 

　
太
宰
治
は
こ
の
日
の
感
慨
を
主
題
に
二
編
の
小
説
を
綴
っ
て
い
る
。
一
つ
は
１
９
４
２
年
（
昭

和
１
７
年
）
元
日
発
行
の
『
新
潮
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
新
郎
』
で
あ
る
。
太
宰
本
人
と
思
し
き
主

１
９

人
公
の
視
点
で
、
当
時
の
日
常
生
活
が
書
か
れ
る
。 

我
慢
す
る
ん
だ
。
な
ん
で
も
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
米
と
野
菜
さ
え
あ
れ
ば
、
人
間
は
結
構
生

き
て
い
け
る
も
の
だ
。
日
本
は
、
こ
れ
か
ら
よ
く
な
る
ん
だ
。
ど
ん
ど
ん
よ
く
な
る
ん
だ
。

い
ま
、
僕
た
ち
が
じ
っ
と
我
慢
し
て
居
り
さ
え
す
れ
ば
、
日
本
は
必
ず
成
功
す
る
の
だ
。
僕

は
信
じ
て
い
る
の
だ
。
新
聞
に
出
て
い
る
大
臣
た
ち
の
言
葉
を
、
そ
の
ま
ま
全
部
、
そ
っ
く

り
信
じ
て
い
る
の
だ
。
思
う
存
分
に
や
っ
て
も
ら
お
う
じ
ゃ
な
い
か
。
い
ま
が
大
事
な
時
な

ん
だ
そ
う
だ
。
我
慢
す
る
ん
だ
。 

　
戦
後
の
視
点
か
ら
読
む
と
、
大
本
営
発
表
へ
の
皮
肉
と
も
読
め
て
し
ま
う
の
だ
が
、
あ
く
ま
で

も
開
戦
当
時
の
文
章
で
あ
り
太
宰
に
他
意
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
同
時
代
の
読
者
は
、
本
作
を

主
に
私
小
説
批
判
の
観
点
か
ら
論
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
新
郎
』
の
最
後
は
「
（
昭
和
十
六

２
０

年
十
二
月
八
日
之
を
記
せ
り
。
こ
の
朝
、
英
米
と
戦
端
ひ
ら
く
の
報
を
聞
け
り
。
）
」
と
結
ば
れ

て
い
る
が
、
こ
の
一
文
以
外
に
、
開
戦
と
結
び
つ
く
要
素
は
何
も
無
い
。 

　
も
う
一
つ
の
作
品
は
、
『
新
郎
』
発
行
の
１
ヶ
月
後
、
１
９
４
２
年
（
昭
和
１
７
年
）
２
月
１

日
発
行
の
『
婦
人
公
論
』
掲
載
の
『
十
二
月
八
日
』
。
こ
ち
ら
は
太
宰
の
妻
、
津
島
美
知
子
が
モ

２
１

デ
ル
と
思
し
き
、
日
本
の
と
あ
る
「
主
婦
」
の
視
点
か
ら
、
タ
イ
ト
ル
の
通
り
「
十
二
月
八
日
」

の
日
記
と
い
う
体
裁
で
、
開
戦
当
日
の
心
中
が
記
さ
れ
る
。 

本
当
に
、
此
の
親
し
い
美
し
い
日
本
の
土
を
、
け
だ
も
の
み
た
い
に
無
神
経
な
ア
メ
リ
カ
の

兵
隊
ど
も
が
、
の
そ
の
そ
歩
き
廻
る
な
ど
、
考
え
た
だ
け
で
も
、
た
ま
ら
な
い
。
此
の
神
聖

な
土
を
、
一
歩
で
も
踏
ん
だ
ら
、
お
前
た
ち
の
足
が
腐
る
で
し
ょ
う
。 

　
太
宰
は
「
日
本
の
ま
ず
し
い
家
庭
の
主
婦
」
の
口
を
借
り
て
米
兵
へ
の
敵
愾
心
を
顕
に
す
る

が
、
表
現
が
な
ん
と
も
非
科
学
的
で
幼
稚
で
あ
る
。
日
本
に
上
陸
し
た
ら
米
兵
の
足
が
腐
る
、
と

い
う
呪
詛
は
、
千
人
針
を
身
に
着
け
て
い
れ
ば
敵
の
弾
が
当
た
ら
な
い
と
す
る
信
仰
と
表
裏
一
体

で
は
な
い
か
。
し
か
も
、
あ
く
ま
で
現
代
の
視
点
か
ら
振
り
返
れ
ば
、
で
は
あ
る
が
、
日
本
の
国

土
を
「
の
そ
の
そ
歩
き
廻
る
」
米
兵
と
い
う
表
現
は
、
逆
説
的
に
そ
の
後
の
日
本
本
土
へ
の
上

陸
、
さ
ら
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
占
領
期
を
予
言
し
て
し
ま
っ
た
、
と
も
言
え
る
。
空
襲
へ
の
予
感

も
、
さ
ら
り
と
挿
入
さ
れ
る
。 

本
当
に
、
之
か
ら
は
、
隣
組
長
も
た
い
へ
ん
で
し
ょ
う
。
演
習
の
時
と
違
う
の
だ
か
ら
、
い

ざ
空
襲
と
い
う
時
な
ど
に
は
、
そ
の
指
揮
の
責
任
は
重
大
だ
。 

　
さ
り
げ
な
い
表
現
で
は
あ
る
が
、
開
戦
よ
り
以
前
に
空
襲
を
想
定
し
た
演
習
が
行
わ
れ
て
い
た

史
実
が
仄
め
か
さ
れ
て
お
り
、
関
東
防
空
演
習
の
実
施
な
ど
に
合
致
す
る
。 

御
主
人
は
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
な
ど
召
し
て
、
何
や
ら
い
さ
ま
し
い
格
好
で
玄
関
に
出
て
来
ら
れ

た
が
、
い
ま
ま
で
縁
の
下
に
蓆
を
敷
い
て
居
ら
れ
た
の
だ
そ
う
で
、 

む
し
ろ

「
ど
う
も
、
縁
の
下
を
這
い
ま
わ
る
の
は
敵
前
上
陸
に
劣
ら
ぬ
苦
し
み
で
す
。
こ
ん
な
汚
い

格
好
で
、
失
礼
。
」 

　
と
お
っ
し
ゃ
る
。
縁
の
下
に
蓆
な
ど
を
敷
い
て
一
体
、
ど
う
な
さ
る
の
だ
ろ
う
。
い
ざ
空

襲
と
い
う
時
、
這
い
込
も
う
と
い
う
の
か
し
ら
。
不
思
議
だ
。 

　
こ
こ
で
も
「
空
襲
」
に
は
「
い
ざ
」
が
付
く
。
「
不
思
議
だ
」
と
書
い
て
い
る
の
は
、
空
襲
の

場
合
は
隣
組
で
消
火
活
動
に
当
た
っ
て
い
る
か
ら
縁
の
下
に
は
逃
げ
込
ま
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う

疑
問
な
の
だ
ろ
う
か
。
逆
に
、
空
襲
の
場
合
は
防
空
壕
に
逃
げ
込
ん
で
い
る
は
ず
だ
か
ら
縁
の
下

に
は
逃
げ
込
ま
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
疑
問
な
の
だ
ろ
う
か
。
小
説
の
記
述
だ
け
で
は
判
然
と
し

な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
作
品
で
は
「
防
空
壕
」
の
語
は
登
場
し
な
い
。
「
い
さ
ま
し
い
」

「
敵
前
上
陸
」
な
ど
の
語
が
並
ぶ
が
、
逆
に
牧
歌
的
と
も
読
め
る
銃
後
の
点
景
で
あ
る
。 

　
そ
の
日
、
幼
い
娘
を
連
れ
た
銭
湯
の
帰
り
、
灯
火
管
制
の
た
め
帰
路
が
暗
闇
に
な
っ
て
お
り
、

「
も
う
こ
れ
は
、
演
習
で
な
い
の
だ
」
と
緊
張
を
新
た
に
す
る
と
同
時
に
、
「
こ
れ
は
少
し
暗
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
正
直
な
疑
念
も
隠
さ
ず
に
独
白
さ
れ
る
。
小
さ
い
子
を
背
負
っ
て

難
儀
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
夫
が
通
り
か
か
り
、
小
説
は
終
わ
る
。 

　
同
じ
「
十
二
月
八
日
」
を
題
材
と
し
た
他
の
文
学
者
を
見
て
み
た
い
。
太
宰
と
並
び
、
戦
後
の

無
頼
派
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
坂
口
安
吾
だ
が
、
彼
は
開
戦
当
初
か
ら
空
襲
の
可
能
性
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を
明
確
に
書
い
て
お
り
、
対
照
的
で
あ
る
。
真
珠
湾
攻
撃
に
お
い
て
特
殊
潜
航
艇
に
乗
り
込
み
戦

死
し
た
９
名
と
、
安
吾
自
身
の
１
２
月
８
日
の
体
験
を
比
較
し
書
い
た
小
説
『
真
珠
』
の
中
に
、

２
２

次
の
一
節
が
見
え
る
。
安
吾
は
知
人
を
訪
ね
て
出
掛
け
た
先
の
小
田
原
に
て
、
商
店
街
の
電
柱
に

貼
ら
れ
た
新
聞
社
の
速
報
を
読
み
、
開
戦
の
報
に
触
れ
る
。 

必
ず
、
空
襲
が
あ
る
と
思
っ
た
。
敵
は
世
界
に
誇
る
大
型
飛
行
機
の
生
産
国
で
あ
る
。
四
方

に
基
地
も
持
っ
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
を
や
ら
れ
て
、
引
込
ん
で
い
る
筈
は
な
い
。
多
分
、
敵
機

の
編
隊
は
、
今
、
太
平
洋
上
を
飛
ん
で
い
る
。
果
し
て
東
京
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
か
。
汽
車
は
ど
の
鉄
橋
の
あ
た
り
で
不
通
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。 

　
空
襲
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
破
壊
と
そ
れ
に
起
因
す
る
移
動
の
制
約
ま
で
を
予
見
し
て
い
る
あ
た
り

に
安
吾
の
軍
事
的
セ
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
史
実
と
し
て
米
軍
が
日
本
本
土
を
爆
撃

す
る
の
は
、
開
戦
の
約
５
ヶ
月
後
、
１
９
４
２
年
（
昭
和
１
７
年
）
４
月
の
い
わ
ゆ
る
ド
ー
リ
ッ

ト
ル
空
襲
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
作
戦
で
使
用
さ
れ
た
爆
撃
機
Ｂ-

２
５
は
、
空

２
３

母
か
ら
発
艦
は
で
き
た
が
着
艦
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
空
母
ホ
ー
ネ
ッ
ト
が
可
能
な
限

り
日
本
の
近
海
ま
で
接
近
、
Ｂ-

２
５
は
日
本
本
土
へ
の
爆
撃
後
、
そ
の
ま
ま
北
西
に
飛
ん
で
中

国
に
脱
出
す
る
と
い
う
、
米
軍
と
し
て
も
ぎ
り
ぎ
り
の
作
戦
計
画
で
あ
っ
た
。
実
際
、
１
６
機
８

０
名
の
搭
乗
員
の
う
ち
、
不
時
着
時
の
死
亡
５
名
。
日
本
軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
８
名
の
う
ち
、
銃

殺
さ
れ
た
者
３
名
、
獄
中
死
１
名
。
他
に
ソ
連
軍
に
抑
留
さ
れ
た
者
５
名
（
後
に
帰
還
）
。 

　
航
空
機
の
航
続
距
離
と
い
っ
た
兵
器
の
性
能
や
戦
術
レ
ベ
ル
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
真
珠
湾
攻

撃
直
後
に
米
軍
機
が
太
平
洋
上
を
飛
ん
で
爆
撃
に
来
る
と
考
え
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
く
、
安

吾
の
本
土
空
襲
の
予
感
は
（
こ
の
時
点
で
は
）
杞
憂
に
過
ぎ
な
か
っ
た
訳
だ
が
、
前
章
で
見
た
通

り
、
米
国
の
航
空
戦
力
の
優
勢
は
国
民
に
も
喧
伝
さ
れ
て
お
り
、
防
空
演
習
を
通
し
て
国
民
の
危

機
意
識
を
高
め
て
い
た
事
実
が
背
景
に
あ
る
。 

　
安
吾
は
、
１
９
４
４
年
（
昭
和
１
９
年
）
２
月
号
掲
載
の
小
説
『
鉄
砲
』
に
お
い
て
織
田
信
長

の
鉄
砲
戦
術
の
近
代
性
を
讃
え
、
そ
の
末
尾
を
次
の
一
言
で
締
め
て
い
る
。 

２
４

飛
行
機
を
つ
く
れ
。
そ
れ
の
み
が
勝
つ
道
だ
。 

　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
報
に
触
れ
、
空
襲
を
通
り
越
し
て
敵
兵
の
上
陸
を
予
感
し
て
し

ま
っ
た
太
宰
と
、
即
座
に
敵
機
に
よ
る
空
襲
を
危
惧
し
た
安
吾
。
安
吾
は
一
貫
し
て
航
空
機
の
重

要
性
を
主
張
し
て
お
り
、
彼
と
比
較
す
れ
ば
太
宰
は
空
襲
そ
の
も
の
に
関
心
が
薄
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。 

　
四
．
『
お
伽
草
紙
』
　
ー 

太
宰
と
空
襲 

　
開
戦
時
に
は
、
太
宰
に
漠
た
る
不
安
を
抱
か
せ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
「
空
襲
」
は
、
戦
況
の
推

移
に
伴
い
現
実
の
脅
威
と
な
る
。
太
宰
は
、
三
鷹
の
自
宅
で
空
襲
に
遭
い
、
疎
開
先
の
甲
府
で
空

襲
に
遭
い
、
さ
ら
に
疎
開
し
た
青
森
の
生
家
で
も
空
襲
に
遭
う
。 

　
本
稿
の
冒
頭
に
引
い
た
太
宰
の
『
お
伽
草
紙
』
を
、
再
び
注
意
深
く
読
み
進
め
よ
う
。
「
前
書

き
」
に
登
場
す
る
「
父
」
を
必
ず
し
も
太
宰
本
人
と
し
て
読
む
必
要
は
無
い
の
だ
が
、
語
り
手
を

作
者
本
人
と
思
わ
せ
る
こ
と
で
偽
り
の
な
い
心
情
の
吐
露
で
あ
る
と
（
あ
る
か
の
よ
う
に
）
読
ま

せ
る
の
は
太
宰
の
常
套
手
段
で
あ
る
。
特
に
こ
の
作
品
で
は
、
「
浦
島
さ
ん
」
に
お
い
て
「
下
品

に
が
ぶ
が
ぶ
大
酒
を
飲
ん
で
素
性
の
悪
い
女
に
ひ
っ
か
か
り
、
親
兄
弟
の
顔
に
泥
を
塗
る
と
い
う

よ
う
な
荒
ん
だ
放
蕩
者
は
、
次
男
、
三
男
に
多
く
見
掛
け
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
」
な
ど
、
自
ら
の

私
生
活
と
の
接
点
を
思
わ
せ
ぶ
り
に
書
き
、
最
終
話
の
「
舌
切
雀
」
に
至
っ
て
は
文
章
中
に
「
太

宰
と
い
う
作
家
」
「
筆
者
（
太
宰
）
」
と
筆
名
を
そ
の
ま
ま
挿
入
す
る
こ
と
で
、
「
前
書
き
」
の

「
父
」＝

「
太
宰
治
」＝

「
津
島
修
治
」
と
い
う
読
み
を
確
定
さ
せ
て
い
る
。 

　
太
宰
の
家
族
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
前
提
で
「
前
書
き
」
を
再
確
認
す
れ
ば
、
太
宰

の
長
女
、
津
島
園
子
は
１
９
４
１
年
（
昭
和
１
６
年
）
６
月
７
日
生
ま
れ
、
長
男
、
津
島
正
樹
は

１
９
４
４
年
（
昭
和
１
９
年
）
８
月
１
０
日
生
ま
れ
。
『
お
伽
草
紙
』
「
前
書
き
」
の
執
筆
時
期

は
１
９
４
５
年
（
昭
和
２
０
年
）
３
月
と
さ
れ
、
園
子
３
歳
９
ヶ
月
、
正
樹
７
ヶ
月
。
当
時
の
数

２
５

え
年
で
い
え
ば
、
「
五
歳
の
女
の
子
」
「
二
歳
の
男
の
子
」
は
、
現
実
の
津
島
家
の
家
族
構
成
に

性
別
、
年
齢
と
も
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

　
三
鷹
に
お
け
る
津
島
家
の
空
襲
警
報
の
際
の
様
子
は
、
『
春
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
随
筆
に
も

書
か
れ
て
い
る
。
『
春
』
は
１
９
４
５
年
（
昭
和
２
０
年
）
の
３
月
初
旬
、
『
お
伽
草
紙
』
執
筆

の
直
前
に
書
か
れ
た
三
枚
の
小
品
だ
が
、
掲
載
予
定
の
雑
誌
が
戦
災
で
発
行
さ
れ
ず
お
蔵
入
り
と

な
り
、
太
宰
の
死
後
、
未
発
表
遺
稿
と
し
て
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
が
『
お
伽

２
６

草
紙
』
の
「
前
書
き
」
と
類
似
す
る
が
、
こ
ち
ら
に
は
軽
微
な
が
ら
空
襲
の
被
害
が
描
か
れ
る
。 

２
７

敵
機
来
襲
の
時
に
は
、
妻
が
下
の
男
の
子
を
背
負
い
、
私
は
上
の
女
の
子
を
抱
い
て
、
防
空

壕
に
飛
び
込
み
ま
す
。
先
日
、
に
わ
か
に
敵
機
が
降
下
し
て
来
て
、
す
ぐ
近
く
に
爆
弾
を
落

し
、
防
空
壕
に
飛
び
込
む
ひ
ま
も
な
く
、
家
族
は
二
組
に
わ
か
れ
て
押
入
れ
に
も
ぐ
り
込
み

ま
し
た
が
、
ガ
チ
ャ
ン
と
、
も
の
の
こ
わ
れ
る
音
が
し
て
、
上
の
女
の
子
が
、
や
あ
、
ガ
ラ

ス
が
こ
わ
れ
た
と
、
恐
怖
も
何
も
感
じ
な
い
様
子
で
、
無
心
に
騒
ぎ
、
敵
機
が
去
っ
て
か

ら
、
も
の
音
の
し
た
方
へ
行
っ
て
み
る
と
、
や
っ
ぱ
り
、
三
畳
間
の
窓
ガ
ラ
ス
一
枚
こ
わ
れ

て
い
ま
し
た
。 
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「
私
」
は
震
え
る
手
で
ガ
ラ
ス
の
破
片
を
拾
い
、
窓
は
油
紙
で
補
修
す
る
が
、
紙
の
綺
麗
な
方

を
内
向
き
に
付
け
て
し
ま
っ
た
た
め
妻
に
あ
べ
こ
べ
だ
、
と
指
摘
さ
れ
苦
笑
す
る
。
直
近
に
空
襲

を
受
け
た
と
書
い
て
い
な
が
ら
、
ど
こ
か
呑
気
な
印
象
が
拭
え
な
い
。
同
じ
時
期
、
２
月
２
８
日

付
け
櫻
井
均
宛
て
葉
書
に
も
「
ガ
ラ
ス
一
枚
、
米
機
に
こ
わ
さ
れ
ま
し
た
。
大
い
に
テ
キ
ガ
イ
心

に
燃
え
ま
し
た
」
と
書
い
て
い
る
が
、
あ
ま
り
本
気
に
と
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
い
か
に

２
８

軽
微
な
被
害
と
は
い
え
、
『
春
』
が
予
定
通
り
出
版
さ
れ
て
い
た
の
な
ら
、
発
行
前
に
検
閲
で
書

き
直
し
を
さ
せ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
原
稿
が
未
発
表
の
ま
ま
残
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
あ

る
意
味
、
示
準
化
石
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
う
る
の
で
は
な
い
か
。
太
宰
は
『
春
』
脱
稿
後
に

す
ぐ
『
お
伽
草
紙
』
に
着
手
、
そ
し
て
３
月
１
０
日
に
東
京
大
空
襲
を
迎
え
る
。
未
明
に
飛
来
し

た
３
０
０
機
以
上
の
Ｂ-
２
９
か
ら
焼
夷
弾
が
落
と
さ
れ
、
一
晩
で
の
死
者
は
１
０
万
人
を
超
え

た
と
さ
れ
る
。
家
屋
約
２
６
万
戸
を
焼
失
、
１
０
０
万
人
以
上
が
罹
災
。
太
宰
は
三
鷹
か
ら
、
東

２
９

の
空
が
真
っ
赤
に
染
ま
る
有
様
を
見
て
動
揺
し
て
い
た
と
い
う
。
４
月
２
日
、
三
鷹
で
空
襲
に
遭

３
０

い
、
先
に
逃
し
た
妻
子
を
追
う
よ
う
な
形
で
甲
府
に
疎
開
。
６
月
末
に
は
『
お
伽
草
紙
』
脱
稿
。

７
月
６
日
、
甲
府
が
大
規
模
な
空
襲
の
被
害
に
遭
う
。
山
内
祥
史
が
『
甲
府
市
制
六
十
年
史
』
か

ら
引
い
た
と
こ
ろ
に
拠
れ
ば
、
こ
の
日
の
空
襲
で
死
者
・
行
方
不
明
者
１
，
１
２
７
名
、
甲
府
の

全
戸
数
約
２
万
６
千
戸
の
内
、
６
９
％
が
全
焼
し
た
。 

３
１

　
こ
の
よ
う
に
直
接
、
間
接
に
繰
り
返
し
空
襲
の
被
害
に
遭
い
な
が
ら
も
、
太
宰
は
『
お
伽
草

紙
』
「
前
書
き
」
を
手
直
し
し
な
か
っ
た
。
時
系
列
か
ら
考
え
れ
ば
、
逆
に
、
『
春
』
に
書
か
れ

た
敵
機
の
影
、
ガ
ラ
ス
一
枚
の
被
害
体
験
を
「
前
書
き
」
か
ら
削
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。 

　
太
宰
が
、
空
襲
被
害
に
関
し
て
無
言
を
貫
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
無
い
。
戦
後
、
単
行
本
に

収
録
さ
れ
た
『
薄
明
』
で
は
、
甲
府
の
空
襲
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ
る
。 

３
２

空
襲
警
報
と
同
時
に
、
れ
い
の
爆
音
が
大
き
く
聞
え
て
、
た
ち
ま
ち
四
辺
が
明
る
く
な
っ

た
。
焼
夷
弾
攻
撃
が
は
じ
ま
っ
た
の
だ
。 

　
警
報
く
ら
い
で
は
ペ
ン
は
置
か
ぬ
、
な
ど
と
悠
長
に
構
え
て
い
る
暇
は
無
い
。
「
れ
い
の
爆

い
と
ま

音
」
、
多
く
の
日
本
人
の
耳
に
残
り
恐
怖
と
と
も
に
刻
ま
れ
た
空
襲
の
轟
音
を
、
太
宰
も
ま
た
聞

い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
中
で
は
、
現
実
の
甲
府
の
空
襲
で
『
お
伽
草
紙
』
原
稿
や
後
述

す
る
木
村
庄
助
の
日
記
の
一
部
な
ど
を
持
ち
出
し
た
こ
と
な
ど
は
、
一
切
書
か
れ
な
い
。 

私
は
失
明
の
子
供
を
背
負
っ
た
。
妻
は
下
の
男
の
子
を
背
負
い
、
共
に
敷
蒲
団
一
枚
ず
つ
か

か
え
て
走
っ
た
。
途
中
二
、
三
度
、
路
傍
の
ど
ぶ
に
退
避
し
、
十
丁
ほ
ど
行
っ
て
や
っ
と
田

圃
に
出
た
。
麦
を
刈
り
取
っ
た
ば
か
り
の
畑
に
蒲
団
を
ひ
い
て
、
腰
を
下
ろ
し
、
一
息
つ
い 

て
い
た
ら
、
ざ
っ
と
頭
の
真
上
か
ら
火
の
雨
が
降
っ
て
来
た
。 

「
蒲
団
を
か
ぶ
れ
！
」 

　
ガ
ラ
ス
が
ガ
チ
ャ
ン
、
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
凄
ま
じ
い
緊
迫
感
で
あ
る
。
た
だ
し
、
子
供
が
二

人
と
も
流
行
性
結
膜
炎
に
罹
っ
て
い
た
の
は
空
襲
で
家
を
焼
け
出
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
、
演
出
さ

３
３

れ
た
緊
迫
感
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。 

蒲
団
を
は
ね
の
け
て
上
半
身
を
起
こ
し
て
み
る
と
、
自
分
の
身
の
ま
わ
り
は
火
の
海
で
あ

る
。 

「
お
い
、
起
き
て
消
せ
、
消
せ
！
」
と
私
は
妻
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
附
近
に
伏
し
て
い
る

人
た
ち
皆
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
こ
と
さ
ら
に
大
声
で
叫
び
、
か
ぶ
っ
て
い
た
蒲
団
で
、
周
囲

の
火
焔
を
片
端
か
ら
お
さ
え
て
行
っ
た
。 

　
こ
の
、
次
々
に
焼
夷
剤
の
炎
を
消
し
て
回
っ
た
と
い
う
下
り
は
、
戦
後
の
発
表
と
は
い
え
あ
ま

り
感
心
出
来
な
い
。
防
空
法
は
２
回
改
正
さ
れ
、
開
戦
直
前
の
改
正
で
は
「
空
襲
ニ
因
リ
建
築
物

３
４

ニ
火
災
ノ
危
険
ヲ
生
ジ
タ
ル
ト
キ
ハ
」
「
之
ガ
応
急
防
火
ヲ
為
ス
ベ
シ
」
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ

が
「
逃
げ
る
な
、
火
を
消
せ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
り
、
被
災
時
に
避
難
を
許
さ
な
い
空
気
を
醸

成
し
て
い
っ
た
。
『
薄
明
』
発
表
時
に
は
当
然
、
防
空
法
は
そ
の
効
力
を
失
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
太
宰
は
身
を
挺
し
て
の
消
火
活
動
を
記
録
（
あ
る
い
は
創
作
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
共
に
避
難
し
た
津
島
美
知
子
は
、
『
回
想
の
太
宰
治
』
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

３
５

　
小
学
校
の
校
庭
に
続
く
草
原
ま
で
逃
げ
て
一
息
つ
い
た
。 

　
市
街
は
さ
か
ん
に
燃
え
て
い
た
が
、
こ
の
草
原
に
は
同
じ
よ
う
な
避
難
者
が
影
の
よ
う
に

う
ご
め
い
て
い
た
。
太
宰
は
し
き
り
に
草
に
落
ち
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
燃
え
上
が
っ
て
消
え
、

ま
た
燃
え
移
る
火
を
、
蒲
団
で
た
た
い
て
消
し
て
い
た
が
、
こ
の
安
全
地
帯
で
、
小
さ
な
弱

い
火
を
気
に
し
て
消
そ
う
と
す
る
人
は
、
ほ
か
に
な
か
っ
た
。 

　
『
薄
明
』
の
空
襲
体
験
の
う
ち
、
焼
夷
剤
の
消
火
活
動
は
太
宰
の
創
作
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。
逆
説
的
に
、
創
作
を
加
え
な
け
れ
ば
伝
え
切
れ
な
い
よ
う
な
緊
迫
感
を
、
太
宰
も
体
験
し
て

い
た
、
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
で
も
、
太
宰
は
『
お
伽
草
紙
』
の
「
前
書
き
」
に
つ

い
て
は
書
き
改
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
甲
府
空
襲
で
持
ち
出
さ
れ
た
原
稿
は
、
見

舞
い
に
き
た
小
山
清
に
託
さ
れ
、
７
月
１
３
日
、
筑
摩
書
房
に
届
け
ら
れ
た
。
『
お
伽
草
紙
』
は

３
６

小
説
で
あ
り
、
元
よ
り
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
戦
争
体
験
を
伝
え
る
こ
と
が
目
的
の
文
章
で
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は
な
い
。
太
宰
に
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
の
方
が
重
要
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
竜
宮
や
雀
の
お
宿
と
同
じ
く
、
妻
の
愚
痴
し
か
聞
こ
え
て
こ
な
い
防
空
壕
と
い
う
の

も
、
太
宰
の
創
作
に
よ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

　
そ
し
て
、
作
品
中
に
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
に
こ
そ
意
味
が
あ
る
、
と
い
う
の
が
『
お
伽
草

紙
』
の
面
白
さ
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
太
宰
は
「
前
書
き
」
で
娘
に
読
み
聞
か
せ
る
絵
本
と
し
て

「
桃
太
郎
、
カ
チ
カ
チ
山
、
舌
切
雀
、
瘤
取
り
、
浦
島
さ
ん
な
ど
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
第
４
話

の
「
舌
切
雀
」
に
至
っ
て
、
太
宰
は
「
日
本
一
は
お
ろ
か
日
本
二
も
三
も
経
験
せ
ぬ
作
者
が
」
日

本
一
の
御
旗
を
掲
げ
る
桃
太
郎
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
、
な
ど
と
よ
く
分
か
ら
な
い
理
屈
を

滔
々
と
述
べ
、
「
私
の
桃
太
郎
」
を
断
念
し
た
と
宣
言
す
る
。
こ
の
思
わ
せ
ぶ
り
な
書
き
方
は
何

を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
著
者
は
、
芥
川
の
『
桃
太
郎
』
へ
の
誘
導
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
ま
た
後
日
、
稿
を
改
め
た
い
。 

　
『
お
伽
草
紙
』
は
激
化
す
る
内
地
爆
撃
の
中
、
そ
の
紙
原
稿
と
い
う
物
理
的
実
体
も
、
そ
の
作

者
の
生
命
も
家
族
の
生
命
も
、
辛
く
も
空
襲
か
ら
逃
れ
得
た
た
め
に
奇
跡
的
に
成
立
し
た
。
と
は

い
え
、
単
行
本
の
刊
行
は
１
９
４
５
年
（
昭
和
２
０
年
）
１
０
月
、
敗
戦
か
ら
す
で
に
２
ヶ
月
が

３
７

経
過
し
て
い
た
。 

　
五
．
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
　
ー 

太
宰
と
終
戦 

　
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
と
い
う
作
品
は
、
そ
の
成
立
ま
で
に
紆
余
曲
折
を
辿
っ
て
い
る
。
そ
し

は
こ

て
、
そ
の
複
雑
な
成
立
過
程
の
背
景
に
も
や
は
り
「
空
襲
」
が
存
在
し
て
い
る
。 

　
作
品
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
の
は
、
太
宰
に
私
淑
し
て
い
た
一
愛
読
者
、
木
村
庄
助
の
病
床
日
記

で
あ
る
。
木
村
は
当
時
不
治
の
病
と
考
え
ら
れ
て
い
た
結
核
を
患
い
、
療
養
を
続
け
な
が
ら
小
説

を
執
筆
し
て
い
た
。
太
宰
と
文
通
し
た
葉
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

３
８

　
拝
復
　
け
さ
い
た
だ
い
た
長
い
お
手
紙
に
対
し
て
、
た
い
へ
ん
簡
単
な
御
返
事
を
致
し
ま

す
。
お
ゆ
る
し
下
さ
い
。
貴
兄
の
文
学
が
見
込
み
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
貴
兄
が
こ
れ
か

ら
、
も
う
五
年
、
自
重
の
御
生
活
を
な
さ
っ
て
か
ら
、
お
答
え
致
し
ま
す
。
ち
ゃ
ん
と
お
約

束
い
た
し
ま
す
。
私
も
、
そ
れ
ま
で
は
生
き
て
お
り
ま
す
。 

　
お
か
ら
だ
が
、
お
わ
る
い
由
、
御
回
復
を
祈
っ
て
居
り
ま
す
。
欺
か
ざ
る
の
日
記
を
、
お

か
ら
だ
に
無
理
で
な
い
程
度
に
、
書
い
て
お
ら
れ
る
と
よ
い
。
御
母
堂
を
、
お
大
事
に
な
さ

い
。
私
か
ら
、
お
願
い
し
ま
す
。 

　
開
戦
前
の
１
９
４
０
年
（
昭
和
１
５
年
）
８
月
２
日
付
、
太
宰
が
木
村
庄
助
に
書
い
た
返
信
の 

葉
書
で
あ
る
。
「
も
う
五
年
」
と
、
後
か
ら
考
え
れ
ば
開
戦
か
ら
敗
戦
ま
で
を
予
言
し
た
よ
う
な

表
現
で
あ
る
。
文
面
か
ら
、
太
宰
か
ら
の
最
初
の
返
信
と
思
わ
れ
る
。
「
欺
か
ざ
る
の
日
記
」
と

は
何
だ
ろ
う
か
。
い
き
な
り
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
創
作
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
自
身
の
生
活
を

あ
り
の
ま
ま
に
観
察
し
あ
り
の
ま
ま
に
記
録
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
さ
い
、
と
い
う
太
宰
な
り

の
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
木
村
庄
助
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
の
自

分
語
り
の
中
に
、
な
に
が
し
か
、
若
さ
ゆ
え
の
誇
張
を
敏
感
に
感
じ
と
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

　
木
村
庄
助
は
一
旦
は
退
院
で
き
る
ほ
ど
に
回
復
し
た
が
、
病
状
が
再
び
悪
化
し
入
院
、
１
９
４

３
年
（
昭
和
１
８
年
）
５
月
１
３
日
、
カ
ル
モ
チ
ン
嚥
下
に
よ
る
自
殺
。
２
２
歳
で
あ
っ
た
。
遺

書
に
は
日
記
を
太
宰
に
送
る
よ
う
に
と
書
か
れ
て
お
り
、
遺
志
に
従
い
１
２
冊
に
及
ぶ
日
記
が
訃

報
と
と
も
に
太
宰
に
送
付
さ
れ
る
。 

３
９

日
記
は
た
し
か
に
大
事
に
お
預
り
申
上
げ
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
拝
読
し
て
個
人
の
御
遺
志
に
添

い
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
同
年
７
月
１
１
日
付
で
木
村
庄
助
の
父
、
木
村
重
太
郎
に
宛
て
た
太
宰
の
手
紙
の
一
節
で
あ

る
。
な
お
、
太
宰
が
木
村
庄
助
の
自
死
を
知
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
病
死
と
思
っ
た
か
ど
う
か

４
０は

、
こ
の
手
紙
の
文
面
だ
け
で
は
判
別
し
難
い
。 

　
奥
野
健
男
は
新
潮
文
庫
版
の
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
の
解
説
で
「
『
雲
雀
の
声
』
『
パ
ン
ド
ラ
の

匣
』
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
の
は
昭
和
十
八
年
に
肺
結
核
で
死
去
し
た
木
村
庄
助
氏
の
日
記
で

あ
る
」
と
し
て
い
る
。
全
集
に
拠
れ
ば
、
木
村
庄
助
の
実
弟
、
木
村
重
信
が
『
太
宰
治
と
兄
』
の

４
１

中
に
自
殺
の
事
実
を
発
表
し
た
の
が
１
９
７
３
年
（
昭
和
４
８
年
）
７
月
発
行
の
『
季
刊
芸
術
』

第
２
６
号
、
奥
野
健
男
の
解
説
の
末
尾
に
は
「
昭
和
四
十
八
年
七
月
、
文
芸
評
論
家
」
と
あ
る
か

４
２

ら
、
全
く
の
同
時
期
で
あ
る
。
奥
野
健
男
は
こ
の
解
説
を
書
い
た
時
点
で
は
木
村
庄
助
の
自
殺
の

事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

死
と
直
面
し
、
迫
り
来
る
死
に
お
び
え
な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
生
き
よ
う
と
闘
い
、
明
る
く

そ
の
日
、
そ
の
日
を
せ
い
い
っ
ぱ
い
生
き
た
主
人
公
に
、
か
つ
て
何
度
も
自
殺
を
図
り
、
そ

し
て
よ
う
や
く
、
つ
つ
ま
し
く
も
け
な
げ
に
生
き
て
い
く
こ
と
の
尊
さ
を
知
っ
た
中
期
の
太

宰
は
、
深
い
衝
撃
を
覚
え
た
に
違
い
な
い
。 

　
病
床
に
あ
り
な
が
ら
文
学
を
志
す
純
粋
な
青
年
の
日
記
に
、
か
つ
て
自
殺
願
望
を
抱
い
て
い
た

太
宰
が
心
動
か
さ
れ
る
、
と
い
う
構
図
で
こ
の
作
品
を
解
釈
し
て
い
る
（
そ
の
せ
い
か
、
奥
野
健

男
の
本
作
へ
の
評
価
は
辛
口
で
あ
る
）
。
太
宰
本
人
は
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
か
。
日
記
が
太
宰
に
託
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さ
れ
た
経
緯
や
日
記
の
内
容
に
も
目
を
通
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
太
宰
に
は
あ
る
程
度
の
予
想

は
、
つ
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。 

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
木
村
庄
助
の
日
記
を
素
材
と
し
、
『
雲
雀
の
聲
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
書
き

下
ろ
し
作
品
が
完
成
し
た
。
津
島
美
知
子
の
回
想
に
拠
れ
ば
、
小
山
書
店
か
ら
出
版
予
定
と
し
て

同
年
１
０
月
末
に
約
２
０
０
枚
を
脱
稿
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
か
ら
出
版
許
可
が
下
り
る

４
３

ま
で
約
１
年
近
い
時
間
が
掛
か
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。 

　
当
時
、
有
効
な
治
療
薬
が
無
く
「
亡
国
病
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
結
核
は
、
国
の
重
工
業
化
を
背

景
と
す
る
工
場
勤
務
や
軍
隊
へ
の
徴
兵
な
ど
に
よ
る
集
団
感
染
が
原
因
と
な
り
、
１
９
３
２
年
か

ら
１
９
４
４
年
の
統
計
で
は
、
２
０
〜
２
４
歳
男
性
の
結
核
死
亡
率
が
急
激
に
上
昇
し
て
い
る
と

い
う
。
若
い
男
性
の
罹
患
は
徴
兵
に
影
響
し
、
一
方
、
戦
地
に
お
け
る
不
衛
生
や
栄
養
不
良
が
新

４
４

た
な
結
核
感
染
者
を
発
生
さ
せ
る
と
い
う
悪
循
環
が
あ
っ
た
。
軍
、
あ
る
い
は
政
府
に
と
っ
て
、

４
５

結
核
は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
話
題
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
１
９
４
１
年
（
昭
和
１
６
年
）
１
１
月
、
文

士
徴
用
の
た
め
身
体
検
査
を
受
け
た
太
宰
は
肺
浸
潤
に
よ
り
免
除
。
軍
に
と
っ
て
、
太
宰
の
『
雲

４
６

雀
の
聲
』
は
、
結
核
患
者
が
結
核
患
者
を
書
い
た
小
説
、
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。 

　
そ
れ
で
も
よ
う
や
く
許
可
が
下
り
い
よ
い
よ
発
行
と
な
っ
た
１
９
４
４
年
（
昭
和
１
９
年
）
１

１
月
末
、
空
襲
に
よ
り
神
田
の
印
刷
所
が
全
焼
、
原
稿
も
焼
失
し
て
し
ま
う
。
た
ま
た
ま
、
本
作

の
映
画
化
を
企
画
し
て
い
た
山
下
良
三
に
校
正
刷
り
を
渡
し
て
お
り
、
こ
の
校
正
稿
を
元
に
、
戦

後
、
新
聞
へ
の
連
載
小
説
と
し
て
書
き
直
さ
れ
た
も
の
が
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
な
の
で
あ
る
。
本

作
は
主
人
公
か
ら
親
友
へ
の
１
３
通
の
手
紙
か
ら
な
る
と
い
う
構
成
を
採
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ

の
手
紙
は
新
聞
連
載
の
た
め
数
節
に
分
か
れ
て
い
る
。
連
載
１
回
は
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
４
枚

に
相
当
す
る
。
以
下
、
全
集
を
元
に
そ
れ
ぞ
れ
の
手
紙
に
付
け
ら
れ
た
タ
イ
ト
ル
、
連
載
回
数
、

（
小
説
の
設
定
上
の
）
手
紙
の
日
付
を
ま
と
め
る
。
日
付
は
手
紙
の
末
尾
に
書
か
れ
る
た
め
、
新

聞
小
説
の
読
者
に
は
、
連
載
の
複
数
回
に
一
度
、
小
説
内
の
日
時
の
進
行
が
遡
っ
て
示
さ
れ
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
１
の
手
紙
の
末
尾
に
「
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
五
日
」
と
あ
り
、
そ
の

後
、
年
号
は
示
さ
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
著
者
が
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
改
め
た
。 

　
第
１
の
手
紙
　
　
幕
ひ
ら
く
　

　
４
回
　
昭
和
２
０
年
　
８
月
２
５
日 

　
第
２
の
手
紙
　
　
健
康
道
場
　

　
５
回
　

　
９
月
　
３
日 

　
第
３
の
手
紙
　
　
鈴
虫
　
　

　
３
回
　

　
９
月
　
７
日 

　
第
４
の
手
紙
　
　
死
生
　
　

　
４
回
　

　
９
月
　
８
日 

　
第
５
の
手
紙
　
　
マ
ア
坊
　
　

　
６
回
　

　
９
月
１
６
日 

　
第
６
の
手
紙
　
　
衛
生
に
つ
い
て
　
３
回
　

　
９
月
２
２
日 

　
第
７
の
手
紙
　
　
コ
ス
モ
ス
　
　
　
４
回
　

　
９
月
２
６
日 

　
第
８
の
手
紙
　
　
妹
　

　
４
回
　

　
１
０
月
　
５
日 

　
第
９
の
手
紙
　
　
試
練
　

　
８
回
　

　
１
０
月
　
７
日 

　
第
１
０
の
手
紙
　
固
パ
ン
　
　

　
５
回
　

　
１
０
月
１
４
日 

　
第
１
１
の
手
紙
　
口
紅
　
　

　
５
回
　

　
１
０
月
２
０
日 

　
第
１
２
の
手
紙
　
花
宵
先
生
　

　
７
回
　

　
１
０
月
２
９
日 

　
第
１
３
の
手
紙
　
竹
さ
ん
　
　

　
６
回
　

　
１
２
月
　
９
日 

　
全
部
で
６
４
回
に
渡
る
連
載
で
あ
っ
た
。
太
宰
に
連
載
を
依
頼
し
た
河
北
新
報
出
版
部
の
村
上

辰
雄
は
「
九
月
三
十
日
、
「
作
者
の
言
葉
」
と
一
緒
に
、
二
十
回
分
八
十
枚
近
く
の
「
パ
ン
ド
ラ

の
匣
」
が
送
稿
さ
れ
た
」
「
十
月
十
八
日
、
第
二
回
送
稿
は
四
十
回
ま
で
」
「
十
一
月
九
日
、
第

三
回
目
の
送
稿
を
受
け
た
」
と
し
、
山
内
祥
史
も
そ
の
通
り
に
年
譜
に
載
せ
て
い
る
が
、
「
二
十

４
７

４
８

回
」
と
い
う
数
字
を
額
面
通
り
に
受
け
取
っ
て
計
算
す
る
と
、
作
中
の
手
紙
の
途
中
で
寸
断
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
お
そ
ら
く
は
第
５
の
手
紙
ま
で
の
２
２
回
、
第
６
か
ら
第
９
の
手
紙
ま
で
の
１

９
回
、
あ
と
第
１
０
の
手
紙
以
降
の
残
り
２
３
回
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
、
著
者
は

勝
手
に
推
測
し
て
い
る
。
新
聞
連
載
に
挿
絵
を
描
い
た
恩
地
孝
四
郎
が
「
お
作
二
十
回
を
一
気
に

愉
快
に
一
晩
で
読
み
ま
し
た
」
な
ど
と
証
言
し
、
津
島
美
知
子
も
村
上
辰
雄
の
言
を
引
い
て
支
持

４
９

し
た
た
め
「
二
十
回
」
が
説
得
力
を
得
た
の
だ
ろ
う
が
、
意
識
的
に
書
簡
体
を
採
っ
て
い
る
連
載

小
説
で
、
キ
リ
が
い
い
数
字
ま
で
原
稿
が
書
け
た
か
ら
新
聞
社
に
送
ろ
う
、
な
ど
と
考
え
る
も
の

だ
ろ
う
か
。 

　
な
ぜ
、
送
付
し
た
原
稿
の
枚
数
な
ど
に
拘
わ
る
の
か
。
著
者
の
関
心
は
、
『
雲
雀
の
声
』
か
ら

『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
へ
の
改
変
の
程
度
に
あ
る
。
村
上
辰
雄
か
ら
の
依
頼
が
あ
っ
た
際
、
太
宰
は

「
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
が
あ
る
ん
だ
。
Ｏ
書
店
か
ら
も
催
促
さ
れ
て
い
る
し
迷
っ
て
い

る
」
と
答
え
た
と
い
う
。
書
き
下
ろ
し
２
０
０
枚
の
校
正
稿
を
、
一
部
の
修
正
に
留
め
、
そ
の
ま

５
０

ま
書
き
下
ろ
し
と
し
て
単
行
本
化
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
タ
イ
ト
ル

も
変
え
別
の
作
品
と
し
て
書
き
直
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ
は
新
聞
連
載
と
い
う
形
態
へ
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
意
欲
、
も
う
一
つ
は
敗
戦
を
迎
え
て
の
思
想
表
現
の
変
化
、
お
そ
ら
く
は
後
半
、
「
越

後
獅
子
」
に
語
ら
せ
る
「
自
由
思
想
」
の
辺
り
を
大
き
く
改
変
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

　
連
載
回
数
に
関
し
て
は
、
予
定
回
数
の
謎
も
あ
る
。
山
内
祥
史
は
当
初
１
２
０
回
の
約
束
だ
っ

た
と
し
、
そ
の
証
拠
に
井
伏
へ
の
手
紙
を
挙
げ
る
。
確
か
に
１
１
月
２
３
日
付
の
井
伏
宛
の
手
紙

５
１

の
中
に
は
、
「
新
聞
小
説
は
じ
め
て
み
た
ら
、
思
い
の
ほ
か
面
白
く
無
く
、
百
二
十
回
の
約
束
で

し
た
が
、
六
十
回
で
や
め
る
つ
も
り
で
す
」
の
一
文
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
手
紙
の
日
付
は
村

上
辰
雄
へ
の
最
後
の
原
稿
到
着
（
１
１
月
９
日
）
よ
り
２
週
間
も
後
、
「
や
め
る
つ
も
り
」
も
な

に
も
、
す
で
に
６
４
回
ま
で
の
原
稿
で
物
語
を
き
れ
い
に
締
め
く
く
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
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に
、
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
手
紙
の
文
章
を
真
に
受
け
た
奥
野
健
男
は
、
新
潮
文
庫
の
解
説
に
次
の

よ
う
に
書
い
て
し
ま
う
。 

５
２

　
大
き
な
野
心
を
も
っ
て
書
き
出
し
た
小
説
で
あ
る
が
、
書
き
進
む
に
つ
れ
て
次
第
に
む
な

し
い
つ
ま
ら
な
い
気
持
ち
に
な
り
、
連
載
を
は
や
目
に
き
り
あ
げ
完
結
さ
せ
る
。 

　
な
に
よ
り
、
手
紙
の
主
は
太
宰
で
あ
る
。
「
六
十
回
で
や
め
る
つ
も
り
」
が
嘘
な
の
だ
か
ら
、

「
百
二
十
回
の
約
束
」
も
「
面
白
く
無
く
」
も
眉
唾
で
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
９
月
２
３
日

付
、
田
中
英
光
宛
て
の
手
紙
で
は
「
百
回
く
ら
い
で
カ
ン
ベ
ン
し
て
も
ら
う
つ
も
り
」
と
あ
る
。

５
３

手
紙
の
時
期
も
異
な
る
が
、
太
宰
は
、
師
匠
に
あ
た
る
井
伏
鱒
二
と
弟
子
に
あ
た
る
田
中
光
英
と

で
、
鯖
の
読
み
方
を
変
え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
一
方
で
、
１
０
月
（
ま
た
は
９
月
）
２
９
日

付
、
高
田
新
宛
て
の
手
紙
で
は
「
た
だ
い
ま
新
聞
小
説
に
追
わ
れ
て
、
十
一
月
中
頃
ま
で
は
他
の

仕
事
に
手
が
出
そ
う
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
、
執
筆
期
間
の
見
積
も
り
が
か
な
り
正
確
に
書
か
れ

て
い
る
。 

５
４

　
そ
も
そ
も
依
頼
し
た
村
上
辰
雄
は
「
「
三
百
枚
書
き
下
し
だ
よ
」
と
い
え
ば
「
い
や
、
二
百
枚

と
い
う
と
こ
ろ
か
な
。
丁
度
、
今
年
い
っ
ぱ
い
に
終
わ
る
と
い
う
幕
切
れ
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か

-

」
と
太
宰
君
の
作
意
は
大
い
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
」
と
振
り
返
り
、
当
初
か
ら
予
定
さ
れ
た
枚

５
５

数
、
期
間
で
あ
っ
た
よ
う
に
太
宰
と
の
や
り
と
り
を
記
し
て
い
る
（
も
っ
と
も
、
二
百
枚＝

五
十

回
と
計
算
し
て
し
ま
う
と
今
度
は
実
際
の
連
載
回
数
に
足
り
な
く
な
る
の
だ
が
）
。
こ
の
や
り
と

り
は
１
９
４
８
年
８
月
発
行
、
「
東
北
文
學
」
「
特
集
　
追
想
の
太
宰
治
」
に
掲
載
さ
れ
た
『
終

戦
直
後
の
金
木
町
に
て
』
の
中
の
文
章
、
す
な
わ
ち
村
上
辰
雄
が
太
宰
の
入
水
を
知
っ
た
上
で
の

回
想
文
で
あ
る
。
記
憶
の
混
同
、
あ
る
い
は
記
憶
の
美
化
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。 

　
結
論
は
藪
の
中
で
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
作
品
が
全
て
と
も
言
え
る
。
著
者
は
『
パ
ン
ド
ラ
の

匣
』
を
読
み
直
し
て
、
尻
切
れ
ト
ン
ボ
と
も
、
逆
に
変
に
間
伸
び
し
て
い
る
と
も
感
じ
な
か
っ

た
。
も
し
も
倍
近
く
、
１
２
０
回
ま
で
連
載
を
無
理
に
引
き
伸
ば
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
駄
作
に

な
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。 

　
成
立
過
程
を
追
う
う
ち
に
、
か
な
り
脱
線
し
て
し
ま
っ
た
。
改
め
て
「
空
襲
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
本
作
を
見
れ
ば
、
連
載
第
３
回
目
、
第
１
の
手
紙
の
第
３
節
に
次
の
文
章
が
書
か
れ
て
い
る
。 

欧
州
に
於
い
て
は
ナ
チ
ス
の
全
滅
、
東
洋
に
於
い
て
は
比
島
決
戦
に
つ
い
で
沖
縄
決
戦
、
米

機
の
日
本
内
地
爆
撃
、
僕
に
は
兵
隊
の
作
戦
の
事
な
ど
ほ
と
ん
ど
何
も
わ
か
ら
ぬ
が
、
し
か

し
、
僕
に
は
若
い
敏
感
な
ア
ン
テ
ナ
が
あ
る
。 

　
重
箱
の
隅
で
は
あ
る
が
、
敢
え
て
指
摘
し
た
い
。
一
般
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
戦
況
の

推
移
と
し
て
は
、
「
内
地
爆
撃
」
に
次
い
で
「
沖
縄
決
戦
」
で
は
な
い
か
。
些
細
な
こ
と
で
は
あ

る
が
、
し
か
し
些
細
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
こ
こ
に
思
い
違
い
が
含
ま
れ
る
よ
う
で
は
「
僕
」
の
「
若

い
敏
感
な
ア
ン
テ
ナ
」
の
感
度
に
そ
も
そ
も
の
疑
念
を
持
た
れ
か
ね
な
い
。
連
載
当
時
に
想
定
し

た
で
あ
ろ
う
読
者
層
は
、
同
時
代
に
戦
争
を
体
験
し
た
若
者
や
大
人
た
ち
な
の
だ
か
ら
、
い
い
加

減
な
歴
史
は
書
け
な
い
は
ず
で
あ
る
。
実
際
の
戦
況
を
振
り
返
れ
ば
、 

５
６

　
１
９
４
１
年
１
２
月
　
真
珠
湾
奇
襲
攻
撃
、
マ
レ
ー
半
島
上
陸
、
開
戦 

　
１
９
４
２
年
　
２
月
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落 

　
４
月
　
日
本
本
土
へ
の
初
空
襲
（
ド
ー
リ
ッ
ト
ル
空
襲
） 

　
　
６
月
　
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦 

　
１
９
４
３
年
　
５
月
　
ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
全
滅 

　
１
９
４
４
年
　
７
月
　
サ
イ
パ
ン
島
守
備
隊
全
滅 

８
月
　
グ
ア
ム
島
・
テ
ニ
ア
ン
島
守
備
隊
全
滅
　→

　
Ｂ̶

２
９
の
基
地
へ 

　
１
０
月
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
レ
イ
テ
島
で
の
戦
闘
開
始 

１
１
月
　
Ｂ̶

２
９
に
よ
る
東
京
へ
の
初
空
襲 

　
　
空
襲
に
よ
り
『
雲
雀
の
聲
』
原
稿
焼
失 

　
１
９
４
５
年
　
３
月
　
東
京
大
空
襲 

　
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
首
都
マ
ニ
ラ
制
圧
さ
る 

　
４
月
　
沖
縄
本
島
へ
の
上
陸
開
始 

　
　
太
宰
、
三
鷹
で
空
襲
に
遭
い
防
空
壕
に
生
き
埋
め
に 

　
５
月
　
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
敗
北 

　
６
月
　
沖
縄
戦
、
日
本
軍
指
揮
官
の
自
害
に
よ
り
組
織
的
戦
闘
終
了 

　
７
月
　
太
宰
、
家
族
と
と
も
に
甲
府
で
空
襲
に
遭
う 

　
８
月
　
広
島
、
長
崎
に
原
子
爆
弾
投
下
、
終
戦 

　
当
時
の
日
本
人
に
と
っ
て
も
戦
況
の
推
移
は
限
ら
れ
た
情
報
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

し
、
混
乱
し
た
状
況
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
闘
の
継
続
時
期
も
あ
る
た
め
イ
ベ
ン
ト
の
発
生
順
を

明
確
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
戦
後
間
も
な
い
、
記
憶
も
ま
だ
鮮
明
で
あ
ろ

う
時
期
に
「
沖
縄
決
戦
」
と
「
内
地
爆
撃
」
の
時
系
列
を
逆
（
あ
る
い
は
時
系
列
に
拘
泥
せ
ず
）

に
書
い
た
の
は
、
何
故
だ
ろ
う
か
。 

　
合
わ
せ
て
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
原
子
爆
弾
の
投
下
に
つ
い
て
一
言
の
言
及
も
無
い
、
と
い
う
の

は
何
故
だ
ろ
う
か
。 
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「
そ
う
だ
。
終
戦
の
放
送
が
あ
っ
て
間
も
な
く
の
こ
と
だ
。
丸
山
定
夫
が
、
何
を
感
じ
た
も

の
か
、
僕
に
着
物
を
一
枚
送
っ
て
く
れ
た
よ
。
そ
れ
が
届
い
た
の
と
丸
山
が
広
島
で
爆
死
し

た
と
い
う
知
せ
が
同
時
だ
っ
た
。
偶
然
と
い
う
の
は
よ
く
あ
る
も
ん
だ
」 

　
先
に
引
い
た
『
終
戦
直
後
の
金
木
町
に
て
』
の
一
文
で
あ
る
。
村
上
辰
雄
が
金
木
に
疎
開
中
の

５
７

太
宰
を
訪
ね
新
聞
へ
の
連
載
小
説
を
依
頼
し
た
の
が
終
戦
後
す
ぐ
の
９
月
末
で
あ
り
、
こ
の
依
頼

に
応
え
た
も
の
が
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
で
あ
る
か
ら
、
太
宰
が
校
正
刷
り
を
元
に
執
筆
を
始
め
た

段
階
で
、
広
島
の
こ
と
を
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
。
太
宰
が
井
伏
鱒
二
に
宛
て
た
手
紙
に
も
丸
山

定
夫
の
名
前
が
あ
る
。
こ
の
手
紙
の
正
確
な
月
日
は
不
詳
と
な
っ
て
い
る
が
、
疎
開
先
の
金
木
か

５
８

ら
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
記
載
さ
れ
た
内
容
か
ら
、
敗
戦
後
す
ぐ
の
手
紙
で
あ
る
と
推
測
さ
れ

る
。 丸

山
定
夫
氏
が
広
島
で
、
れ
い
の
原
子
バ
ク
ダ
ン
の
犠
牲
に
な
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
本
当
に

私
ど
も
の
身
代
わ
り
に
な
っ
て
く
れ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
原
子
バ
ク
ダ
ン
出
現
の
一
週
間

ほ
ど
前
に
私
に
よ
こ
し
た
手
紙
が
、
つ
い
先
日
金
木
に
つ
き
ま
し
た
が
。
虫
の
知
ら
せ
と
い

う
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
丸
山
定
夫
は
築
地
小
劇
場
で
活
躍
し
た
俳
優
で
あ
り
、
１
９
４
２
年
（
昭
和
１
７
年
）
彼
が
座

長
と
し
て
立
ち
上
げ
た
「
苦
楽
座
結
成
記
念
芳
名
帳
」
に
太
宰
治
の
記
名
が
見
え
る
と
い
う
。
苦

５
９

楽
座
の
慰
問
劇
団
「
桜
隊
」
と
し
て
広
島
で
活
動
中
に
原
爆
の
犠
牲
と
な
る
。
戦
後
、
１
９
４
８

６
０

年
（
昭
和
２
３
年
）
発
表
の
『
酒
の
追
憶
』
に
丸
山
定
夫
と
の
交
友
が
書
か
れ
る
が
、
空
襲
下
の

６
１

東
京
で
の
酒
座
の
思
い
出
話
に
留
め
ら
れ
て
お
り
、
丸
山
定
夫
の
そ
の
後
、
広
島
の
こ
と
は
一
言

も
書
か
れ
て
い
な
い
。
２
年
以
上
が
経
過
し
て
も
な
お
、
太
宰
は
原
爆
に
知
人
を
亡
く
し
た
事
実

に
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

　
も
し
著
者
の
推
測
し
た
理
由
で
「
僕
」
の
戦
争
の
記
憶
か
ら
原
子
爆
弾
投
下
が
抜
け
落
ち
て
い

る
な
ら
ば
、
同
じ
ロ
ジ
ッ
ク
で
「
沖
縄
決
戦
」
と
「
内
地
爆
撃
」
の
時
系
列
が
逆
の
理
由
も
分
か

る
か
も
し
れ
な
い
。
太
宰
は
『
散
華
』
に
お
い
て
、
年
少
の
友
人
「
三
田
君
」
が
ア
ッ
ツ
島
玉
砕

で
戦
死
し
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
戦
史
に
お
け
る
玉
砕
は
１
９
４
３
年
（
昭
和
１
８
年
）
５

６
２

月
、
小
説
『
散
華
』
で
は
「
八
月
の
末
で
あ
っ
た
か
、
ア
ッ
ツ
玉
砕
の
二
千
有
余
柱
の
神
々
の
お

名
前
が
新
聞
に
出
て
い
て
」
「
ひ
ど
く
て
い
ね
い
に
見
て
い
た
」
太
宰
は
自
ら
「
三
田
君
」
の
名

前
を
見
つ
け
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
『
散
華
』
に
も
登
場
す
る
友
人
、
戸
石
泰
一
か
ら
の
手

紙
で
知
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
年
７
月
、
木
村
庄
助
の
死
去
を
知
り
、
８
月
に
三
田

６
３

循
司
の
戦
死
を
知
り
、
し
か
も
二
人
と
も
５
月
に
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
人
伝
て
に
聞
か 

さ
れ
る
ま
で
そ
の
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
。
太
宰
も
無
常
を
感
じ
た
に
違
い
な
い
。 

　
『
散
華
』
に
登
場
す
る
三
田
循
司
が
太
宰
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
も
ア
ッ
ツ
島
で
戦
死
し
た
こ

と
も
事
実
で
あ
る
が
、
も
う
一
人
、
「
三
井
君
」
に
つ
い
て
は
モ
デ
ル
が
不
明
で
、
太
宰
の
創
作

し
た
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
小
説
家
志
望
で
あ
る
こ
と
、
肺
を
患
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
に
、

６
４

木
村
庄
助
と
の
イ
メ
ー
ジ
の
重
な
り
が
見
え
る
。 

　
本
稿
で
は
、
戦
中
戦
後
の
検
閲
の
問
題
ま
で
は
著
者
の
力
及
ば
ず
、
一
旦
棚
上
げ
と
し
た
い
。

６
５

太
宰
の
心
情
の
み
に
そ
の
理
由
を
求
め
る
な
ら
ば
、
敗
戦
直
後
『
雲
雀
の
聲
』
校
正
稿
を
『
パ
ン

ド
ラ
の
匣
』
連
載
用
に
書
き
換
え
る
最
中
に
、
ア
ッ
ツ
島
や
原
爆
を
思
い
煩
う
こ
と
す
ら
叶
わ
な

ず
、
「
空
襲
」
と
い
っ
た
時
に
も
自
身
の
体
験
し
た
三
鷹
の
空
襲
や
東
京
大
空
襲
、
甲
府
の
空
襲

の
記
憶
が
む
し
ろ
抑
圧
さ
れ
、
沖
縄
戦
と
の
時
系
列
が
混
乱
し
た
の
で
は
な
い
か
。 

　
小
説
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
の
内
容
に
戻
る
。
肺
病
か
ら
高
等
学
校
受
験
の
機
会
を
逃
し
た

「
僕
」
は
、
「
わ
ず
か
で
も
食
料
の
増
産
に
役
立
ち
、
あ
と
は
も
う
こ
の
世
か
ら
お
さ
ら
ば
し
て
、

お
国
の
負
担
を
軽
く
」
し
よ
う
と
無
茶
な
畑
仕
事
で
肉
体
を
酷
使
す
る
。
二
回
目
の
喀
血
の
後
、

空
襲
警
報
が
鳴
る
。 

僕
は
血
で
汚
れ
た
土
を
棒
切
れ
で
掘
り
返
し
て
、
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
し
た
、
と
た
ん
に
空

襲
警
報
で
あ
る
。
思
え
ば
、
あ
れ
が
日
本
の
、
い
や
世
界
の
最
後
の
夜
間
空
襲
だ
っ
た
の

だ
。
朦
朧
と
し
た
気
持
で
、
防
空
壕
か
ら
這
い
出
た
ら
、
あ
の
八
月
十
五
日
の
朝
が
白
々
と

空
け
て
い
た
。 

　
引
用
部
分
が
連
載
第
３
回
の
結
び
と
な
る
。
防
空
壕
か
ら
這
い
出
た
ら
終
戦
の
日
だ
っ
た
、
と

い
う
の
は
い
さ
さ
か
小
説
的
で
は
あ
る
が
、
史
実
に
お
い
て
も
８
月
１
４
日
の
空
襲
は
あ
っ
た
。

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
電
報
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
到
着
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
１
４
日
夜
間
か

ら
１
５
日
未
明
ま
で
、
７
６
６
機
の
Ｂ-

２
９
が
日
本
の
各
都
市
へ
の
空
襲
を
敢
行
し
た
。
続
く

６
６

連
載
第
４
回
で
は
玉
音
放
送
を
聞
く
主
人
公
の
心
情
が
回
顧
さ
れ
る
。 

お
父
さ
ん
の
居
間
の
ラ
ジ
オ
の
前
に
坐
ら
さ
れ
て
、
そ
う
し
て
、
正
午
、
僕
は
天
来
の
御
声

に
泣
い
て
、
涙
が
頬
を
洗
い
流
れ
、
不
思
議
な
光
が
か
ら
だ
に
射
し
込
み
、
ま
る
で
違
う
世

界
に
足
を
踏
み
い
れ
た
よ
う
な
、
或
い
は
何
だ
か
ゆ
ら
ゆ
ら
大
き
い
船
に
で
も
乗
せ
ら
れ
た

よ
う
な
感
じ
で
、
ふ
と
気
が
つ
い
て
み
る
と
も
う
、
昔
の
僕
で
は
な
か
っ
た
。 

　
引
用
の
順
が
逆
に
な
る
が
、
同
様
の
表
現
は
連
載
の
第
１
回
に
も
登
場
し
て
い
た
。 
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或
る
日
、
或
る
時
、
聖
霊
が
胸
に
忍
び
込
み
、
涙
が
頬
を
洗
い
流
れ
て
、
そ
う
し
て
一
人
で

ず
い
ぶ
ん
泣
い
て
、
そ
の
う
ち
に
、
す
っ
と
か
ら
だ
が
軽
く
な
り
、
頭
脳
が
涼
し
く
透
明
に

な
っ
た
感
じ
で
、
そ
の
時
か
ら
僕
は
、
ち
が
う
男
に
な
っ
た
の
だ
。 

　
そ
の
上
で
「
僕
」
は
「
君
」
に
、
「
或
る
日
、
或
る
時
」
と
は
「
天
来
の
御
声
に
泣
い
て
お
わ

び
を
申
し
上
げ
た
あ
の
時
だ
よ
」
と
ほ
の
め
か
す
が
、
こ
の
連
載
第
１
回
で
は
「
八
月
十
五
日
」

と
い
う
具
体
的
な
日
付
は
書
か
ず
、
読
者
の
想
起
に
任
せ
て
い
る
。
連
載
第
４
回
の
最
終
行
に

６
７

や
っ
と
「
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
五
日
」
と
日
付
が
示
さ
れ
、
読
者
は
初
め
て
第
１
の
手
紙
が
書

か
れ
た
日
を
知
る
こ
と
と
な
り
、
連
載
の
第
１
回
目
か
ら
第
４
回
目
ま
で
が
、
玉
音
放
送
の
十
日

後
に
書
か
れ
た
１
通
の
手
紙
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

　
さ
て
、
玉
音
放
送
を
聞
い
た
感
慨
を
あ
た
か
も
個
人
の
神
秘
体
験
の
よ
う
に
語
る
文
章
は
、
前

述
の
『
十
二
月
八
日
』
に
お
け
る
「
ま
ず
し
い
家
庭
の
主
婦
」
の
感
慨
と
類
似
し
て
い
る
。 

し
め
切
っ
た
雨
戸
の
す
き
ま
か
ら
、
ま
っ
く
ら
な
私
の
部
屋
に
、
光
の
さ
し
込
む
よ
う
に
強

く
あ
ざ
や
か
に
聞
え
た
。
二
度
、
朗
々
と
繰
り
返
し
た
。
そ
れ
を
、
じ
っ
と
聞
い
て
い
る
う

ち
に
、
私
の
人
間
は
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
強
い
光
線
を
受
け
て
、
か
ら
だ
が
透
明
に
な
る
よ

う
な
感
じ
。 

　
こ
の
類
似
か
ら
、
東
郷
克
美
は
こ
の
場
面
が
『
雲
雀
の
聲
』
に
お
い
て
は
開
戦
の
知
ら
せ
を
聞

く
場
面
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
戦
後
書
き
直
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

６
８

最
後
の
手
紙
の
日
付
を
１
２
月
８
日
か
ら
１
日
ず
ら
し
て
「
十
二
月
九
日
」
と
し
た
の
も
意
図
的

な
も
の
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
著
者
も
こ
の
意
見
に
賛
同
す
る
も
の
だ
が
、
し
か
し
物
語
の
起
点
を

「
十
二
月
八
日
」
か
ら
「
八
月
十
五
日
」
に
書
き
換
え
た
と
す
る
な
ら
ば
、
『
雲
雀
の
聲
』
は
１

２
月
に
始
ま
り
４
月
に
終
わ
る
物
語
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

　
も
し
、
こ
の
仮
説
の
通
り
、
『
雲
雀
の
聲
』
の
物
語
の
起
点
が
開
戦
の
日
だ
っ
た
と
し
て
、
ま

た
、
『
雲
雀
の
聲
』
か
ら
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
へ
の
書
き
換
え
に
際
し
、
物
語
の
中
の
時
間
の
経

過
が
同
じ
だ
っ
た
と
し
て
、
現
実
世
界
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
当
て
は
め
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。 

　
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
　

　
『
雲
雀
の
聲
』
（
推
測
） 

　
（
起
点
）
　

　
８
月
１
５
日
　

　
１
２
月
　
８
日 

　
第
１
の
手
紙
　

　
８
月
２
５
日
　

　
１
２
月
１
８
日 

　
第
２
の
手
紙
　

　
９
月
　
３
日
　

　
１
２
月
２
７
日 

　
第
３
の
手
紙
　

　
９
月
　
７
日
　

　
１
２
月
３
１
日 

　
第
４
の
手
紙
　

　
９
月
　
８
日
　

　
１
月
　
１
日 

　
第
５
の
手
紙
　

　
９
月
１
６
日
　

　
１
月
　
９
日 

　
第
６
の
手
紙
　

　
９
月
２
２
日
　

　
１
月
１
５
日 

　
第
７
の
手
紙
　

　
９
月
２
６
日
　

　
１
月
１
９
日 

　
第
８
の
手
紙
　

　
１
０
月
　
５
日
　

　
１
月
２
８
日 

　
第
９
の
手
紙
　

　
１
０
月
　
７
日
　

　
１
月
３
０
日 

　
第
１
０
の
手
紙
　
　
１
０
月
１
４
日
　

　
２
月
　
６
日 

　
第
１
１
の
手
紙
　
　
１
０
月
２
０
日
　

　
２
月
１
２
日 

　
第
１
２
の
手
紙
　
　
１
０
月
２
９
日
　

　
２
月
２
１
日 

　
第
１
３
の
手
紙
　
　
１
２
月
　
９
日
　

　
４
月
　
３
日 

　
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
の
１
３
通
の
手
紙
の
中
で
、
唯
一
日
付
が
連
続
す
る
第
３
の
手
紙
と
第
４

の
手
紙
は
、
『
雲
雀
の
聲
』
の
仮
想
の
カ
レ
ン
ダ
ー
上
で
は
、
大
晦
日
と
元
日
に
相
当
す
る
。
こ

の
方
が
「
僕
」
が
二
日
連
続
で
手
紙
を
し
た
た
め
る
意
味
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
塾
生
の

棺
を
見
送
る
シ
ー
ン
も
元
日
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
読
み
に
影
響
が
出
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

単
純
に
シ
フ
ト
し
て
日
付
を
書
き
換
え
た
の
で
は
な
く
、
相
当
綿
密
に
手
直
し
を
加
え
た
の
だ
ろ

う
。 

　
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
に
登
場
す
る
「
鈴
虫
」
「
コ
ス
モ
ス
」
「
菊
の
花
」
な
ど
は
、
書
き
直
し

の
際
に
追
加
・
変
更
さ
れ
た
小
道
具
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
れ
ば
「
雲
雀
」
は
春
の
鳥
、
季
語
も

６
９

春
で
あ
る
。
「
つ
く
し
」
「
桜
の
間
」
と
い
う
語
も
春
に
繋
が
る
。
小
説
の
舞
台
が
特
殊
な
結
核

療
養
所
の
所
内
に
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
全
体
に
季
節
感
は
希
薄
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
厳
冬

を
耐
え
忍
び
、
春
を
迎
え
て
終
了
す
る
物
語
で
あ
っ
た
の
な
ら
、
向
日
的
な
青
春
小
説
の
感
は
よ

り
強
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

　
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
は
、
太
宰
治
と
い
う
一
個
人
も
ま
た
「
空
襲
」
に
翻
弄
さ
れ
、
作
品
に
ま

で
影
響
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
一
編
で
あ
る
。 

　
六
．
『
返
事
』
　
ー 

太
宰
と
戦
後 

　
１
９
４
５
年
（
昭
和
２
０
年
）
８
月
１
４
日
、
昭
和
天
皇
は
終
戦
の
詔
書
に
署
名
。
翌
１
５
日

に
詔
書
朗
読
の
玉
音
放
送
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
は
９
月
２
日
、
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
艦
上
で
の
降
伏
文
書

へ
の
署
名
を
も
っ
て
敗
戦
が
確
定
。
こ
の
た
め
米
国
の
対
日
戦
勝
記
念
日
、
Ｖ
Ｊ
デ
イ
は
９
月
２

日
で
あ
る
。
前
章
で
引
い
た
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
の
作
品
中
、
特
別
な
意
味
を
有
し
て
い
た
「
八 

７
０

月
十
五
日
」
と
い
う
日
付
は
、
実
は
対
外
的
に
は
何
の
意
味
も
持
た
な
い
。 
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戦
後
、
敗
戦
の
責
任
を
巡
り
議
論
が
紛
糾
、
国
内
外
か
ら
天
皇
の
責
任
を
問
う
声
も
あ
っ
た
。

紆
余
曲
折
を
経
て
１
９
４
６
年
（
昭
和
２
１
年
）
１
１
月
、
「
象
徴
天
皇
」
「
戦
力
放
棄
」
を
含

む
日
本
国
憲
法
の
発
布
、
天
皇
制
は
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
白
井
聡
は
敗
戦
を
終
戦
と
読

７
１

み
替
え
、
敗
戦
の
事
実
に
向
き
合
お
う
と
し
な
い
日
本
の
無
責
任
体
制
を
「
永
続
敗
戦
」
と
呼
び

厳
し
く
批
判
す
る
。
半
世
紀
以
上
の
時
間
が
経
過
し
て
も
な
お
、
こ
の
国
は
戦
後
と
い
う
も
の
を

７
２

収
拾
で
き
て
い
な
い
と
も
言
え
る
。 

　
再
度
、
太
宰
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
。
１
９
４
６
年
（
昭
和
２
１
年
）
５
月
発
行
の
雑
誌
「
東

西
」
に
、
貴
司
山
治
の
『
太
宰
治
君
へ
の
手
紙
』
と
太
宰
治
の
『
返
事
の
手
紙
』
が
載
る
。
同
様

き

し
や
ま
じ

に
貴
司
山
治
の
『
中
野
重
治
へ
』
と
中
野
重
治
の
『
貴
司
へ
の
返
事
を
か
ね
て
』
も
掲
載
さ
れ
、

文
学
者
同
士
の
往
復
書
簡
を
公
開
す
る
と
い
う
趣
向
の
企
画
だ
っ
た
ら
し
い
。
太
宰
は
同
年
５
月

２
１
日
付
け
の
手
紙
の
中
で
、
貴
司
山
治
に
「
書
簡
往
復
は
、
も
う
こ
れ
以
上
雑
誌
に
載
せ
る
の

は
よ
し
に
致
し
ま
し
ょ
う
。
ど
う
も
、
て
れ
く
さ
く
て
い
け
ま
せ
ん
の
で
す
」
と
断
り
を
入
れ
て

い
る
。 

７
３

　
『
返
事
の
手
紙
』
は
翌
１
９
４
７
年
（
昭
和
２
２
年
）
、
単
行
本
『
ろ
ま
ん
燈
籠
』
に
『
返
事
』

と
タ
イ
ト
ル
を
改
め
、
随
筆
の
一
つ
と
し
て
収
録
さ
れ
る
。
こ
の
際
、
貴
司
山
治
宛
て
と
い
う
部

７
４

分
は
削
ら
れ
た
。 

　
私
た
ち
は
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
戦
争
に
於
い
て
日
本
に
味
方
し
ま
し
た
。
馬
鹿

な
親
で
も
、
と
に
か
く
血
み
ど
ろ
に
な
っ
て
喧
嘩
を
し
て
敗
色
が
濃
く
て
い
ま
に
も
死
に
そ

う
に
な
っ
て
い
る
の
を
、
黙
っ
て
見
て
い
る
息
子
も
異
質
的
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク

　
あ
え
て
自
ら
の
単
行
本
に
再
録
し
た
こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
太
宰
の
偽
ら
ざ
る
心
情
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
明
治
か
ら
戦
中
の
日
本
で
は
、
天
皇
は
国
民
の
「
父
」
、
国
民
は
そ
の
「
赤
子
」
と

せ
き
し

い
う
国
家
観
が
形
作
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
国
家
観
を
ベ
ー
ス
に
戦
時
中
は
「
一
億
玉
砕
」
が
叫
ば

れ
、
敗
戦
に
よ
り
「
一
億
総
懺
悔
」
と
な
っ
た
が
、
戦
争
責
任
の
追
求
の
中
で
「
一
億
一
心
」
と

い
う
一
体
感
の
幻
想
は
脆
く
も
崩
れ
、
い
つ
し
か
「
軍
部
」
と
「
国
民
」
の
間
に
線
引
き
が
な
さ

れ
た
。
す
な
わ
ち
、
国
民
を
欺
き
戦
争
を
惹
き
起
こ
し
た
軍
部
と
、
そ
の
軍
部
に
騙
さ
れ
て
被
害

に
遭
っ
た
国
民
、
と
い
う
線
引
き
で
あ
る
。 

　
太
宰
が
『
返
事
』
に
書
い
た
「
親
」
と
は
「
政
府
」
ま
た
は
「
軍
部
」
の
比
喩
で
あ
ろ
う
。

「
親
」
と
「
息
子
」
と
い
う
血
縁
関
係
を
元
に
し
た
一
体
感
は
あ
り
な
が
ら
、
「
親
」
は
「
親
」
、

「
息
子
」
は
「
息
子
」
で
あ
る
、
と
い
う
個
人
主
義
的
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
親
の
喧
嘩
に
加
勢

は
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
喧
嘩
の
責
任
は
引
き
受
け
な
い
、
と
い
う
解
釈
も
可
能
と
な
る
。
国

家
と
個
人
の
結
び
つ
き
を
親
子
関
係
に
見
立
て
た
太
宰
の
表
現
は
、
敗
戦
に
よ
り
家
長
制
度
が
崩

壊
し
つ
つ
あ
っ
た
当
時
の
日
本
人
に
は
、
戦
中
の
一
体
感
と
戦
後
の
分
断
を
矛
盾
な
く
説
明
し
う

る
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
、
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

　
東
京
裁
判
の
開
始
は
１
９
４
６
年
（
昭
和
２
１
年
）
５
月
、
正
に
太
宰
の
『
返
事
の
手
紙
』
掲

載
と
同
時
期
で
あ
る
。 

　
こ
の
よ
う
に
一
国
民
と
し
て
の
戦
争
協
力
を
自
他
と
も
に
肯
定
し
て
い
た
と
も
読
め
る
太
宰
だ

が
、
敗
戦
か
ら
３
年
経
っ
た
１
９
４
８
年
（
昭
和
２
３
年
）
「
新
潮
」
に
連
載
さ
れ
た
『
如
是
我

聞
』
の
な
か
で
、
志
賀
直
哉
が
戦
中
に
著
し
た
文
章
を
強
い
口
調
で
攻
撃
す
る
。 

７
５

　
こ
う
い
う
作
家
は
、
い
わ
ゆ
る
軍
人
精
神
み
た
い
な
も
の
に
満
た
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
手
加
減
し
な
い
と
さ
っ
き
言
っ
た
が
、
さ
す
が
に
、
こ
の
作
家
の
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥

落
」
の
全
文
章
を
こ
こ
に
掲
げ
る
に
し
の
び
な
い
。
阿
呆
の
文
章
で
あ
る
。
東
條
で
さ
え
、

こ
ん
な
無
神
経
な
こ
と
は
書
く
ま
い
。 

　
『
如
是
我
聞
』
連
載
の
全
４
回
、
個
人
名
で
の
批
判
は
志
賀
直
哉
に
対
し
て
の
み
で
あ
る
。
批

判
と
い
っ
て
も
ロ
ジ
カ
ル
な
説
明
は
無
く
、
感
情
的
な
罵
詈
雑
言
に
終
始
し
て
い
る
。
著
者
は
、

未
だ
に
太
宰
が
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
」
に
拘
泥
す
る
理
由
が
掴
め
ず
に
い
る
。
連
載
第
４
回
の

文
章
の
中
で
、
こ
の
作
品
名
は
３
回
も
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。
愛
読
者
と
し
て
は
し
の
び
な
い

が
、
あ
と
２
箇
所
も
以
下
に
掲
げ
る
。 

あ
の
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
」
の
筆
者
が
、
（
遠
慮
は
よ
そ
う
ね
。
お
ま
え
は
、
一
億
一
心

は
期
せ
ず
し
て
実
現
し
た
。
今
の
日
本
に
は
親
米
英
な
ど
と
い
う
思
想
は
あ
り
得
な
い
。

吾
々
の
気
持
ち
は
明
る
く
、
非
常
に
落
ち
つ
い
て
来
た
。
な
ど
と
言
っ
て
い
た
ね
。
） 

君
は
、
あ
の
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
」
の
駄
文
（
あ
の
駄
文
を
さ
え
頬
か
む
り
し
て
、
ご
ま

か
そ
う
と
し
て
い
る
ら
し
い
の
だ
か
ら
、
お
そ
る
べ
き
良
心
家
で
あ
る
。
）
そ
の
中
で
、
木

に
竹
を
継
い
だ
よ
う
に
、
頗
る
唐
突
に
、
「
謙
譲
」
な
ん
て
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
た
が
、

そ
れ
こ
そ
君
に
一
番
欠
け
て
い
る
徳
で
あ
る
。 

　
志
賀
直
哉
の
文
章
は
、
確
か
に
日
本
軍
礼
賛
の
文
章
で
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
発
表
さ

７
６

れ
た
１
９
４
２
年
（
昭
和
１
７
年
）
当
時
、
巷
間
に
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
言
説
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
太
宰
は
意
図
的
に
触
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
志
賀
直
哉
の
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
」

が
発
表
さ
れ
た
雑
誌
『
文
藝
』
（
昭
和
十
七
年
三
月
号
）
に
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の
「
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
陥
落
に
際
し
て
」
も
並
び
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
雑
誌
の
巻
頭
に
見
開
き
（
２
頁
目
、
３
頁
目
）

７
７
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で
掲
載
さ
れ
る
の
が
志
賀
直
哉
の
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
」
で
あ
り
、
続
い
て
（
４
〜
７
頁
）
谷

崎
潤
一
郎
の
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
に
際
し
て
」
が
載
る
。
国
を
挙
げ
て
の
祝
勝
ム
ー
ド
を
背
景

に
し
た
、
雑
誌
の
巻
頭
企
画
で
あ
る
こ
と
は
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
両
者
の
文
章
は

ど
ち
ら
も
雑
誌
発
行
に
先
立
つ
２
月
、
占
領
を
開
始
し
た
１
５
日
の
翌
日
（
１
６
日
、
谷
崎
潤
一

郎
）
と
翌
々
日
（
１
７
日
、
志
賀
直
哉
）
に
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
た
も
の
の
台
本
原
稿
を
収
録
し
た

も
の
で
あ
る
。
文
筆
家
と
し
て
内
容
に
責
任
を
持
つ
こ
と
は
当
然
と
し
て
も
、
推
敲
に
推
敲
を
重

ね
た
文
学
作
品
で
は
な
い
こ
と
に
は
留
意
し
て
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
志
賀
直
哉
の
書
き
出
し
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

日
米
会
談
で
遠
い
所
を
飛
行
機
で
急
行
し
た
来
栖
大
使
の
到
着
を
待
た
ず
、
大
統
領
が
七
面

鳥
を
喰
い
に
田
舎
に
出
か
け
る
と
い
う
記
事
を
読
み
、
そ
の
無
礼
に
業
を
煮
や
し
た
の
は
つ

い
此
間
の
事
だ
。 

　
志
賀
直
哉
は
さ
ら
に
「
チ
ャ
ー
チ
ル
の
威
嚇
的
宣
言
に
腹
を
立
て
」
た
こ
と
を
書
き
、
開
戦
の

後
の
戦
況
の
推
移
に
つ
い
て
「
人
智
を
超
え
た
歴
史
の
此
急
転
回
は
実
に
古
今
未
曾
有
の
事
」
と

続
け
る
。
一
方
、
谷
崎
潤
一
郎
の
書
き
出
し
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

私
は
、
今
や
無
敵
皇
軍
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
陥
れ
た
と
云
う
快
報
を
耳
に
し
て
先
ず
何
よ
り

も
心
に
し
み
じ
み
と
感
じ
る
の
は
、
我
が
日
本
帝
国
の
成
長
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。 

　
谷
崎
潤
一
郎
も
「
斯
く
の
如
き
短
い
時
間
に
、
一
つ
の
国
家
、
一
つ
の
民
族
が
、
斯
く
の
如
き

大
飛
躍
大
発
展
を
成
し
遂
げ
た
事
跡
は
み
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
」
と
、
志
賀
直
哉
と
似
た
よ
う
な
こ

と
を
書
い
て
い
る
。
谷
崎
潤
一
郎
は
ま
た
「
御
稜
威
の
下
、
斯
く
の
如
き
輝
か
し
い
戦
果
を
齎
ら

し
た
皇
軍
の
労
苦
に
満
腔
の
謝
意
を
表
し
、
貴
い
犠
牲
と
な
っ
た
幾
多
の
英
霊
に
敬
弔
の
誠
を
捧

げ
る
」
と
し
、
志
賀
直
哉
は
末
文
に
て
「
謹
ん
で
英
霊
に
額
づ
く
」
と
締
め
る
。
書
き
出
し
や
文

量
は
違
え
ど
も
、
要
は
、
大
同
小
異
、
異
口
同
音
で
あ
る
。 

　
志
賀
直
哉
の
文
章
は
、
『
文
藝
』
掲
載
後
は
新
書
版
全
集
に
収
録
さ
れ
る
ま
で
再
掲
載
は
な

か
っ
た
。
こ
の
新
書
版
志
賀
直
哉
全
集
の
発
行
は
１
９
５
５
年
、
太
宰
の
死
後
と
な
る
か
ら
、
太

７
８

宰
が
本
当
に
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
」
を
読
ん
で
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
雑
誌
を
手
に
し
て
い
る

は
ず
で
あ
り
、
雑
誌
を
手
に
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
志
賀
直
哉
だ
け
を
読
ん
で
谷
崎
潤
一
郎
の

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
に
際
し
て
」
を
読
ま
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。

６
年
も
前
、
戦
中
の
雑
誌
の
記
事
で
は
そ
こ
ま
で
記
憶
に
無
い
と
す
る
な
ら
ば
、
志
賀
直
哉
の
文

章
を
「
吾
々
の
気
持
ち
は
明
る
く
、
非
常
に
落
ち
つ
い
て
来
た
。
な
ど
と
言
っ
て
い
た
ね
」
と
、

一
言
一
句
過
た
ず
引
用
し
批
判
し
て
い
る
こ
と
が
逆
に
不
自
然
に
な
る
。
太
宰
の
オ
ウ
ン
ゴ
ー
ル

と
言
っ
て
も
良
い
。
太
宰
は
、
『
如
是
我
聞
』
執
筆
時
に
、
手
元
に
『
文
藝
』
（
昭
和
十
七
年
三

月
号
）
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

　
『
如
是
我
聞
』
第
４
回
の
脱
稿
直
後
、
１
９
４
８
年
（
昭
和
２
３
年
）
６
月
、
太
宰
は
戦
争
未

亡
人
の
山
崎
富
栄
と
共
に
玉
川
上
水
に
身
を
投
じ
る
。
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
」
批
判
の
真
意
は

分
か
ら
ぬ
ま
ま
と
な
っ
た
。
太
宰
が
「
空
襲
」
を
含
む
戦
争
を
ど
う
振
り
返
り
ど
う
評
価
し
た
の

か
、
つ
い
に
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
後
味
の
悪
い
捨
て
台
詞
だ
け
が
残
さ
れ
た
。 

　
売
り
言
葉
に
買
い
言
葉
、
い
く
ら
で
も
書
く
つ
も
り
。 

　
五
．
お
わ
り
に 

　
太
宰
作
品
を
「
空
襲
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
読
み
直
し
、
太
宰
が
自
ら
の
空
襲
体
験
を
時
に

は
過
小
に
、
時
に
は
大
袈
裟
に
、
創
作
を
加
え
作
品
に
盛
り
込
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
戦

時
中
は
被
害
を
過
少
に
書
き
、
戦
後
は
被
害
を
過
大
に
書
い
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
空
襲
そ
の
も
の
よ
り
空
襲
に
対
す
る
同
調
圧
力
が
、
よ
り
作
品
に
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。
太
宰
は
、
空
襲
を
軽
視
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
の
答
え
は
否
で
、
実
体
験
に

基
づ
く
空
襲
へ
の
恐
怖
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
『
お
伽
草
紙
』
に
お
い
て
不
自
然
な
ま
で
に
安
全

な
「
防
空
壕
」
を
創
作
し
て
し
ま
っ
た
、
と
考
え
る
。
勿
論
、
ま
だ
ま
だ
論
考
が
必
要
で
あ
り
、

特
に
『
お
伽
草
紙
』
「
桃
太
郎
」
の
問
題
点
は
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

　
参
考
文
献
・
注 

（
１
） 

山
内
祥
史
『
太
宰
治
の
年
譜
』
大
修
館
書
店
、
２
０
１
２
年
。
２
７
９
頁
。 

（
２
） 

前
掲
書
（
１
）
２
８
２
〜
２
８
３
頁
。 

（
３
） 

太
宰
治
『
太
宰
治
全
集
８
　
小
説
７
』
筑
摩
書
房
、
１
９
９
８
年
。
『
お
伽
草
紙
』

２
９
５
〜
４
０
６
頁
。
な
お
、
本
稿
中
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
著
者
が
新
字
体
、

新
カ
ナ
に
改
め
、
必
要
に
応
じ
て
傍
線
を
付
し
た
。
太
宰
の
著
作
に
関
し
て
は
、
原

則
と
し
て
こ
の
全
集
か
ら
の
引
用
と
し
た
。 

（
４
） 
Ｈ
．
Ｇ
．
ウ
ェ
ル
ズ
著
、
長
谷
部
文
雄
・
阿
部
知
二
訳
『
世
界
史
概
観
　
下
』
岩
波

新
書
、
１
９
６
６
年
。
第
６
５
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
武
装
時
代
と
第
一
次
世
界
大

戦
」
、
引
用
部
分
は
１
２
６
頁
。
ウ
ェ
ル
ズ
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
発
足
し
た
国
際

連
盟
へ
の
期
待
が
第
二
次
世
界
大
戦
と
い
う
形
で
脆
く
も
打
ち
砕
か
れ
た
こ
と
に
　

心
を
痛
め
、
改
版
に
際
し
後
半
を
削
除
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
引
用
部
に
も
ウ
ェ
ル
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ズ
独
特
の
修
辞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
共
に
、
現
在
進
行
形
で
戦
争
に
向
き
合
い
心

煩
わ
せ
て
い
た
ウ
ェ
ル
ズ
の
「
空
襲
」
評
で
あ
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

（
５
） 

前
掲
書
（
４
）
。
第
６
８
章
「
国
際
連
盟
の
失
敗
」
。
１
５
０
〜
１
５
１
頁
。 

（
６
） 

坂
本
賞
三
、
福
田
豊
彦
監
修
『
新
編
日
本
史
図
表
』
第
一
学
習
社
、
２
０
０
３
年
（
改

訂
１
３
版
）
。
１
８
８
頁
。
「
満
州
事
変
関
係
略
年
表
」
中
に
、
「
１
０
・
２
　
関

東
軍
，
張
学
良
の
新
た
な
拠
点
錦
州
を
爆
撃
」
と
あ
る
。 

チ
ャ
ン
シ
ュ
エ
リ
ャ
ン

（
７
） 
山
崎
雅
弘
『
５
つ
の
戦
争
か
ら
読
み
と
く
日
本
近
現
代
史
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
２

０
１
６
年
。
１
２
３
頁
。 

（
８
） 

長
志
珠
絵
『
「
防
空
」
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
学
第
１
１
号
、
２
０
１
５

年
、
２
１
〜
３
５
ペ
ー
ジ
。 

（
９
） 

前
掲
書
（
８
）
。
な
お
、
関
東
防
空
演
習
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
戦
況
の

想
定
と
演
習
の
効
果
と
を
疑
問
視
し
批
判
し
た
桐
生
悠
々
『
関
東
防
空
大
演
習
を
嗤

う
』
が
演
習
の
直
後
、
１
９
３
３
年
（
昭
和
８
年
）
８
月
１
１
日
の
信
濃
毎
日
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
資
料
は
現
在
、
青
空
文
庫
で
読
む

こ
と
が
で
き
る
。 

（
１
０
）
法
律
第
４
７
号
『
防
空
法
』
１
９
３
７
年
。
現
在
、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。 

（
１
１
）
小
山
勝
清
『
科
学
戦
争
』
実
業
之
日
本
社
、
１
９
３
３
年
。
国
立
国
会
図
書
館
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
て
い
る
。
陸
軍
中
将
・
帝
国
飛
行
協
会
総
務
理
事
、
四
天
王
延

孝
が
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
な
お
、
小
山
は
著
者
が
幼
少
の
時
、
故
郷
の
市
立
図
書
館

で
繰
り
返
し
借
り
た
『
彦
一
と
ん
ち
ば
な
し
』
（
上
・
下
巻
、
偕
成
社
文
庫
、
１
９
７

７
年
）
の
作
者
で
あ
っ
た
。 

（
１
２
）
前
掲
書
（
１
１
）
９
８
〜
９
９
頁
。 

（
１
３
）
前
掲
書
（
１
１
）
１
２
５
頁
。 

（
１
４
）
小
山
勝
清
『
少
年
科
学
戦
争
』
南
光
社
、
１
９
３
６
年
。
国
立
国
会
図
書
館
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
て
い
る
。
口
絵
の
カ
ラ
ー
イ
ラ
ス
ト
に
は
上
部
に
「
爽
快
な
未

来
戦
」
の
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
、
下
部
に
「
怪
力
戦
に
よ
っ
て
空
襲
の
敵
機
を
掃
滅

す
」
と
の
説
明
が
あ
る
。
前
掲
書
（
１
１
）
３
２
３
頁
掲
載
の
イ
ラ
ス
ト
（
こ
ち
ら
に

は
「
怪
力
線
で
敵
飛
行
機
を
爆
破
」
と
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
く
）
に
類
似
し
て
い
る

た
め
、
「
怪
力
戦
」
は
「
怪
力
線
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
地
上
か
ら
の
強
力
な
レ
ー

ザ
ー
ビ
ー
ム
攻
撃
、
と
い
っ
た
想
像
で
あ
ろ
う
か
。
少
年
向
け
に
夢
の
新
兵
器
を
描
き

な
が
ら
、
裏
返
し
に
現
実
の
空
襲
へ
の
恐
怖
が
表
出
し
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
よ
う
。 

（
１
５
）
小
山
勝
清
『
科
学
戦
争
』
國
民
書
院
、
１
９
４
０
年
譲
受
発
行
。
国
立
国
会
図
書
館
で 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
て
い
る
。
陸
軍
中
将
の
序
文
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
本
文

に
も
変
更
が
み
ら
れ
る
他
、
１
９
３
３
年
版
に
見
ら
れ
た
多
く
の
写
真
、
図
が
全
て
削

除
さ
れ
て
い
る
。 

（
１
６
）
朝
日
新
聞
社
編
『
太
平
洋
の
空
中
争
覇
』
１
９
３
５
年
。
国
立
国
会
図
書
館
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
て
い
る
。
口
絵
の
写
真
３
枚
に
、
「
航
空
母
艦
「
サ
ラ
ト
ガ
」

甲
板
上
で
出
動
を
待
つ
米
国
海
軍
機
」
、
「
昨
年
ア
ラ
ス
カ
へ
編
隊
飛
行
を
行
っ
た
こ

と
の
あ
る
米
国
陸
軍
の
誇
り
「
マ
ル
チ
ン
」
爆
撃
機
」
、
「
太
平
洋
横
断
米
支
連
絡
航

空
路
に
就
航
す
る
米
国
飛
行
機
「
シ
コ
ル
ス
キ
ー
」
」
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
け
ら
れ

る
。 

（
１
７
）
濱
田
稔
『
獨
逸
に
於
け
る
空
襲
と
防
空
』
電
気
学
会
雑
誌
、
６
２
巻
６
４
７
号
、
２
９

４
〜
２
９
８
頁
、
１
９
４
２
年
。 

（
１
８
）
吉
田
裕
『
日
本
軍
兵
士
　-

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
現
実
』
中
公
新
書
、
２
０
１
７

年
。
１
２
頁
。 

（
１
９
）
太
宰
治
『
太
宰
治
全
集
６
　
小
説
５
』
筑
摩
書
房
、
１
９
９
８
年
。
『
新
郎
』
３
〜
１

３
頁
。 

（
２
０
）
前
掲
書
（
１
９
）
。
４
４
０
〜
４
４
４
頁
の
『
新
郎
』
解
題
に
、
岩
上
順
一
、
伊
藤
整
、

矢
崎
弾
の
評
論
が
引
か
れ
る
。 

（
２
１
）
前
掲
書
（
１
９
）
。
『
十
二
月
八
日
』
１
４
〜
２
５
頁
。 

（
２
２
）
坂
口
安
吾
『
定
本
坂
口
安
吾
全
集
第
二
巻
』
冬
樹
社
、
１
９
６
８
年
。
茨
城
高
専
図
書

館
蔵
書
。
３
８
４
〜
３
９
４
頁
。
安
吾
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
特
殊
潜
航
艇
で
戦
死
し

軍
神
と
さ
れ
た
乗
組
員
が
９
名
な
の
は
、
２
名
乗
り
の
潜
航
艇
５
艇
で
出
撃
し
た
が
、

う
ち
１
艇
が
座
礁
、
１
名
水
死
、
１
名
捕
虜
と
な
っ
た
た
め
。 

（
２
３
）
田
村
正
彦
『
「
尾
久
初
空
襲
（
ド
ー
リ
ッ
ト
ル
空
襲
）
」
史
実
と
そ
れ
を
語
り
継
ぐ
教

育
運
動
』
明
治
大
学
教
育
会
紀
要
４
、
４
０
〜
４
７
頁
、
２
０
１
２
年
。 

（
２
４
）
野
原
一
夫
『
人
間
坂
口
安
吾
』
新
潮
社
、
１
９
９
１
年
。
茨
城
高
専
図
書
館
蔵
書
。
８

３
頁
。 

（
２
５
）
前
掲
書
（
１
）
。
長
女
誕
生
は
２
４
０
頁
、
長
男
誕
生
は
２
７
２
頁
。
現
代
の
感
覚
で

「
二
歳
」
と
読
む
と
、
よ
ち
よ
ち
歩
き
く
ら
い
の
幼
児
を
思
い
浮
か
べ
て
し
ま
う
が
、

長
男
は
『
お
伽
草
紙
』
執
筆
開
始
時
に
よ
う
や
く
生
後
７
ヶ
月
に
な
ろ
う
と
い
う
タ
イ

ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
『
お
伽
草
紙
』
執
筆
に
つ
い
て
は
２
７
７
頁
、
３
月
６
日
頃
の
項

に
「
「
お
伽
草
紙
」
の
稿
を
起
こ
し
た
」
と
あ
り
、
２
７
８
頁
、
３
月
１
１
日
の
項
に

「
こ
の
頃
、
「
お
伽
草
紙
」
は
、
「
前
書
き
」
を
書
き
終
え
、
「
瘤
取
り
」
を
二
、
三

枚
書
き
始
め
て
い
た
」
と
あ
る
。 
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（
２
６
）
前
掲
書
（
１
）
。
２
７
７
頁
。 

（
２
７
）
太
宰
治
『
太
宰
治
全
集
１
１
　
随
想
』
筑
摩
書
房
、
１
９
９
９
年
。
『
春
』
３
０
０
〜

３
０
１
頁
。 

（
２
８
）
前
掲
書
（
１
）
。
２
７
７
頁
。 

（
２
９
）
栗
原
俊
雄
『
東
京
大
空
襲
の
戦
後
史
』
岩
波
新
書
、
２
０
２
２
年
。 

（
３
０
）
前
掲
書
（
１
）
。
２
７
８
頁
。 

（
３
１
）
前
掲
書
（
１
）
。
２
７
９
頁
、
４
月
２
日
の
項
に
三
鷹
で
の
空
襲
。
２
８
２
頁
、
６
月

末
の
項
に
『
お
伽
草
紙
』
脱
稿
。
同
じ
頁
、
７
月
６
日
の
項
に
、
甲
府
で
の
空
襲
。 

（
３
２
）
太
宰
治
『
太
宰
治
全
集
９
　
小
説
８
』
筑
摩
書
房
、
１
９
９
８
年
。
『
薄
明
』
１
４
３
〜

１
５
７
頁
。 

（
３
３
）
前
掲
書
（
１
）
。
２
８
５
頁
。
７
月
６
日
の
空
襲
で
家
を
焼
け
出
さ
れ
入
浴
で
き
ず
、

駅
前
の
温
泉
を
使
用
し
流
行
性
結
膜
炎
に
感
染
し
た
、
と
い
う
順
序
の
よ
う
で
あ
る
。 

（
３
４
）
法
律
第
９
１
号
『
防
空
法
中
改
正
法
律
』
１
９
４
１
年
。
法
律
第
１
０
４
号
『
防
空
法

中
改
正
法
律
』
１
９
４
３
年
。
現
在
、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開

さ
れ
て
い
る
。 

（
３
５
）
津
島
美
知
子
『
回
想
の
太
宰
治
』
講
談
社
文
芸
文
庫
、
２
０
０
８
年
。
５
５
頁
。
５
８

頁
に
は
「
太
宰
は
事
実
の
記
録
を
書
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
自
己
中
心
に
、
い
わ
ば

身
勝
手
な
主
観
を
書
い
て
い
る
の
で
、
虚
構
や
誇
張
が
は
な
は
だ
し
く
織
り
交
ぜ
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
、
特
殊
な
戦
時
下
の
体
験
で
あ
る
た
め
あ
ら
た
め
て
痛
感
す
る
。
」
と

あ
る
。 

（
３
６
）
前
掲
書
（
１
）
。
２
８
４
頁
。 

（
３
７
）
前
掲
書
（
１
）
。
２
８
９
頁
。
こ
の
時
、
太
宰
は
ま
だ
青
森
で
の
疎
開
生
活
が
続
い
て

い
た
。 

（
３
８
）
太
宰
治
『
太
宰
治
全
集
１
２
　
書
簡
』
筑
摩
書
房
、
１
９
９
９
年
。
２
２
４
頁
。
全
集

に
は
引
用
の
８
月
２
日
付
の
他
、
８
月
２
０
日
付
、
８
月
２
２
日
付
の
３
通
の
葉
書
が

載
る
。
ま
た
２
２
８
頁
に
は
、
木
村
庄
助
が
変
名
に
使
っ
た
と
い
う
下
宿
先
の
「
松
田

登
」
宛
の
手
紙
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
太
宰
は
「
木
村
庄
助
君
が
、
い
つ
も
面
白
い
長

い
手
紙
を
私
に
下
さ
い
ま
す
が
、
ご
存
知
で
す
か
？
」
な
ど
と
と
ぼ
け
て
書
い
て
い
る

が
、
お
そ
ら
く
、
な
り
す
ま
し
を
見
破
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
の
文
面
で
あ
ろ
う
。 

（
３
９
）
前
掲
書
（
３
２
）
。
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
３
〜
１
４
１
頁
。 

（
４
０
）
前
掲
書
（
３
８
）
。
２
８
７
〜
２
８
８
頁
。 

（
４
１
）
太
宰
治
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』
新
潮
文
庫
、
１
９
７
３
年
。
３
４
８
〜
３
４
９
頁
。 

（
４
２
）
前
掲
書
（
３
２
）
。
『
太
宰
治
と
兄
』
４
７
４
〜
４
７
６
頁
。 

（
４
２
）
前
掲
書
（
３
２
）
。
『
「
パ
ン
ド
ラ
の
匣
」
が
生
ま
れ
る
ま
で
』
４
８
３
〜
４
８
５
頁
。 

（
４
４
）
前
掲
書
（
１
８
）
「
結
核
の
拡
大
　-

一
個
師
団
の
兵
力
に
相
当
」
９
２
〜
９
４
頁
。 

（
４
５
）
前
掲
書
（
１
８
）
「
結
核
の
温
床
　-

私
的
制
裁
と
古
参
兵
」
９
９
〜
１
０
１
頁
。 

（
４
６
）
前
掲
書
（
１
）
。
２
４
５
頁
。 

（
４
７
）
前
掲
書
（
３
２
）
。
『
終
戦
直
後
の
金
木
町
に
て
』
４
７
６
〜
４
８
３
頁
。 

（
４
８
）
前
掲
書
（
１
）
。
２
８
９
〜
２
９
０
頁
。 

（
４
９
）
前
掲
書
（
３
２
）
。
４
９
６
頁
。
恩
地
孝
四
郎
の
言
葉
は
、
新
聞
連
載
の
初
回
に
「
作

者
の
言
葉
」
と
し
て
太
宰
の
前
口
上
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。 

（
５
０
）
前
掲
書
（
３
２
）
。
『
終
戦
直
後
の
金
木
町
に
て
』
４
８
０
頁
。 

（
５
１
）
前
掲
書
（
１
）
。
２
９
０
頁
。
山
内
が
根
拠
と
す
る
井
伏
宛
の
手
紙
は
前
掲
書
（
３

８
）
３
３
０
頁
に
載
る
。 

（
５
２
）
前
掲
書
（
４
１
）
。
３
５
０
頁
。 

（
５
３
）
前
掲
書
（
３
８
）
。
３
２
２
頁
。
田
中
光
英
宛
に
は
連
載
に
つ
い
て
他
に
も
「
う
ま
く

ゆ
く
か
ど
う
か
、
甚
だ
心
細
く
憂
鬱
で
す
」
と
書
い
て
い
る
。
試
験
前
に
全
然
テ
ス
ト

勉
強
捗
ら
な
か
っ
た
と
吹
聴
す
る
学
生
の
心
理
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
読
め

る
の
だ
が
、
著
者
の
邪
推
だ
ろ
う
か
。 

（
５
４
）
前
掲
書
（
３
８
）
。
３
２
７
頁
。
高
田
新
の
宛
先
は
「
日
本
出
版
会
内
　
萬
里
閣
編
集

部
」
と
あ
る
。 

（
５
５
）
前
掲
書
（
３
２
）
。
『
終
戦
直
後
の
金
木
町
に
て
』
４
８
０
頁
。 

（
５
６
）
前
掲
書
（
６
）
。
１
９
３
〜
１
９
５
頁
。 

（
５
７
）
前
掲
書
（
３
２
）
。
『
終
戦
直
後
の
金
木
町
に
て
』
４
８
１
頁
。 

（
５
８
）
前
掲
書
（
３
８
）
。
３
２
０
〜
３
２
１
頁
。 

（
５
９
）
前
掲
書
（
１
）
。
２
５
３
〜
２
５
４
頁
。
８
月
１
８
日
の
項
。 

（
６
０
）
武
藤
康
史
『
丸
山
定
夫
の
死
ま
で
』
日
本
近
代
文
学
館
、
Ｎ
ｏ
．
３
０
３
、
２
０
２
１

年
。 

（
６
１
）
太
宰
治
『
太
宰
治
全
集
１
０ 

　
小
説
９
』
筑
摩
書
房
、
１
９
９
９
年
。
『
酒
の
追

憶
』
３
１
２
〜
３
２
４
頁
。 

（
６
２
）
太
宰
治
『
太
宰
治
全
集
７
　
小
説
６
』
筑
摩
書
房
、
１
９
９
８
年
。
『
散
華
』
２
１
４
〜

２
３
０
頁
。 

（
６
３
）
前
掲
書
（
１
）
。
２
６
０
頁
。
５
月
２
９
日
、
ア
ッ
ツ
守
備
隊
の
玉
砕
（
全
滅
）
。
翌

５
月
３
０
日
、
大
本
営
発
表
。
８
月
２
９
日
、
戸
石
泰
一
が
新
聞
で
三
田
盾
司
の
名
前

を
見
つ
け
、
太
宰
に
手
紙
で
知
ら
せ
た
と
い
う
。 

（
６
４
）
李
顯
周
『
太
宰
治
の
「
散
華
」
論
　-

三
つ
の
「
死
」
の
意
味-

』
筑
波
大
学
比
較
・ 
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理
論
文
学
会
、
文
学
研
究
論
集
（
２
０
）
、
１
３
５
〜
１
５
１
頁
。 

（
６
５
）
里
見
脩
『
言
論
統
制
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
』
新
潮
社
、
２
０
２
１
年
。 

（
６
６
）
佐
藤
卓
己
『
増
補
　
八
月
十
五
日
の
神
話
　
終
戦
記
念
日
の
メ
デ
ィ
ア
学
』
ち
く
ま
学

芸
文
庫
、
２
０
１
４
年
。
８
６
頁
。
「
在
庫
一
掃
の
本
土
爆
撃
」
は
「
秋
田
市
、
小
田

原
市
、
高
崎
市
、
熊
谷
市
、
伊
勢
崎
市
な
ど
五
都
市
」
で
実
行
さ
れ
た
。 

（
６
７
）
金
ヨ
ン
ロ
ン
『
〈
断
絶
〉
と
〈
連
続
〉
の
せ
め
ぎ
合
い
　-

太
宰
治
『
パ
ン
ド
ラ
の

匣
』
論-

』
日
本
近
代
文
学
第
９
０
集
、
６
３
〜
７
６
頁
、
２
０
１
４
年
。 

（
６
８
）
前
掲
書
（
６
７
）
。 

（
６
９
）
稲
賀
敬
二
、
竹
盛
天
雄
、
森
野
繁
夫
　
監
修
『
改
訂
版
新
総
合
国
語
便
覧
』
第
一
学
習

社
、
１
９
９
０
年
（
改
訂
１
５
版
）
。
２
２
頁
。 

（
７
０
）
前
掲
書
（
６
６
）
。
８
７
〜
８
９
頁
。 

（
７
１
）
堤
堯
『
昭
和
の
三
傑
』
集
英
社
、
２
０
０
４
年
。 

（
７
２
）
白
井
聡
『
永
続
敗
戦
論
』
講
談
社
＋α

文
庫
、
２
０
１
６
年
。 

（
７
３
）
前
掲
書
（
３
８
）
。
３
６
５
頁
。 

（
７
４
）
前
掲
書
（
２
７
）
。
『
返
事
』
３
０
４
〜
３
０
８
頁
。 

（
７
５
）
前
掲
書
（
２
７
）
。
『
如
是
我
聞
』
３
４
０
〜
３
７
３
頁
。 

（
７
６
）
志
賀
直
哉
『
志
賀
直
哉
全
集
　
第
七
巻
』
岩
波
書
店
、
１
９
７
４
年
。
『
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
陥
落
』
３
０
６
〜
３
０
７
頁
。
茨
城
高
専
図
書
館
蔵
書
。 

（
７
７
）
谷
崎
潤
一
郎
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
　
第
二
十
二
巻
』
中
央
公
論
社
、
１
９
８
３
年
。
『
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
に
際
し
て
』
３
４
６
〜
３
５
０
頁
。
茨
城
高
専
図
書
館
蔵
書
。
文
末

に
、
「
こ
れ
は
去
る
二
月
十
六
日
夜
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
よ
り
放
送
朗
読
さ
れ
た
台
本
の
原
稿

で
、
殆
ん
ど
当
時
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
今
回
本
誌
に
掲
載
す
る
に
当
り
二
三
の
字
句
を

訂
正
し
た
（
谷
崎
正
記
）
」
と
あ
る
。 

（
７
８
）
前
掲
書
（
７
６
）
。
『
後
記
』
７
３
８
〜
７
３
９
頁
。
「
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）

二
月
一
七
日
に
日
本
放
送
協
会
よ
り
ラ
ジ
オ
放
送
さ
れ
た
も
の
で
、
三
月
一
日
発
行
の

『
文
藝
』
第
十
巻
第
三
号
に
掲
載
。
こ
の
『
文
藝
』
に
は
谷
崎
潤
一
郎
の
こ
の
種
の
文

も
掲
載
。
新
書
版
全
集
第
九
巻
に
は
じ
め
て
収
録
。
」
「
こ
の
種
の
文
」
と
い
う
の
も

不
思
議
な
言
い
回
し
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
『
文
藝
』
第
十
巻
第
三
号
に
は
、
伊
藤
整

と
平
野
謙
の
『
対
談
　
文
藝
時
評
』
も
載
り
、
こ
こ
で
太
宰
の
『
十
二
月
八
日
』
も
俎

上
に
上
が
っ
て
い
る
。
太
宰
が
本
誌
に
拘
っ
た
理
由
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、
憶
測

の
域
を
出
ず
、
こ
こ
に
掲
載
の
事
実
の
み
記
す
も
の
で
あ
る
。
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茨城工業高等専門学校卒業生を対象とした「就業状況実態調査」の報告

神野河 彩子

Report of "Employment Status Survey" for Ibaraki National College of Technology graduates 

Saiko Kaminokawa 

Abstract: In this report, the author studies the working status of the graduates of our college: National Institute of Technology, 
Ibaraki College (NITIC). The questionnaire has been conducted beforehand to the graduates about the working status (e.g. annual 
income, satisfaction level) in terms of educational background and years of employment. As the result, it has been found that satisfaction 
level of aged graduates are likely to have more dependency on annual income rather than on that on educational background, while the 
level of younger graduates are likely to have less dependency on either educational background or on annual income. 

１．はじめに 

 これまで，茨城工業高等専門学校（以下，本校）において卒業生

に対する就業実態に関する調査の実績は殆どされていない．また，

政府の統計調査（賃金構造基本統計調査，学校基本調査等）では，

本科卒は短期大学卒と同じ部類で統計処理されているため，本科卒

の就業状況実態を反映した調査結果の抽出は困難である（1）（2）． 
 そこで，本校卒業生が社会で活躍する実態を把握するために，卒

業生に対し「就業状況実態調査」を実施した． 

 高等専門学校は実践的・創造的技術者を養成することを目的とし

た高等教育機関で，本校は2022年に創立58年を迎えた． 
本科 5 年一貫教育を基盤とし，本校では 1 学年約 200 名が 5 学

年，合わせて約1,000名の学生が在籍している．本科卒後，約半数

が就職，約半数が大学に編入する．そのうち 20 名程度は，本校専

攻科に進学し，大学学部卒と同等の学位である学士を取得する． 
本科卒後すぐに就職，または，大学学部卒，大学院修士課程了，

大学院博士課程了後の就職など複数の選択肢がある．特に 20 歳で

本科卒後，就職か進学かを選択する時期は，多くの学生が自分の未

来と向き合い，どのような選択肢が望ましいか思い悩む時期といえ

よう（3）． 

表１ 令和3年度学年別キャリア相談人数と内容 

本校では，令和３年度中に 55 名からのキャリア相談申し込みが

あり実施した．表1はその主な相談内容である． 
特に多かった相談内容は，本科４年生の進路選択に関する相談で

あった（表1）．具体的な相談内容は，学歴による就職状況，本科卒

の就業に対する満足度ならびに学歴による職種や所得の差に関す

る相談が多く見受けられた． 
 本科卒は，技能職として従事する場合が多く，現場でのリーダー

格止まりでそれ以上のキャリアアップを目指せない傾向が既に報

告されている（4）．一方で，優秀なデジタル人材の新卒・中途採用を

行う際に，通常よりも高い報酬水準を設定する企業が近年では見ら

れるようになっている（5）． 
所得の差に関しては，厚生労働省が労働者の雇用形態，年齢，性

別などの属性と賃金の関係を明らかにする目的で調査した「賃金構

造基本統計調査」（1）の結果が学歴別に公表されている．しかし，本

科卒と短期大学卒が同じ部類に類別されており，主に専門職として

就職する本科卒の就業状況実態を，その調査結果から把握すること

は困難である． 
以上のことから，本研究では本校独自で卒業生に実施した「就業

状況実態調査」の結果を，卒業後の年数が短い層（A群：年齢20代）

と長い層（B群：年齢30～70代）とに分け，就業満足度とその要因

について考察する． 

２．調査内容 

２．１ 調査対象者 

本校のメールアドレスを持つ 2012～2020 年度の卒業生及び本

校同窓会会員を対象に，令和3年10月1日（金）～10月24日（日）

の期間，Googleフォームを使用しアンケート調査を実施した． 
本校から付与されたメールアドレスを持つ卒業生へのアンケー

ト送信数は 2148 件，同窓会会員への送信数は 629 件で，このうち

期間中に得た回答数は345件であった． 

進路選択 就活対策
インターン

シップ
進学 転職 計

本科３年生 1 0 0 0 0 1

本科４年生 14 0 3 0 0 17

本科５年生 5 4 4 2 0 15

専攻科１年生 4 4 4 0 0 12

専攻科２年生 0 1 2 2 0 5

卒業生 0 0 0 0 5 5

合計 24 9 13 4 5 55
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２．２ アンケート項目 

 アンケート全体の設問は９問とした．項目は最大で 76 項目を作

成し，回答結果によって質問項目を分岐した．その中で本稿では，

以下の5項目のみを抽出して考察する．すなわち1）卒業年度，2）
学歴と現在の就業状況，3）業務満足度，4）処遇満足度，5）年収，

により若手世代と中堅世代の就業意識の相違に着目する． 

２．３ 調査結果 

２．３．１ 年代別回答者数 

回答者の年代は，20代203件，30代20件，40代21件，50代30
件，60代43件，70代12件，（年齢未回答16件は除く）を合わせ

た329件である（図1）． 

図１ 年代別回答者数 

２．３．２ 就業経験別回答者数 

2．3．1の結果から，20代の回答者203名をA群，30代から70
代の回答者126名をB群とした．就業経験がある者はA群160名，

B群126名であった．就業経験が無い者はA群43名，B群0名で，

A 群のうち，42 名が本校専攻科及び大学在籍中であった．（図 2）． 

図２ 就業経験有無回答者数 

２．３．３ 最終学歴別回答者数 

回答者の最終学歴は，A群のうち本科卒 99 名，専攻科了 19 名，

大学学部卒25名，大学院修士課程了53名，大学院博士課程了7名
であった．B群では，それぞれ同様に，80名，4名，15名，21名，

6名であった（図3）． 
大学院修士課程まで進学する者の割合は，B 群に対して A 群は

9.4％増加となっている． 

文部科学省が実施した調査によると，2021 年度の大学進学率は

54.9％に達し過去最高（2）を記録したことや，技術者養成における大

学院教育の比重が高まり，学士を採用する価値の低下に本科卒も影

響を受けていることが理由といえよう（4）． 

図３ 最終学歴割合 

２．３．４ 業務ならびに処遇満足度 

 業務内容と処遇（給料や昇進）について調査した．就業経験のあ

る286名のうち，未回答者5名をのぞく281名（A群159名，B群

122名）の調査結果を記載する．（図4，図5） 
 業務内容の満足度について，A 群では，とても満足している 49
名，やや満足している79名，あまり満足していない24名，全く満

足してない7名であった．B群では，それぞれ同様に46名，63名，

12名，1名であった． 
処遇（給料や昇進）の満足度について，A群では，とても満足し

ている 39 名，やや満足している 82 名，あまり満足していない 31
名，全く満足してない 2 名であった．B 群では，それぞれ同様に，

38名，59名，22名，3名であった． 

図４ 業務内容と処遇（給料や昇進）満足度（A群） 

0

50

100

150

200

～29歳 30代 40代 50代 60代 70代

126

160 43

B

群

A

群
就業経験

あり

就業経験

なし

48.8%

9.4%

12.3%

26.1%

3.4%
A群

本科 専攻科 大学学部

大学院修士課程 大学院博士課程

2.5%

9.4%

12.6%

1.3%

3.8%
28.9%

14.5%

1.9%

6.9%

11.3%

2.5%

1.3%

1.9%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全く満足

していない

あまり満足

していない

やや満足

している

とても満足

している

とても満足している やや満足している

あまり満足していない 全く満足していない
（処遇）

（業務内容）

63.5%

3.2
%

11.9%

16.7%

4.8%B群

4 9



図５ 業務内容と処遇（給料や昇進）満足度（B群） 

業務内容の満足度（とても満足，やや満足を合計）は，A群，B群

それぞれ80.5％，89.3％でありともに高い満足度を示した．処遇の

満足度（とても満足，やや満足を合計）は，A群，B群それぞれ73.0％，

79.5％であり，業務内容の満足度と比較すると減少している． 

２．３．５ 年収 

年収の調査では，就業経験のある286名のうち，未回答者8名を

のぞく278名（A群156名，B群122名）の調査結果を述べる． 
年収について，A 群では 399 万円以内 75 名，400～599 万円 73

名，600～799万円7名，800～999万円1名，1000～1199万円0名，

1200万円以上0名であった．B群では同様に17名，25名，20名，

19名，25名，16名であった（図6）． 

図６ 年収別の割合 

３．調査結果に関する検証 

 A群とB群に分けて，業務満足度，処遇満足度，学歴，年収の関

連を調べるため，相関分析をおこなった．A群では，学歴と年収に

0.36の弱い相関がみられた．しかし，業務満足度については，処遇

満足度，学歴，年収それぞれの相関のいずれも 0.17 以下と弱いも

のであり，業務満足度に影響する要素を確認することができなかっ

た． 

B群では，業務満足度と処遇満足度に0.53，処遇満足度と年収に

0.50とやや強い相関があった．就業に対する満足度に対し，業務内

容，処遇そして年収が影響しているといえよう． 

 上記の内容から，特に年収についてさらに検証を進める．20代か

ら60代の現役世代の卒業生の年収を以下に示す（図7）． 

図７ 年代別年収の割合 

 20 代では 399 万以下と 400～599 万の割合の合計が 94.9％を占

め，ほぼ二分している．これは，就業年数がまだ少なく，企業内で

年収に大きな差異が生まれていないためと考えられる．60代は，そ

れぞれの年収区分に幅広く分布する．これは，年金生活者と現役世

代が混在しており，年収に大きな差異が生まれているためである． 

そこで，キャリア形成において最も変化や差が出やすい 30 代か

ら50代の生産年齢層70名について，年代・学歴別の年収層を示す． 

表２ 年代・学歴別年収の割合 
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学学部卒・専攻科了は400～599万と600～799万の間に，大学院修

士課程了は 600～799 万にピークが有り，高学歴化による年収への

寄与の傾向が出ている（表 2-1）．40 代でも同様な傾向があり，本

科卒で400万～599万と1000万～1199万に，大学学部卒・専攻科

了では600万～799万に，大学院修士課程了で800万～999万にピ

ークがある．ここでも高学歴化による年収への寄与の傾向はあるが，

本科卒では一定の高収入者が存在する（表2-2）．しかしながら，50

代では少し異なっている（表2-3）．本科卒では1000万～1199万に

大きなピークがあるが，大学学部卒・専攻科了や大学院修士課程了

においてそれ以上の収入を持つ層は見当たらない．このことから，

50 代の本科卒は最終学歴に依存しない高収入者が多いことが分か

る． 

４．まとめ 

 ここまで本校卒業生の就業満足度やその要因について考察し

た.20代のみで構成されるA群では，就業状況に対する満足度構成

要因の関係性を確認することができなかった．これは，社会経験年

数が少なく，就業満足度を自覚する要素が多様であり，今回の調査

に含まれない「教育訓練・能力開発のあり方」，「職場の人間関係，

コミュニケーション」など職場定着に関わる項目が影響しているこ

とが推測される（6）． 

本科卒後30年以上を経過した50代の卒業生は，学歴によらず高

い収入を得る者が多く存在したが，一方で30代や40代では学歴に

より左右される社会環境があることが推測される． 

 これらの結果から，今後の課題として，以下の工夫を取り入れよ

り詳しい調査及び分析を進める必要がある． 

・調査全体の母数が少なかったため，サンプル数を増やす 

・精度の高い分析を実施するため，多変量解析や検定を実施する 

・若年層の就業満足度を構成する要因を明らかにするため，職場 

定着に影響する質問項目を設定する 
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